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　王宮の夜会に招かれたのは本当に久しぶりだ。十四歳のデビュタントで参加して以来だから、約二年ぶりになるだろうか。けれど今夜はたった一人で王宮の広間へと来ることになった。

　王太子のレオナール殿でん下かと私は八年前に婚こん約やくを結んだ。けれど殿下が今夜エスコートしたのは婚約者の私ではなく、妹のミレーヌだ。

　今目の前では、殿下がミレーヌの腰こしをぐっと抱だき寄せて立っている。一方ミレーヌは殿下の傍かたわらにぴったりと寄り添っている。

　多くの貴族が見守る中で、殿下とミレーヌ、そして王太子の側近たちが険しい表情を浮うかべて私の前に並んでいた。そんな物々しい雰ふん囲い気きの中、殿下がひときわ大きな声をあげる。

「クロエ・ルブラン。我がブリュノワ王家の名において、私、レオナール・ブリュノワはお前との婚約を破は棄きする」

　突とつ然ぜん投げかけられた殿下の言葉を聞いても、それほど驚おどろくことはなかった。いつかはこんな日が来るだろうと予想していたからだ。

　目の前の見み目め麗うるわしい婚約者……もとい、元婚約者は氷のごとく冷たいアイスブルーの瞳ひとみを躊ちゆう躇ちよなく私に向けている。

　殿下の陰かげに隠かくれているために他の者には見えないようだけれど、ミレーヌは断罪されている私を見て得意げな笑えみを浮かべていた。

　背中まで伸のばしたミレーヌのストロベリーブロンドの髪かみはふわりと柔やわらかなウェーブを描えがいており、顔立ちは華はなやかで美しく大きな瞳が印象的だ。その上庇ひ護ご欲よくを誘さそう仕草をするミレーヌは、いつも男性たちの中心にいた。

　目の前で尊大に見下ろしてくる我が元婚約者殿どのに、私は説明を求める。

「恐おそれ入りますが、殿下。婚約を破棄すると仰おつしやる理由をお伺うかがいしてもよろしいでしょうか」

「それはお前が正統なグリモワール継けい承しよう者しやであるミレーヌを不当に虐ぎやく待たいしたからに他ならない」

「ミレーヌが正統な継承者……」

　一体いつからそんな話になっているのだろう。誰だれがそんなことを言ったのだろう。

「グリモワールの正統な継承者は王家の庇護下にある。それを害するは我が王家を害するも同義。本来ならば極きよつ刑けいに値あたいするものと思え」

「虐待、ですか……」

　殿下が言っていることは全く身に覚えがない。事実無根の言いがかりだ。けれど出所は大体想像がつく。

　魔ま導どう書グリモワール──それは我がルブラン家の血筋に備わる特別な力だ。あるときは国を癒いやし、あるときは国を害する敵を排はい除じよし、そしてあるときは国を防護する。ルブランの血を受け継つぐ女性は全すべて、赤の書、青の書、白の書といったグリモワールのいずれかを体内に宿してこの世に生を受けるのだ。

　今回、ブリュノワ王家はグリモワールの正統な継承者を妃きさきとして迎むかえることにした。グリモワールの血筋を王家に入れたいのだろう。そこでルブランの長子である私に白羽の矢が立ったのだけれど……。

「婚約者がお前のような地味な女であることがずっと屈くつ辱じよく的だったのだ」

「……申し訳ございません」

「フン。これでようやくお前との縁えんが切れる。私はこの婚約破棄をもって新たにミレーヌ・ルブランとの婚約を結ぶこととする」

「嬉うれしいですわ、レオさま……」

　うっとりと殿下を見上げながら、ミレーヌがその腕うでに豊満な胸を寄せてしなだれかかった。愛あい称しよう呼びを許されるほどに殿下との仲が親密なのだろう。

（確かに私は地味だものね……）

　殿下の言う通り、私は誰が見ても間ま違ちがいなく地味な令れい嬢じようだ。黒の太いフレームの眼鏡めがねのレンズから覗のぞくのは小さくて茶色の平へい凡ぼんな瞳。青白い頬ほおはそばかすだらけ。そして腰まで真っ直すぐ伸びた銀色の髪を後ろで三つ編みに纏まとめている。

　時間があるときは、いつも図書室で本を読んでいる。他の令嬢との交流がなく学園にいるほとんどの時間を一人で過ごしていた。殿下には無口で無表情でつまらない地味女だと会うたびにいつも罵ののしられたものだ。

　殿下の陰で薄うす笑わらいを浮かべていたミレーヌが、一いつ瞬しゆんのうちにその紫し紺こんの瞳を悲しみの涙なみだで潤うるませる。見事な変わり身に思わず感心してしまう。

「お姉さま、私はいくら妬ねたまれても、お姉さまが呪のろわれた魔女でも、決して恨うらんだりはしませんわ。だってたった一人の大切なお姉さまですもの……」

「そう、ありがとう。……けれどミレーヌ、貴女あなたは自分こそが正統な継承者だと名乗りを上げたのよね？」

「そんな！　私は何度もお姉さまこそが正統な継承者だと申し上げたのですけれど……」

　ミレーヌは扇せん子すで口元を覆おおいながら悲しげに睫まつ毛げを伏ふせた。大きな涙の雫しずくがポロリと頬を伝う。

　悲しげに涙ぐむミレーヌをちらりと見たあと、王太子の側近で宰さい相しようの息むす子こでもあるリオネル・ブルジェが、クイッと銀ぎん縁ぶち眼鏡のフレームを指で上げて口を開いた。

「クロエ。お前の持つ黒の書は、聞けば何の役にも立たぬゴミだというではないですか。よくも今まで謀たばかってくれたものですね。このミレーヌ嬢の持つ白の書こそが国を癒し守る正しよう真しん正しよう銘めいのグリモワール。これを守ることが王家の使命です。それなのにお前は心優やさしいミレーヌ嬢を害して、その命をも脅おびやかしたのですね」

[image: ]

　私はリオネルの言葉を聞いて大きな溜ため息いきを吐ついた。ミレーヌの証言だけで何の裏付けもないというのにここまで断言するとは。

　幼いころからミレーヌは二人だけのときに限って感情的に挑ちよう発はつしてくる。挑発に乗るのも馬ば鹿か馬鹿しいので、全く関かかわらなかったけれど。

　そしてお父さまはそんな私を、無表情で可愛かわいげがないと言って愛してくれることはなかった。だから私とお父さまとの家族としての絆きずなもほとんどないようなものだ。

　唯ゆい一いつ私を愛してくれたお母さまは、幼いころに何者かによって毒殺されてしまった。ルブランの正統な継承者であるお母さまを疎うとましく思っていた者の犯行だろう。けれど未いまだに首しゆ謀ぼう者しやが判明していない。

　棺かん桶おけの中に横たわって冷たくなってしまったお母さまの亡なき骸がらを前にして私は震ふるえた。体を震えさせたのは悲しみではなく底知れないほどの怒いかりだった。事件からしばらくして国による捜そう査さが打ち切られてからは、たった一人で首謀者の割り出しに腐ふ心しんした。

「お言葉ですが殿下、私がミレーヌを虐待したという証しよう拠こが一体どこにあるのでしょうか」

「証拠か。証拠ならお前の父、ルブラン公こう爵しやくと公爵家の使用人たち、そしてミレーヌの証言で十分だろう」

「……そうですか」

　私は殿下の言葉を聞いて少なからず落らく胆たんした。お父さままでもが私を陥おとしいれようとしていることが分かったからだ。愛されていないとは思っていたけれど、まさか憎にくまれているとまでは思わなかった。家族としての関係はもうとっくの昔に破は綻たんしていたのだろう。改めて自分の孤こ独どくを噛かみ締しめる。

「婚約破棄の件、承知いたしました。どうぞ陛下にも了りよう承しようの旨むねをお伝えください。私はこれにて失礼いたします」




　八歳で婚約してから、私なりにレオナール殿下といい関係を築こうとしてきた。けれど殿下はいつも私に対して冷たかった。夜会にエスコートしてもらったこともなければ、花の一本すらも貰もらったことがない。

　けれどそれでも構わなかった。愛のある結婚を夢見たこともあったけれど、政略結婚というものはお互たがいを尊重し合っていけばそれでいいと割り切っていたからだ。

　けれどミレーヌが学園に入学した三年前から、殿下とミレーヌが仲なか睦むつまじく寄り添う姿を度たび々たび目にするようになった。隠れて逢あい引びきするのならばまだいいけれど、婚約者のいる身で白昼堂々と学園の中庭で睦み合っているのだ。

（最初に目にしたときは、それなりにショックを受けたわね……）

　最初のうちは胸が痛んだ。地味で凡ぼん庸ような私の容姿にも原因があったのだろうけれど、そんな外聞の悪い様子を平気で公おおやけに晒さらす殿でん下かを見続けて、これが一国の王太子の姿なのかと呆あきれてしまう気持ちのほうがそのうち強くなった。それからというもの、殿下から距きよ離りを置いて二人の状じよう況きようを静観するようになったのだ。




　広間から出ようと踵きびすを返した私に、背後から突とつ然ぜん声がかけられる。

「まさかこのまま帰れるなんて思ってないよね？」

　私は振ふり返って声の主を確かめた。声をかけてきたのは王太子の側近で天才魔道士と評判の高い、子爵令息のアラン・マルシェだ。

　アランもまた殿下同様、貴族令嬢の間で人気が高い。紅顔の美少年だとかなんとか言われているらしい。実は童顔なだけで殿下と同じ十八歳だったりするのだけれど。

　アランはニヤリと笑うと、私に向かい両手をかざして、突然風の刃やいばを放ってきた。

　私は咄とつ嗟さに両腕を交差させて顔を庇かばうように覆う。けれど私の全身に巻きつくような風の刃によって、ドレスが無む惨ざんに切り刻まれていく。

「くっ！」

　容よう赦しやない魔法の攻こう撃げきになす術すべもなく片かた膝ひざをついてしまった。するとようやく攻撃を止めたアランが私を睥へい睨げいして鼻で笑った。かろうじて下着にまでは達しなかったけれど、私のドレスはビリビリに破れてしまった。そして体のあちこちが風の刃による裂れつ傷しようで出血している。

（……まったく。淑しゆく女じよのドレスを切り刻むなんて下げ劣れつな趣しゆ味みでも持っているのかしら）

　アランは蔑さげすむような眼まな差ざしを私に向けて、吐はき捨てるように言葉を放つ。

「あんたは僕たちのミレーヌ嬢を傷つけたんだ。このくらいで済んでありがたいと思うんだね！」

「……」

　これ以上は何を言っても無む駄だだろう。こアのラ男ンは完全にミレーヌを信じ切っているらしい。

　私はずり落ちそうになっていた眼鏡を直しながら、膝の埃ほこりを払はらって立ち上がろうとした。すると今度は突然腕を背後から掴つかまれて後ろ手に拘こう束そくされる。

「痛っ……！」

　凄すごい力で両腕を掴まれて激痛が走った。両膝を床ゆかについたまま、這はいつくばるような姿勢を余よ儀ぎなくされてしまう。なんとか後ろを振り向いてみると、騎き士し団団長の息子であり騎士でもある、トリスタン・ロカールが鬼おにのような形相で私を睨にらみつけていた。

　トリスタンは美び貌ぼうの若手騎士として貴族令嬢に人気だ。けれど私には騎士とは名ばかりのドＳ男としか思えない。自分よりも力の弱い女性に対してこのような無体を平然と働くのだから。

「この毒婦めが！　我が国の至宝を脅かさんとするとはな！」

　私の両腕を後ろ手に拘束したまま、トリスタンが低く唸うなるように吐き捨てた。そんなトリスタンに殿下がせせら笑いながら声をかける。

「まあ、待て。こんな性しよう根ねの腐くさった女でも、一度は私の婚こん約やく者しやだった女だ。それに王宮の広間を血で汚よごすわけにもいくまい。ルブラン公爵もこの女を放ほう逐ちくすると言っていた。忌いま々いましいことに、血筋のせいでルブランの名を取り上げることはできないらしいがな」

「なるほど。公爵家を追い出されれば、貴族令れい嬢じようなど丸まる裸はだかで放ほうり出されたも同然。この悪女が底辺を這いずるさまを見るのもまた一興か」

　そう言って私の腕を放し、ニヤリと笑う騎士トリスタンの悪あく辣らつな言葉が聞くに堪たえない。本当に何という悪趣味な男たちだろう。重ねて先ほど私を風の刃で攻撃してきた魔ま道どう士しアランが口を開く。

「僕はまだ気が済まないんですけどねぇ」

「フン。いい考えだとは思いますが、これ以上手を出すと美しい広間が血で汚れてしまうのでやめてくださいね」

　アランの言葉に宰相の息子リオネルが口く惜やしそうに吐き捨てた。もはや何も言うことはない。この吐き気のする淀よどみきった空間から、そろそろお暇いとまさせてもらうことにしよう。

　俯うつむいていた私は眼鏡を直してゆっくりと立ち上がり、ビリビリに破れたドレスの裾すそに付いた埃を両手で払った。

　そして殿下のほうを向いて、非の打ち所のない完かん璧ぺきなカーテシーお辞儀をしてみせながら暇を告げる。

「皆みなさま、大変お世話になりました。どうか末永く幸せにお暮らしくださいませ。それではこれにてお暇させていただきます。ご機き嫌げんよう」

　淡たん々たんと言葉を紡つむぐ私を見て、殿下をはじめ、ミレーヌや側近、そして高みの見物をしていた貴族たちは、皆一様にあんぐりと口を開けている。

　貴族令息たちの悪辣な言動に、侮ぶ蔑べつの気持ちを覚えこそすれ怒りが湧わくことなどない。踵を返して背筋を伸のばし、広間の出口へ向かって悠ゆう然ぜんと歩みを進める。

　出口に近付いて誰だれの目にも触ふれないことが分かると、込みあげてくる感情を抑おさえきれず、不覚にも僅わずかに口角を上げてしまった。
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　私はボロボロのドレスを身に纏まとったまま公爵家の馬車に乗り込んだ。出発した馬車に揺ゆられながら窓から街灯に照らされた夜の街を眺ながめる。この街の風景も見納めだ。あまり街中を歩く機会はなかったけれど、唯一幼いころお母さまと歩いた祭りの思い出だけは懐なつかしい。

「もうこの街を目にすることはないかもしれない……」

　街を眺めながら小さな溜ため息いきを吐ついてしまった。無意識に腕うでを摩さすると、風の刃で切られた傷がまだぴりぴりと痛む。私は痛みを堪こらえながら大人しく屋や敷しきに到とう着ちやくするのを待った。

　屋敷に帰宅したあと、馬車を降りて入口の扉とびらから中へ入った。誰の出で迎むかえもない。屋敷の使用人たちはお父さまと妹だけに従い、私のことは同列にすら見ていない。それどころかまるで透とう明めい人間であるかのような扱あつかいだ。食事すら出してもらえないから、勝手に調理場へ入って自分で作って食べていた。使用人たちには疎うとましく思われているようだけれど、流石さすがにその行こう為いを窘たしなめようとする者はいない。積極的な嫌いやがらせをされるわけではないので、生活する分には何の問題もなかった。身の回りの世話をしてもらえることはないけれど、自分のことを自分でやればいいだけだから。

　けれどそのような生活ももうお終しまいだ。今日、私はこの屋敷を出ていく。その前にお父さまにご挨あい拶さつをしなければ。

　偶ぐう然ぜん廊ろう下かを歩いていた侍じ女じよを見かけたので尋たずねてみる。

「お父さまはどちらにいらっしゃるのかしら？」

「……書しよ斎さいに」

「そう、ありがとう」

　侍女は足を止めることもなく、前を向いたまま面めん倒どう臭くさそうに私の質問に答えた。幼いころから大体いつもこんな感じだった。無視されないだけましだ。今さら無礼だとも思わない。八歳のときにお母さまが亡なくなってからは、ずっとこうだ。用事を頼たのんだら一応は「承知しました」という言葉が返ってくる。けれどそれっきり何もなされることはない。

　それからというもの使用人に頼たよるのを諦あきらめて、私は屋敷の中で自由に過ごすようになった。

　これまでの生活を思い出しながら、お父さまに会うために書斎へと足を向けた。扉の前でノックをすると、内側から入室を許可する返事があったので中へと入った。

　お父さまは執しつ務む机の椅い子すに座って書類仕事をしていた。私が向かい側に立っても、こちらを見ることもなく手元の書類に目を向けたまま作業を続けている。

「お父さま、ただいま帰りました」

　私がそう言うと、お父さまはペンを置いてようやく私を見た。まるで路ろ傍ぼうの石ころでも見るような眼差しだ。そして面倒臭そうに溜息を吐いて口を開く。

「まだいたのか。この家はもうお前の家ではないのだ。さっさと出ていくがいい。そして二度と足を踏ふみ入れるな」

　このようにボロボロにされた娘むすめの姿を目にしても、事情を聞くどころか労いたわりの言葉すらない。お父さまの心の中には私などもとから存在していないのだろう。

　このルブラン公こう爵しやく家の屋敷は元々お母さまのものだった。けれど男子しか爵位を持てないこの国では、入り婿むこのお父さまが公爵位を継つぐことになった。

　一方屋敷そのものはグリモワールの正統な継けい承しよう者しやが受け継ぐものと昔から決まっている。恐おそらくこのままいけば、自らを正統な継承者だと主張しているミレーヌがこの屋敷を受け継ぐことになる。

　けれどミレーヌがレオナール殿下と婚約したあかつきには、実質的な屋敷の持ち主はお父さまということになるだろう。

「準備ができ次し第だいすぐにお暇いたします。その前にご挨拶をしたいと思い、お伺うかがいしました。……その前にお父さま、いくつかお聞きしたいことがあるのですが、よろしいですか？」

「……なんだ」

　お父さまは口を開くのも面倒臭いといった様子で横おう柄へいに答えた。

「お父さまは、なぜありもしない事実を王太子殿でん下かに証言なさったのですか？」

「ありもしないか……。だがミレーヌはお前に虐しいたげられてつらいと泣いていたぞ」

「そんな事実はありません。お父さまは私が虐いじめていたところをご覧になったわけではないですよね」

「ミレーヌが言うのだから間ま違ちがいないだろう。違うと言うのなら証しよう拠こを持ってこい」

　ミレーヌの言葉には証拠が要いらないのに、私の言葉には必要なのか。

「虐めていた証拠だって存在しないではないですか」

「ミレーヌの証言だけで証拠としては十分だ。ミレーヌとお前のどちらを信じるかと問われれば、この屋敷の者は全員ミレーヌと答えるだろう。無論私もだ」

　言っていることが滅め茶ちや苦く茶ちやだ。あまりに理り不ふ尽じんな理り屈くつに思わず溜息が零こぼれてしまった。

「承知しました。もう結構です。最後にもう一つだけお聞きしてもいいですか？」

「……さっさと言え」

「お父さまは私のことがお嫌きらいですか？」

「……」

　お父さまはしばらく黙だまり込んだあと、無言で書類仕事を再開した。答えてくれる気はないようだ。

　私は最後にお父さまの言葉でお父さまの本心を聞きたかったのだ。けれどお父さまの本心を知ることは、もう一生ないのかもしれない。きっと歩み寄らなかった私にも責任があるのだろう。いずれにせよ親子関係はもう破は綻たんしている。

　いい頃ころ合あいだったのかもしれない。これほどまでに断絶しているならば、何の未練もなく屋敷を去ることができる。

「お父さま、この世に私という命を授さずけてくださってありがとうございました。そして今までお世話になりました。どうぞいつまでも元気でお過ごしください。……ご機嫌よう」

「……」

　お父さまは無言のまま最後まで顔を上げて見ることはなかった。私は少し悲しくなったけれど、カーテシーをしたあとお父さまの前を辞した。
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　お父さまの書斎を出たあと私室へと向かった。そしてビリビリに破れたドレスを脱ぬいで、クローゼットの中にあったシンプルな青色のワンピースを身に着けた。

　部屋にある私物をトランクに詰つめていく。大事なものはすでに新居へと運んでいる。私は荷物を詰めたトランクを一つだけ持ってバルコニーへ出た。

「静かな夜……」

　辺りはしんと静まり返っている。まるでこの世に自分一人しか存在していないかのようだ。手て摺すりに手を置いて月のない星空を仰あおいだ。そしてそっと目を閉じて夜の空気の匂においを嗅かぐ。ひんやりとした夜風が傷に染しみる。

　傷が痛んだことで、女性相手に容よう赦しやのない仕打ちをした魔ま道どう士しアランと騎き士しトリスタンのことを思い出して気分が悪くなってしまった。目を開けて痛みの残る手首を見ると、トリスタンに掴つかまれた痕あとが内出血を起こして残っている。

「痕になってるじゃない……。やりたい放題やってくれちゃって」

　夜会では、あえて軽い怪け我がを負うようにグリモワールの力で張った防ぼう御ぎよ結界を最小限に止とどめておいた。レオナール殿下と側近たち、そしてミレーヌに勝利を確信させるために。

　殿下と側近たちはミレーヌを妄もう信しんして騙だまされていたのか。それとも最初から共きよう謀ぼうして私を陥おとしいれようとしたのか。女性に対するあの卑ひ劣れつな扱いを思い出すと、いずれにせよどうしようもないほど性しよう根ねが腐くさっているとしか思えない。

　私は左手を胸の辺りの高さに掲かかげて掌てのひらを上に向けた。

「グリモワール」

　詠えい唱しようとともに掌の上に眩まばゆい黄金の光に包まれた漆しつ黒こくのグリモワール……黒の書が現れた。黒の書は全体が闇やみのような漆黒で、表紙と背の部分に金色の文字が刻まれている。この国の文字ではない古代の魔法国家で使われていた文字だ。そして表紙には『真理の書』と書かれてある。

　黒の書のページがペラペラと捲めくれて白い光を放った。私の全身に及およぶ裂れつ傷しようが、淡あわく白い光に包まれてみるみるうちに塞ふさがっていく。そして治ち癒ゆが完かん了りようすると同時に、黒の書は掌の中に吸い込まれるように消えた。

「黒の書が役に立たない？　フフッ」

　ミレーヌが宿す白の書は治癒と防御のグリモワール。赤の書は魔術のグリモワール。青の書は召しよう喚かんのグリモワール。……そして全すべてのグリモワールを統すべるのが黒の書、全能のグリモワールだ。

　黒の書の力は黒以外のグリモワールを遥はるかに凌りよう駕がする。黒の書の持ち主こそが正統な継承者だ。このことを知っているのは黒持ちだったお母さまと私だけ。

　そしてグリモワールの力を行使する際には己おのれの体内にある魔力を消費する。ミレーヌは恐らく一度に数人を治癒できる程度の魔力しか持たないだろう。そのことを自覚しているのかは分からないけれど。

「ミレーヌが継承者として名乗り出てくれたのは僥ぎよう倖こうだったわ。すぐにばれないといいけれど……」

　一方、私の魔力は桁けた外はずれに大きい。この国全てに結界を張っても魔力切れを起こすことはないだろう。召喚し得る全ての幻げん獣じゆうを召喚したとしてもだ。

　代々黒持ちは膨ぼう大だいな魔力を持って生まれるという。そしてお母さまが亡なくなる前には、私の魔力は黒持ちだったお母さまの魔力をも凌駕していた。

　もしグリモワールの真実と私の魔力のことを誰だれかに知られてしまえば、間違いなく国に囚とらわれてしまうだろう。だからこそずっと目立たないよう細心の注意を払はらって、この力を隠かくしてきたのだ。

「国に囚われるなんてまっぴらだわ」

　お母さまが亡くなった八歳のときから地味に装よそおい振ふる舞まって、黒の書の力を他人の目に触ふれさせないようにしてきた。そしてお母さまが亡くなったあとすぐに殿下との婚こん約やくが決まった。

　殿下との婚こん姻いんがなされれば国の中ちゆう枢すうでお母さまを暗殺した首しゆ謀ぼう者しやを捜さがすことができる。だから殿下との婚約は願ってもないことだった。けれど……、

「あのときから誰も信用できなくなっていたのかも……」

　殿下とミレーヌの仲なか睦むつまじい様子を初めて見たのは十二歳のときだった。そのときから冷静に他人を観察するようになった。殿下との婚姻がなされない可能性を考え始めた。

　それならばいっそ自由に行動できるようにする必要があると、殿下からは距きよ離りを取った。友人も作らず貴族たちとの交流も控ひかえた。そうしてあえて私は孤こ立りつ無む援えんの状じよう況きようを作り上げたのだ。

　王太子、その側近、そしてミレーヌ……。彼らの愚ぐ行こうを目にしながら、諫いさめるどころか面おも白しろ可笑おかしく噂うわさを立てる貴族の令息や令れい嬢じようたち。傀かい儡らいの王を利用して甘い汁しるを吸う国の重じゆう鎮ちんたち。

　ブリュノワ王国の王おう侯こう貴族は腐ふ敗はいしている。殿下によって婚約破は棄きされたことで、ようやく何のしがらみもなくなった。私は今日を限りにこの国から離はなれるのだ。

「これからは自由に動けるわね」

　お母さまを暗殺した首謀者をどうしても見つけたい。全てが計画通りに進んだ今、あとは新しい住まいへと向かうのみだ。

　部屋の中に目を向ける。先ほどまで着用していたボロボロのドレスを見て思わず溜ため息いきが出てしまう。

「最後の夜会だと思って奮発したのに……。鬼き畜ちくすぎるでしょ」

　私は再び掌の上にグリモワールを出した。

「グリモワールよ、我が身に纏まとえ」

　詠唱とともに黒の書が掌から離れて体の周りをぐるぐると回り出す。黒の書の軌き道どうがなす漆黒の帯は、私の全身に巻きついて深い闇のような漆黒のドレスへと変化した。

　体の線を顕あらわにする闇色のドレスを身に纏った私は妖あやしげで、傍はたから見ればまさに『呪のろわれた魔女』といったところだろう。ミレーヌも上手うまい表現をするものだ。

「ペガサス……。私のもとへ来て」

　私の願いに応じて漆黒のドレスが青い光を纏う。その青い光が目の前に集まり、光の中から白い翼つばさの生えた大きな白馬……幻獣ペガサスが現れた。

　絹糸のような金色の鬣たてがみがうっとりと見み惚とれてしまうほどに美しい。その滑なめらかな筋肉に包まれた肢し体たいは眩いほどに神こう々ごうしく、淡い金の光を纏っているかのように見える。そんなペガサスの首を撫なでながら優やさしく話しかける。

「さあ、一いつ緒しよに新居へ行きましょう。でも目立つから姿を消しましょうね」

「ブルルル……」

　ペガサスが気持ちよさそうに鼻を鳴らして頬ほおに擦すり寄ってきた。

「フフ、可愛かわいい……」

　魔法で体を浮うかせてペガサスに跨またがったあと、不可視状態にする魔法を自分とペガサスにかけた。そして透とう明めいになった私たちは、ともに夜空の闇へと駆かけ上った。
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　ペガサスとともに上空から地上を眺ながめる。眼下に広がる暗く広大な森は、ブリュノワ王国と隣りん国ごくのダルトワ帝てい国こくの境界に位置する。

　危険な魔物が徘はい徊かいしているため、兵を向かわせるには厳しい深い森だ。戦せん闘とう力の高い少数精せい鋭えいでなら進めるだろうけれど、それでも死亡率はかなり高いと言われている。

　そのために人々から恐おそれられ、『黄泉よみの森』と呼ばれている。どちらの国にも属さない不ふ可か侵しんの森として、人間が立ち入ることは滅めつ多たにない。

「見えてきたわ。あの光の場所へ向かって」

　その真っ暗な森の中に、ほんのり灯ともる魔法の光を見つけた。その光を目指してペガサスとともに降下していく。あらかじめ見つけておいた森の小屋に、目印のために魔法の灯あかりを灯しておいたのだ。私にしか視し認にんできないので他ほかの者に見つかる心配はない。

　私は小屋の周囲の草地にペガサスとともに降り立った。窓から漏もれる光に照らされた草地は、長年放置されていたので荒あれ放ほう題だいだ。

　小屋とはいっても数人で暮らせるほどには大きい、ダークオークの木で造られた古い平屋だ。今日からここで暮らすことになる。

「草がぼうぼうだわ。畑を作るなら草くさ刈かりからやらないといけないわね。……乗せてきてくれてありがとう、ペガサス」

　ペガサスは返事をするように高く嘶いなないて、夜の闇の中へと消えていった。召喚した幻獣とはいえ、いなくなると一気に寂さびしくなる。孤こ独どくには慣れているけれど。

　家の扉とびらを開けて中へ入り、居間の奥にある扉を開けて寝しん室しつへと足を運んだ。寝室に置いてあるドレッサーの椅い子すにポスンと座ってふぅと溜息を吐つく。

「流石さすがに疲つかれたわ……。っと、グリモワールを解除しなくちゃ」

　私を包む漆黒のドレスがシュルシュルと消えて、元々着ていた青のワンピースが現れた。黒の書が私の中へと戻もどっていく。

　後ろで編んでいた三つ編みをほどいて頭を左右に振ると、少しだけ癖くせが付いてしまった銀ぎん髪ぱつがサラリと背中を覆おおう。

　私は掛かけていた眼鏡を外してドレッサーの上に置いた。そして頬に乗せていた化け粧しようを綿布で落としていく。

　目の前の大きな鏡を見ると、そこにはそばかす一つない雪のような肌はだをした自分が映っている。長い銀色の睫まつ毛げが、大きく鮮あざやかな緋ひ色いろの瞳ひとみに影かげを落としていた。ぱっちりと大きく、少しだけ吊つり上がった目がじっとこちらを見つめている。

「もう目立たないように装よそおう必要はないわね。この眼鏡にもお世話になったわ」

　眼鏡を掛けると、僅わずかに色の付いたガラスの補正で緋色の瞳が茶色く、実際の大きさよりも小さく見える仕組みになっている。自作の特製伊達だて眼鏡めがねだ。度は入っていない。

　確かに地味かもしれないけど、それほど見た目は悪くはないと思う。ともあれこの装いのお陰かげで誰にも興味を持たれずに済んだことは幸いだった。

「黒の書を纏っているときは『呪われた魔女』に見えなくもないわね。あの表現、嫌きらいじゃないわ」

　浴室に向かったあと、お湯を張ったバスタブにラベンダーを散らし、着衣を脱ぬいでゆっくりと浸つかる。そして長めの入浴を済ませて寝室に置いてあるベッドに横になった。レオナール殿でん下かのこと、ミレーヌのこと、お父さまのこと……。

（悔くやしさ、怒いかり……そんなんじゃない。ただ……少し悲しかっただけ）

　瞼まぶたを閉じていろいろと思い浮かべていたらいつの間にか深い眠ねむりに落ちてしまった。
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　私は朝ベッドから出たあと藍あい色いろのワンピースに着き替がえて白のエプロンを身に着けた。

　以前この家に荷物を運びこんだときに、ある程度の掃そう除じは済ませておいたのだけれど、留守の間にまた埃ほこりが溜たまってしまったようだ。それほど大きくはない部屋を見み渡わたして、ちょっとだけ楽をしようと考えた。

「ハルピュイア……私のもとへ来て」

　掌てのひらに取り出した黒の書を行使して幻げん獣じゆうハルピュイアを呼び出した。黒の書から現れた青い光が目の前に集まる。そして光の中から、美しい女性の姿をした、翼を持つ鳥の幻獣が現れた。

　現れた幻獣は全身が薄うす紅べに色いろの艶つややかな羽う毛もうに覆おおわれている。上半身が妖よう艶えんな女性の曲線を描えがく一方で、獰どう猛もうな鋭するどい鉤かぎ爪つめが備わる足は鳥そのものだ。

　幻獣といっても実体のない存在というわけではない。グリモワールの契けい約やくのもと、魔ま力りよくを使って異次元に存在する幻界に住む彼らをこの世界へと呼び出しているのだ。

　ハルピュイアが艶えん然ぜんと微笑ほほえみながら私に話しかけてくる。

「アタシに何かご用ですかぁ？　メごー主ト人レさスま」

「ええ、お願いしたいことがあるの。……そうねぇ、そのままじゃ床ゆかに傷がついちゃうから人化できる？」

「お安いご用ですわぁ」

　ハルピュイアは人間の女性へとみるみる姿を変えた。顎あごよりも短く外側にはねた薄紅色の髪かみが印象的な、妖艶で美しい顔立ちをした妙みよう齢れいの女性だ。

　そして予想通りではあったけれど、人に変化したハルピュイアは生まれたままの姿だ。

　このまま裸はだかでうろうろさせるわけにはいかない。私はクローゼットから黒のお仕着せとエプロン、それと編み上げブーツを取り出して、それらを身に着けるよう指示した。

　するとハルピュイアは面めん倒どう臭くさそうにお仕着せとブーツを身に着ける。

「ああン、もう！　人間って本当に面倒臭いですねぇ」

「フフッ。よく似合ってるわよ。貴女あなたにはしばらくお世話になりたいから、名前を付けましょうか。そうねぇ……ハルと呼びましょう」

「メートレス、捻ひねりがないですねぇ……」

　ハルは人差し指を頬に当ててきょとんと首を傾かしげた。とはいえ、名前を貰もらったことについてはまんざらでもなさそうだ。

「そう？　いい名前だと思うけど。それと私のことはクロエって呼んで。それじゃあハル、一緒にこの家を掃除しましょう」

「かしこまりぃ。ねえ、クロエさまぁ、ここ、風でピュウゥ～ってやっちゃ駄だ目めですかぁ？　埃なんていっぺんに吹ふき飛ばせちゃいますけどぉ」

「そうね、それもいいわね。だけどそれをやっちゃうと、埃と一いつ緒しよにお布ふ団とんや家具が全部吹き飛んじゃうから、地道にお掃除しましょう」

「はぁい」

　私はハルと一緒に高い場所の掃除から始めた。召しよう喚かんした幻獣とは、言葉を交かわさなくても、ある程度は意思の疎そ通つうができる。だから掃除に慣れないハルでもスムーズに作業を進めることができた。

　二時間ほど掃除をしたところで、家の中が概おおむね綺き麗れいになった。私はふぅと一息ついてダイニングでお茶の準備を始める。

「ハル、一緒に紅茶を飲みましょう」

「アハハッ。幻獣と一緒にお茶しようなんて言う人間はクロエさまくらいですねぇ」

　ポットの中に入れた紅茶の葉っぱを蒸むらしながら、食べるものはどうしようかなぁなどと考える。取りあえずの食材は持ち込んでいるから当分は大だい丈じよう夫ぶだけれど、ずっとこのままというわけにはいかない。

　持ち込んだクッキーをハルと一緒に摘つまみながらお茶を嗜たしなむ。ゆったりとした時間を満まん喫きつしていると、突とつ然ぜん何かを思い出したようにハルが尋たずねてきた。

「クロエさまはお貴族さまなんでしょ？　どぉしてこんな粗そ末まつな小屋に住もうとしてるんですかぁ？」

　どうやら幻獣のハルでも私の行動に疑問を感じるらしい。どうして森で暮らし始めたのかなんて、理由は一つしかない。

　幻獣は契約により、決して私の意に反する言動をとることはない。だから秘密を打ち明けたところで他言することもない。

「誰だれにも邪じや魔まされずに作りたいものがあるのよ」

「作りたいもの？」

「ええ」

「それってなんですかぁ？」

「……『追おい刻ときの糸いと車ぐるま』」

「えっ？」

　ハルにそう答えたときだった。突然森のほうから子どもの悲鳴が聞こえた気がした。咄とつ嗟さにハルと目を合わせる。どうやらハルも気付いたようだ。

　魔物かもしれない。けれど人間かもしれない。この危険な森に幼い子どもがいるはずがない。人を惑まどわす魔物の罠わなかもしれないけれど、僅わずかでも人間の可能性があるなら確かめないわけにはいかない。

「行くわよ、ハル」

「りょぉ～かい」

　ハルは苦く笑しようしながら肩かたを竦すくめて答えた。私は幻獣の姿に戻もどったハルを従えて家から飛び出した。そして子どもの声が聞こえてきた森の中へと足を踏ふみ入れた。




　侵しん入にゆうした森の中は樹木が鬱うつ蒼そうと生おい茂しげっているため、午前中にもかかわらず太陽の光があまり届かなくてかなり薄うす暗ぐらい。

　人化を解いたハルは空中を飛んで木々の間を縫ぬうように前を進む。私は自身に身体強化の魔法を施ほどこしてハルのあとに続く。

　ハルが森の奥へ移動しながら一方向を指差して告げる。

「声の主はこっちみたいですねぇ」

「正確に分かるの？」

「ええ。索さく敵てきはお任せですよぉ。音波でもって対象の位置を感知できるんで」

「たいしたものね。凄すごいわ、ハル」

「えへへぇ～」

　ハルは褒ほめられたのが嬉うれしかったのか、目的地へと向かいながら嬉しそうにニヤニヤと笑っていた。

　それにしてもハルピュイアにそんな特技があるとは知らなかった。幻獣の能力については黒の書に全すべて記き載さいしてあるけれど、それぞれの能力が具体的にどんなふうに応用されているかということまでには考えが至らなかった。これから一つ一つ覚えていかなくては。

　森を迷いなく進むハルの後ろについていく。しばらくすると遠くから狼おおかみの低い唸うなり声が聞こえてきた。

　さらに進んだあとに目に飛び込んできたのは弱り切った傷だらけの美しい少女と、獲え物ものに飛びかかるタイミングを窺うかがいながら間合いを測ってうろうろと歩き回る五匹ひきのフォレストウルフだ。

「うっひゃあ、いるいる！」

　ハルが楽しそうに笑えみを浮うかべた。まるで面おも白しろいものを目にしてはしゃいでいるかのようなハルを見て、思わず溜ため息いきが出てしまう。

　フォレストウルフは鈍にび色いろの体毛に覆われた狼に似た魔物だ。狼の体長の一・五倍はあるだろう巨きよ大だいな体たい躯くに似合わず、狡こう猾かつで敏びん捷しような動きをする。群れをなして狩かりをする習性があり、集団で襲おそわれた場合、普ふ通つうの人間なら一溜まりもない。

「グルルルル……」

　獲物に向かって目を光らせながら獰猛に唸るフォレストウルフの五メートルほど先には、全身傷だらけの六、七歳くらいの幼い少女が弱々しく立ち竦んでいた。

　着衣には血が滲にじんでおり、かなり衰すい弱じやくしているように見える。力ちから尽つきて今にも膝ひざからくずおれそうだ。このままでは膝をついた瞬しゆん間かんに魔物たちに飛びかかられてしまう。もう一刻の猶ゆう予よも許されない。

「グリモワール」

　私は全身に黒の書を纏まとったあと、即そく座ざに魔物たちに向かって三日月形の光の刃やいばを放った。魔物が私たちの到とう着ちやくを感知するよりも先に光の刃が着ちやく弾だんする。

「キャインッ」

　光の刃のいくつかが一匹ぴきの魔物の体を切り刻んだ。刃の一つが急所に着弾したのだろう。その魔物がトサリとその場に倒たおれた。

　残りの四匹の注意がこちらへ向いた。自分に危険が迫せまっているのに目の前の食べ物を優先する魔物はいない。魔物たちは本能的に私の魔力の大きさを感じ取って怯おびえ、そして竦む。けれど即座に退たい却きやくするほど頭が良くはなかったようだ。

「おバカさんだねェ。本能に逆らわなければ長生きできたのにさァ！」

　ハルが魔物たちを嘲あざけりながら大きく飛びあがった。そしてこちらを威い嚇かくしつつもじりじりと後ろへ下がっていく魔物たちに超ちよう音おん波ぱによる攻こう撃げきを放つ。

　どうやらハルの攻撃は魔物たちが固まっている狭せまい範はん囲いを対象としているようで、少女に影えい響きようはないみたいだ。少女はきょとんとして戦いの様子を見ている。

「キャンキャンッ！」

　ハルの超音波攻撃により魔物たちが耳から血を流している。どうやら魔物の体内に多大なダメージを与あたえたようだ。

「ハル、やるじゃない」

「こんな雑魚ざこなんて朝飯前ですよぉ」

　そういえばフォレストウルフの毛皮は高値で取引されると聞いたことがある。素材の利用価値が高いのかもしれない。となると、あまり体を傷つけないほうがいいだろう。

　そしてこんな緊きん急きゆう事態に冷静に魔物の利用価値について考える私は、大たい概がい薄はく情じようなのかもしれない。

　私は朦もう朧ろうとしながらよろめく魔物たちに引き続き光の刃を放った。今度は魔物たちの急所のみをピンポイントで狙ねらう。首の動脈の辺りだ。

「キャンッ！」

「ギャインッ！」

　ハルの攻撃で魔物の動きが鈍にぶくなっていたために、容易に急所を狙って攻撃することができた。魔物たちは断末魔の叫さけびを上げ、次々に絶命してその場に倒れていく。

「クロエさま、すっごぉい！　さっすが我が主あるじ！」

　ハルが誇ほこらしそうに感かん嘆たんの声をあげるのを耳にしながら、私はすぐさま傷ついた少女のもとへと駆かけ寄った。今は少女の状態が心配だ。少女は魔物が倒されたのを見て安心したのか膝からくずおれ、そのまま草の上に倒れ込んだ。

「ちょっと！　貴女あなた、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「あー、やばいですねぇ、これ。出血が酷いですもんねぇ」

　ハルは無表情のまま少女の体を見下ろして、まるでお天気の話でもするかのように感想を漏もらした。憐あわれみの情は持ち合わせていないのだろう。こういった一面を見ると、幻げん獣じゆうが人ならざるものであることを改めて認にん識しきする。

　少女は意識を失っている。体中傷だらけで出血が酷く、呼吸が弱々しい。少女の腰よりも長いであろう瑠る璃り色いろの艶つややかな髪は頭上で二つに結ばれており、緩ゆるやかなウェーブを描えがいている。身長は百二十センチくらいだろうか。

（なんだか綺き麗れいな子ね。幼いのに妖あやしい美しさがあるわ。それにしてもこんな幼い子がなぜこんな森の奥まで……）

　白かったと思われるボロボロの衣服は逃にげている間に土と血で汚よごれてしまったのだろう。恐おそろしく整った顔立ちは幼くあどけない。長い瑠璃色の睫まつ毛げに縁ふちどられた瞼まぶたが力なく伏ふせられている。

　私は足元に横たわる少女の側そばに屈かがみ込んで治ち癒ゆ魔法を施した。傷は塞ふさがったけれど少女は目を覚まさない。出血が多くて重度の貧血状態になっているのかもしれない。

　こんなに幼い子どもを私の目の前で死なせはしない。絶対に助けてみせる。

「私がこの子を連れていくわ」

「りょぉかい。じゃぁ、アタシはこの五匹……いや、四匹を運びまぁっす」

　ハルが引き算したのは私が最初に切り刻んだ一匹だろう。あれでは確かに利用価値はない。ハルは状態のいい四匹の足を器用にその辺に落ちていた蔓つるで括くくりつけて抱かかえ上げた。自分の体よりも大きな魔ま物ものを四匹も抱え上げるなんて凄い力だ。

　私は自分に身体強化をかけて少女をゆっくりと横よこ抱だきにして抱えた。そしてなるべく揺ゆらさないように細心の注意を払はらいながら足早に家路を辿たどる。

　少女の体は冷え切っている。傷だらけでなんと痛々しいことだろう。

「可か哀わい想そうに……。もう少しだけ我が慢まんしてね」
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　家に到着してすぐに少女を抱えたまま寝しん室しつへと向かった。ハルは屋外に獲物を置いたあとに、私に続いて家の中へ入った。

　少女をベッドに横たえたあと、ボロボロの衣服を脱ぬがせて私のクリーム色のパジャマのシャツを着せた。少女の顔の汚れを湿しめらせた柔やわらかい布で拭ぬぐいながら考える。

　外傷の治癒は済ませた。あとは失った血液を補うために、意識が戻ってから何かを食べさせればいい。そしてこの子の手首の……、

「この腕うで輪わ……。かなり複雑な術式が組んであるわ」

「なんですかぁ、それ？」

　いつの間にか人化してお仕着せを着用したハルが後ろに立っていた。

「『呪じゆ術じゆつ』よ。何かを縛しばるかなり強力な呪のろい。こんなの嵌はめられた本人には決して破は壊かいできないわ。そして他ほかの人間が無理に壊こわそうとすれば……」

「壊そうとすれば……？」

「この子は間ま違ちがいなく死ぬわ」

　私は少女の腕輪を見つめながら、唇くちびるの下に指を添そえて深く考え込む。ハルはそんな私を見て目をぱちくりさせた。

「嵌められたらはずせないってことですか？　クロエさまでも？」

「ええ、私が嵌められても自力で破壊するのは無理ね。そういう仕組みになっているのよ。でも外側からならなんとかなるかも……」

　数多あまたの呪いの術式が知ち恵えの輪のように複雑に絡からみ合っている。解除する順番を間違えたり無む理り矢や理り壊そうとしたりすると、呪いが一瞬にして少女の生命を奪うばう仕組みになっているようだ。

　本当に卑ひ劣れつ極きわまりない呪具だ。この腕輪を作った者の性格の悪さが窺い知れる。

「クロエさまなら壊せるんですかぁ？」

「やってみなければ分からない。放置しても今すぐに生命を削けずるものではないから、時間をかけて一つずつ解除していくしかないわね」

「なるほどぉ。さすがクロエさまですねぇ」

「この子が目を覚ましたら温かいスープでも飲ませてあげましょう」

「それならアタシが作りますよぉ」

　今度は私が思わず目をぱちくりさせてしまった。幻獣って……、

「……料理、できるの？」

「お任せですよぉ。クロエさまとの意思伝達のお陰かげで、クロエさま程度にはできます。それじゃあ早さつ速そくさっきのフォレストウルフを捌さばいてぇ……」

「任せるわっ」

　私はハルの言葉を遮さえぎって苦く笑しようした。フォレストウルフが食べられるのは知っている。知っているけれど詳くわしく聞きたくはない。

　早速ハルは鼻歌交じりに表のフォレストウルフを解体しに寝室から出ていった。私は少女を横たえたベッドの脇わきに置いた椅い子すに座って呪いの腕輪の分ぶん析せきを始めた。

「はぁ……。百以上の術式が複雑に絡み合ってる。半数以上が囮おとりね。順番通り解除しないとこの子の死の引き金になってしまう。なかなか陰いん湿しつなやり口ね……。間違えたらアウトだわ」

「う、うーん……」

　少女が苦しそうに呻うめきながらもがいた。額からは汗あせが滲にじんでいる。けれど弱々しかった呼吸が徐じよ々じよに整ってきた。

　それを見てほっと胸を撫なで下ろす。じきに少女の意識は回復するだろう。少女の額の汗をハンカチで押さえるように拭ったあと、腕輪の分析を続ける。

　この呪いそのものは生命を奪う呪いではない。何かを抑よく制せいする呪いだ。けれど腕輪を外さなければこの子は一生本来の力を取り戻もどすことはできない。術式を解除しようとするのは生命の危険を伴ともなうけれど、私なら時間さえかければできる。最初の糸口になる術式はどれなのか……。

「全く。私を試ためそうなんて、やってくれるわね。こうなったら完かん璧ぺきに解除してやろうじゃない」

　挑ちよう戦せん的なまでに高度な呪術式の塊かたまりを目の前にして、思わず口角を上げた。

　そうしてしばらく腕輪を睨にらんで解読を続けていたら、複雑に絡み合う術式の中から、他の術式に影えい響きようしない一つを見つけ出した。

「これね。……グリモワール」

　ようやく見つけ出した最初に解除すべき術式を、黒の書を行使して慎しん重ちように破壊した。破壊された術式に絡んでいた別の術式は稼か働どうしない……。どうやら正解だったようだ。

　この作業を術式の数だけ繰くり返さなければならない。一気に破壊してしまいたい衝しよう動どうを抑おさえながら、神経を集中させて作業を続ける。




「う……」

　私が十個の術式を解除したところで、少女がゆっくりと瞼を開いた。もう午後三時を回っている。解除に没ぼつ頭とうするあまり気付かなかったけれど、私は少女以上に汗ばんでいたようだ。

「ここは……」

　少女はぼんやりと天てん井じようを眺ながめながらそう呟つぶやいた。初めて間近で目にした少女の瞳ひとみは人間のものではなかった。金色の虹こう彩さいの中央にある黒の瞳どう孔こうが、光を受けて円から徐々に縦長に変化していく。

「気が付いてよかったわ。ここは黄泉よみの森にある私の家よ」

「そうじゃったのか……。そういえば……お主たちが助けてくれたんじゃな」

「……ええ」

　人外の種族のお姫ひめさまだろうか。少女の口調に一いつ瞬しゆん驚おどろいてしまった。少女はまだ体に力が入らないのだろう。声が弱々しく少し掠かすれている。

　そしてこの腕輪を嵌めたのは恐おそらく本人ではないだろう。事情を尋たずねたら答えてくれるだろうか。それとも、もう少し落ち着いてからのほうがいいだろうか。

「礼を言うぞ。儂わしの名前はアンジェリクじゃ。お主たちは命の恩人じゃからの。特別にアンと呼ぶがいい」

「ではお言葉に甘えまして。アン、私はクロエよ。よろしくね」

「うむ、よろしく頼たのむぞ。クロエ」

　ちょうどそのときハルが寝室に入ってきた。あっけらかんとした明るい笑え顔がおだ。皿を載のせたトレーを両手に持っている。

「話し声が聞こえたんでスープを持ってきましたよぉ。目が覚めてよかったですねぇ」

「お主も助けてくれたのう。礼を言うぞ、ハルピュイア。儂はアンジェリクじゃ。アンと呼んでくれ」

「アタシはハル。クロエさまの侍じ女じよをやってまぁっす」

　ハルはどこの国で覚えたのか分からないが、胸に拳こぶしを当てて敬礼の真ま似ね事ごとをしてみせた。

　それにしても人化しているハルを幻獣のハルピュイアだと見破るなんて、アンはやはり只ただ者ものではないようだ。

「ハルか。よろしくな」

「よろしくでっす。ところでアンさまは何者なんですかぁ」

　ハルに先を越こされてしまった。アンが何者なのか私も知りたい。

「儂は……。その前に、それはなんじゃ？」

　アンがベッドからゆっくりと上半身を起こしてハルに尋ねた。アンの視線はハルの持っているトレーに固定されている。

「あ、これですかぁ？　これはフォレストウルフのスープですよぉ。肉を丁てい寧ねいに削りとって焼いた奴やつらの骨からスープを……取ろうと思ったんですけどぉ、時間がなかったので奴らの肉と野菜のスープですぅ」

　ハルなりの拘こだわりの逸いつ品ぴんらしい。そうか、フォレストウルフの……。聞かずに食べたほうが美味おいしくいただけたかもしれない。

「ふむ、美味うまそうじゃな。貰もらうぞ」

「ど～ぞど～ぞ。獲え物ものだったアンさまが逆に奴らを食っちゃうなんて面おも白しろ～い」

「あんな奴ら、いつもの儂なら……くそっ」

　アンは悔くやしそうに顔を顰しかめたあと、すぐに目の前のスープに釘付けになった。今にも涎よだれを垂らさんばかりに凝ぎよう視ししている。よほどお腹なかが空すいていたのだろう。




　満足げに食事を終えたアンに尋ねてみる。

「それで、貴女あなたは一体何者なの？　アン」

「うむ。儂は竜りゆうじゃ」

「竜……」

「ほぇ～……」

　予想外な答えに、私もハルも驚きを隠かくせなかった。ベッドから上半身を起こしたまま腕を組んで胸を張るアンジェリク……アンの横で、私とハルが呆ぼう然ぜんとしながら呟く。

「竜なのね」

「竜かぁ」

「竜じゃ」

　得意げに答えるアンを見て思う。こうして見るとただの可愛かわいらしい幼い少女にしか見えないのだけれど。もしかして、この腕うで輪わをしているから幼い姿なのだろうか。

「しかもただの竜じゃないぞ？　儂は竜の国カーンの女王……竜王なのじゃ」

「竜王!?」

「はぁ!?」

　──竜王……。昔話で聞いたことがある。溜ため息いきを吐つけば一つの国が吹ふき飛び、くしゃみをすれば十の国が滅ほろぶという。伝説の竜王が本当に存在したとは……。

「それは嘘うそじゃな。流石さすがにくしゃみで国は滅びぬ。まあ、儂一人で一国を焦しよう土どと化すのは容易たやすいがな」

　私の知っている昔話を聞いたアンがあっさりと白状した。

「嘘なんだ……」

「アハハッ。クロエさま、かぁ～わい～。くしゃみで国が滅ぶわけないじゃないですかぁ」

「笑わないで……」

　なんだか恥はずかしくて頬ほおが熱くなる。だって本当のほうが夢があるじゃない？

「それにしても、女子なのに竜王とはこれいかにぃ～？」

「カーンでは王じゃろうが女王じゃろうが代々竜王と呼んでおるのじゃ」

「本当に竜王さまなのね」

　やはりこの幼女の姿は腕輪のせいなのだ。いくら人化しているとはいえ、竜王がこんなに幼いわけがない。

「それで、その腕輪はどうしたの？」

「うむ、これはじゃな、話せば長くなるのじゃが……」

「眠ねむくならない程度にお願いしますねぇ」

　ハルの要求に「うむ」と小さく頷うなずいてアンは話を続ける。

「儂は昔から酒が好きでな……」

「その話、長くなりますぅ？」

「酒って……」

　一体この子はいくつなのだろう。腕輪のせいだ。きっとそう。幼女がお酒を飲む絵え面づらなど想像したくない。

「まあ、聞け。一週間くらい前じゃったか、竜の姿で空を飛んでおったら地上からいい香かおりが漂ただよってきてのう。その匂においに釣つられてふらふら～っと地上に降りてみたら酒さか樽だるがたくさん置いてあってな。儂はちょちょいっと爪つめで栓せんを開けて、樽たるを呷あおったのじゃ。中身は麦酒ウイスキーじゃった。あれの熟成は恐おそらく二十年は下らんじゃろう。その芳ほう醇じゆんな香りと麦ばく芽がの仄ほのかな甘さ、そして舌に纏まとわりつくような厚みのあるコクとまろやかさといったらもう……ジュルル」

「ジュルル……」

「よっぽどお酒が好きなのね……」

　お酒の味を思い出しているのか、うっとりしながら涎を垂らすアンを見て、ハルが貰い涎を垂らしている。そんなアンを見て複雑な気持ちになった。竜の姿で飲んだのは分かっているけれど、どうしても目の前のあどけない少女の姿を見ると釈しやく然ぜんとしない。

「アンは一体いくつなの？」

「儂は七百六十歳じゃ」

「七百六十……」

「アタシよりも年上じゃないですかぁ」

「お主は何歳じゃ？」

「アタシは二百八十歳なんですよぉ」

「フン、まだ小こ娘むすめじゃの」

「若いって言ってくださいよぉ、マダム」

　竜も幻げん獣じゆうも悠ゆう久きゆうのときを生きる者だと分かってはいるのだけれど、実際に聞くと気が遠くなりそうで目め眩まいがする。

「おっと、話が逸それてしまったの。それで、酒樽を十個ばかり飲み干したら少々眠くなってしまってのう。迂う闊かつにもその場で居眠りをしてしまったのじゃ」

「何もない所に酒樽が転がってるのが不自然だと思うんですけどねぇ」

「そうね。警けい戒かい心しんがなさすぎるわね」

　私とハルに突つっ込まれて、アンがしゅんと肩かたを落とす。

「う、うむ、面めん目ぼくない。お主ら、容よう赦しやないのう。……それで気付いたらどこぞの屋や敷しきの部屋で檻おりに入れられておっての。人化してしもうておったから、竜に戻もどろうとしたのじゃが……」

「腕輪が嵌はめられてて戻れなくなっちゃったのね」

「いかにも。儂わしはすぐに腕輪の呪のろいに気付いた。竜に戻ることができなくなっただけではなく、呪いによって本来の腕わん力りよく、魔ま力りよく、能力……あらゆる力が抑よく制せいされておった」

　そこまで説明したアンが肩を竦すくめてふぅっと溜息を吐いた。どうやら呪いの腕輪は竜の力を大きく削そぎ落としてしまったらしい。

　けれど、これだけの術式を刻んだ呪じゆ具ぐだ。術師の実力も労力も並なみ大たい抵ていのものじゃないだろう。そこまでのことをする理由は何なのだろうか。

「一体誰だれが何のためにそんなことを？」

「それが分からんのじゃ。食事を運ぶ者には度たび々たび会おうたが、ただの小者で首しゆ謀ぼう者しやではなかったようじゃ。じゃが、見張りの者が食事を運んできたときに言うておった。『しっかり食べないと血が足らなくなるぞ』とな。あとは『こんな幼子じゃ繁はん殖しよくは無理だ』とかなんとか……」

「血と繁殖……」

「竜の血は万ばん能のう薬や不ふ老ろう長ちよう寿じゆの妙みよう薬やくの材料と言われていますからねぇ。眉まゆ唾つばですが」

「そうね。だけど繁殖って……竜と人を交わらせようとしたのかしら。だとしたらなんて悪あく趣しゆ味みな……」

「全く人間って奴は業ごうが深いですねぇ」

　ハルが呆あきれたように肩を竦めた。ハルの言葉には全く同感だ。人間の中には、己おのれの目的を果たすためなら手段を選ばない輩やからが確かに存在する。

　竜の血については黒の書にも記き載さいがある。万能薬エリクシールの素材であるというのは本当のことだ。不老長寿の妙薬については記載がないので、存在自体が怪あやしい。

　それにしても竜の繁殖とは……。他ほかにも竜が捕とらえられていて竜と竜でということなのか、竜と人でということなのか。アンの話だけではどうにも判断ができない。いずれにせよろくな目的じゃないことは確かだ。

「それで、どうやって逃にげ出したの？」

「見張りが檻に食事を入れる瞬しゆん間かんを狙ねらって、顎あごに一発食くらわせたのじゃ。こんな体じゃが人間の大人の男くらいの力は残っておるからの。奴やつも幼女だと思うて油断しておったのじゃろう。不意打ちで簡単に気を失いおったわ」

「なかなかやりますねぇ」

「運がよかったわね」

　私とハルが感心すると、アンは得意げに大きく頷く。

「うむ。じゃがこの腕輪の呪いがある限り、儂は竜りゆうには戻れん。そこで『真理の書』を持つ者ならば、この強力な呪いを解除できるのではないかと考えたのじゃ」

「『真理の書』……黒の書ね」

「そういうことじゃ。儂は特別な能力を持つ黒持ち……つまりお主を探した。するとそれほど遠くない場所にお主の魔力を感じ取った。この森じゃ」

　力を抑制されていても他者の魔力を感じ取れるのか。流石は竜だ。

「よくこんな所まで来られましたねぇ。力を抑おさえられてるアンさまじゃ、黄泉よみの森の奥まで来るのは無理でしょぉ？」

「うむ。じゃから儂はこの森に入る前に街の薬屋で姿を消す薬、エタンドールを盗ぬす……ちょっと拝借して使ったのじゃ。ところがクロエの魔力まであと僅わずかという所で薬が切れてしもうてな。そこをフォレストウルフの奴らに見つかったというわけじゃ」

「悪銭身に付かずってやつですねぇ」

「ハル、それはちょっと違ちがうと思うわ……」

　ハルは人間に興味があるのだろう。妙みように人間の言葉に詳くわしいかと思えば、ときどき思い切り間違っている。私は気を取り直してアンに尋たずねる。

「そこに私たちが助けに来たというわけね」

「そうじゃ。……ふぅ、すまん、クロエ。話しすぎて少し疲つかれてしもうたみたいじゃ。今しばらく休ませてもろうてもよいか？」

　そう言われてみればアンの顔色が少し悪くなっている。病やみ上がりに長話をさせてしまって可か哀わい想そうなことをした。とは言っても、話が長くなったのは半分以上が本人のせいだけれど。

「あら。無理をさせてしまったわね。ごめんなさい。ゆっくり休んで」

「それじゃあ、アタシは夕食の準備にかかりますねぇ。フォ狼ン・ベド・ールースのラグーシチユーにでもしましょうかねぇ」

「楽しみにしておるぞ、ハル」

　ハルが寝しん室しつを出ていくときに、アンはそう言ってゆっくりと瞼まぶたを閉じた。
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　アンの身の上に起こった災難を聞いた私は、アンの腕うで輪わの解呪を引き続き進めたいと申し出た。アンはそんな私の提案を喜んで受け入れてくれた。

　アンを保護した翌朝、三人で朝食を取っているときのことだった。突とつ然ぜんアンが眉まゆ根ねを寄せて険しい表情を浮うかべた。ハルを見ると同じように顔を顰しかめている。まるで何かを警戒しているかのように。

「ハル……。分かるか」

「ええ、アンさま。こいつぁ、かなり大きいですねぇ」

「こんなに近付かれるまで気付かんとは不覚じゃった」

「一体何のこと……」

　そのときだった。突然、不ふ可か侵しんの森に囲まれた陸りくの孤こ島とうともいえるこの家の扉とびらをノックする音が聞こえた。こんな森の深い場所まで一体誰が……。

「この魔力……。どうやら来たのは一人みたいですねぇ」

　ハルが珍めずらしく緊きん張ちようを滲にじませた表情を浮かべて呟つぶやいた。アンとハルは前もって訪問者の高い魔力を感知していたようだ。人間である私には他者の魔力を感知することができないけれど、竜と幻獣にはそれができるのだろう。

　私は二人と顔を見合わせて小さく頷うなずいたあと、警戒しながら入口の扉の前へと近付いた。

「どちらさまですか？」

　恐おそる恐る尋ねてみると、扉の外から低い声が聞こえてくる。

「私の名前はエルネストという。挨あい拶さつに来た」

　声から察するにどうやら若い男性らしい。背後に控ひかえるアンとハルは、何が起こってもすぐに対処できるように臨戦態勢に入っている。私は警戒を強めたまま入口の扉をゆっくりと開いた。

　扉を開けてまず目に入ったのは、逆光のせいでゆらりと揺ゆれる大きな黒い影かげだった。目が慣れたあとに訪問者の姿を確かく認にんしてみる。

　エルネストと名乗る青年の年ねん齢れいは二十代半ばくらいだろうか。黒っぽい鎧よろいを身に纏まとい、腰こしには長ちよう剣けんを吊つり下げている。そして見上げるほどに背が高い。まるで歴戦の戦士といった風格が感じられる。

（それに……なんて綺き麗れいな人なのかしら。これほど雰ふん囲い気きのある人はブリュノワでは見たことがないわ）

　耳の下ほどまでの長さの黒くろ髪かみが乱雑に下ろされ、深い海のようなサファイアブルーの瞳ひとみに前まえ髪がみが少しかかっている。切れ長の怜れい悧りな光を湛たたえた瞳は、全すべてを見み透すかさんばかりに鋭するどい。美しい顔立ちと均整の取れた体つきから匂におい立つような色気が醸かもし出されている。

　けれど一方で、ぞくりとするほどの美び貌ぼうは、どこか人を寄せ付けないような冷たい雰囲気を纏っていた。一体どんな過去を背負っているのか知らないが、その表情には底の知れない深い闇やみが垣かい間ま見みえるようだ。エルネストさんの身なりから察するに……、

（どこかの国の剣士といった感じ……。冒ぼう険けん者しやかもしれないけれど、平民にしては立ち居い振ふる舞まいに品がある気がするわ。もしかして貴族かしら）

　私を見下ろす表情からは何の感情も読み取れない。そのため、目の前の青年が敵なのか味方なのか全く判断がつかなかった。エルネストさんの纏う空気はどこまでもひんやりと冷たく、睨にらまれると体が竦すくみそうになるほどの威い圧あつ感かんを感じさせる。

　なるべく平静を装よそおいながら目の前の不ふ機き嫌げんそうな青年に尋ねる。

「こんな辺へん鄙ぴな所へ、どういったご用件でしょうか？」

「まずは伺うかがいたい。君は魔ま女じよか」

　いきなりの不ぶ躾しつけな質問に驚おどろいてしまった。確かに、このような森の奥に人間の女性が住んでいるのは不自然だろう。そう考えれば、エルネストさんの問いかけもなんら不思議ではない。けれど初対面の女性に対する最初の質問にしてはあまりにも失礼ではないだろうか。

「いいえ、私は魔女ではありません。エルネストさん、他にご用件は？」

「この森に悪あしき魔女がいるならば駆く逐ちくせねばならない。そのために私はここへ来た。君の名前を聞かせてもらおうか」

　エルネストさんは表情を変えずに淡たん々たんと尋じん問もんしてきた。魔ま女じよ狩がりのためにこんな森の奥まで来たのだろうか。私は疑問に思いつつも怯ひるむことなく答える。

「私はクロエと申します」

「クロエ嬢じよう、私は君が魔女でないと、すぐには信じられないのだが」

「信じられないと仰おつしやられても違うものは違いますので。大体なぜ貴方あなたは私が魔女だと思われるのですか？」

「この森に魔女が住んでいるという噂うわさを聞いたからだ」

「噂……ですか」

　まるで心の奥まで見透かそうとするかのようにエルネストさんがすぅっと目を細めた。見つめる相手を貫つらぬかんばかりの氷のように冷たい眼まな差ざしだ。

「しばらくの間、私はこの近くに拠きよ点てんを構えて君のことを監かん視しさせてもらう。本当に悪しき魔女でないかどうかを見み極きわめるまでだ」

　無表情で淡々と紡つむがれるエルネストさんの言葉には驚かされた。けれど今は様子を見るしかなさそうだ。

「どうぞご自由に。時間の無む駄だだと存じますけれど」

「フッ。どうだろうな……。私には君が普ふ通つうの人間には見えないのだがな」

　初めて感情を示したエルネストさんの表情を見て驚いてしまった。氷のように冷たく妖よう艶えんな笑みだ。憎ぞう悪おにも似た感情を感じ取って僅わずかに動どう揺ようしてしまう。

（この人が憎にくんでいるのは魔女なのか、それとも私なのか……）

　確かに普通の人間かと聞かれれば、私は普通ではないだろう。だからと言って誰だれに迷めい惑わくをかけているわけでもない。なぜ見ず知らずの人間に憎まれなければならないのか。

「いい加減にしてください。見ず知らずの貴方にそこまで責められる覚えはありません！」

　ずっと抑おさえていた感情が不意に昂たかぶって、図はからずも噛かみつくように声を荒あららげてしまった。すると、突然エルネストさんが私の抗こう議ぎなど意にも介かいさないといったふうに、スッと笑みを消して指で私の顎あごをぐいっと持ち上げた。そして顔を寄せて今にも唇くちびるが触ふれそうな距きよ離りで私の顔をじっと見つめた。

「この美しい顔で男を誑たぶらかすのか。そしてその命を脅おびやかすのか」

　瞬しゆん間かん私は恐きよう怖ふに身が竦んだ。間近に迫せまるエルネストさんのかんばせは震ふるえるほどに美しい。私の瞳を覗のぞき込んで真意を探さぐらんとばかりに細められた深い海の底のような青に射い竦すくめられて、背筋がぞくりとした。

　私は同じようにエルネストさんのサファイアブルーの瞳を、その本心を探るべく見つめ返す。エルネストさんとの間に漂ただよう空気がどこまでも冷たく感じる。けれどそれは気のせいではなかった。口を開こうとして薄うすく開けた私の唇から漏もれ出た吐と息いきが本当に白く変わっていたのだ。

　私の顎を指で支えるエルネストさんの腕を、ハルが横からグッと掴つかんだ。いつも笑っているハルが初めて見せた、まるで射殺さんばかりの鋭い目つきだ。

「いい加減にしてもらえませんかねぇ。クロエさまは魔女なんかじゃありませんよ。これ以上無礼を働くならアタシがあんたの命を貰もらいますよ」

「全く失礼な男よのう。礼れい儀ぎがなっとらん。初対面のレディーに対する態度じゃないのう」

　アンは両手を腰に当てて、エルネストさんを戒いましめるかのように毅き然ぜんと言い放った。ハルもアンも私のために腹を立ててくれているようだ。

　エルネストさんはハルとアンの言葉に特に反応することもなく、私の目を見つめたまま視線を逸そらさない。私はそんなエルネストさんに静かに抗議する。

「この手を放してください、エルネストさん。私が悪しき魔女かどうか、その目で存分に見極めればいいでしょう」

　エルネストさんは私の顔からようやく手を離はなして、無表情のままハルとアンを順に見て告げる。

「現に君はこうして魔物を飼っているじゃないか。それでも魔女ではないと？」

「彼女たちは魔物ではありません。撤てつ回かいしてください」

　私はどうにか怒いかりを堪こらえてエルネストさんに魔物扱あつかいの撤回を求めた。相手が誰であれ、ハルとアンを侮ぶ辱じよくするのは許せない。

[image: ]

「どうだかな」

「なぜ貴方はそれほどまでに……」

　──魔女を憎んでいるの？

　私がそう言いかけたところで、エルネストさんの冷たい声によって遮さえぎられる。

「まあいい。君が悪しき魔女なら私が殺す。それだけだ」

　エルネストさんは全く感情を表さない低い声でそう言い放った。そしてそのまま踵きびすを返して立ち去っていった。




　私は扉とびらを閉めたあと、そのままぎゅっと瞼まぶたを閉じて俯うつむいた。そんな私に向かってハルが苛いら立だちも顕あらわに言い放つ。

「クロエさまぁ、あのエルネストとかいう男、殺しちゃっていいですかぁ？　あいつが近くにいると思うと胃のとこがムカムカするんですけどぉ」

　本来人間らしい感情を表に出さない幻げん獣じゆうであるハルが、私の気持ちに共鳴して憤いきどおってくれている。そのことが嬉うれしい。そしてハルの物ぶつ騒そうな言葉のお陰かげで少し頭が冷えた。

「ハル、落ち着いて。私のために怒おこってくれているのは嬉しいけれど、こちらから手を出せば彼は私を魔女だと決めつけてくるでしょう。悔くやしいけれどしばらくは様子を見ましょう」

「それがいいかもしれんのう。儂わしも腸はらわたが煮にえくり返る思いじゃが、戦うにしてもあの強大な魔力から察するにあの男はかなりの強さじゃろう。恐らくハルと今の儂じゃ歯が立たん。クロエは別じゃろうがな」

　アンの言葉を聞いたハルがチッと舌打ちをしてふて腐くされたような表情を浮うかべた。恐おそらく実力の差を認にん識しきしてはいるのだろう。

「クロエさまならあんな奴やつひと捻ひねりでしょう？　殺やっちゃいましょうよぉ」

「駄だ目めよ、ハル。それに私だって彼に勝てるかは分からないわ。そして、もしも人を殺あやめたら私は本当に悪しき魔女になってしまう。私が魔女じゃないと分かれば、あの人はきっと引き揚あげるでしょう」

「本当にそうなりますかねぇ……」

　ハルが不満げに顔を顰しかめた。私だって腹が立つ。初対面でいきなり謂いわれのない憎悪をぶつけられたのだから。けれど一番腹が立ったのはハルとアンが魔物扱いされたことだ。私はいつの間にかハルとアンを友人のように思い始めていたようだ。

　それにしてもエルネストさんの魔女に対する並々ならぬ憎悪は何に起因しているのだろう。勿もち論ろん私には心当たりなど全くないけれど。

（彼は一体何者なのかしら……。どうしてあんなにも魔女を憎んでいるんだろう）

　エルネストさんに関しては分からないことだらけだ。しばらくこの近辺に拠点を置くと言っていた。周辺にはこの家以外の建物などないというのに、どこに住まうつもりだろうか。

　行動の予測のつかない存在が近くにいるという不安が、殊ことの外ほか大きくのしかかる。寝ね込こみを襲おそわれたり、問答無用で攻こう撃げきされたりということはないと思うけれど。

「それにしても貴女あなたたちは魔力を感知できるの？」

「まあな」

　そういえばアンは私の魔力を辿たどってこの森へ来たと言っていた。

「アンに気付かれたということは、私は魔力を上手うまく抑えられていないのかしら」

「そんなことはないぞ。お主は魔力そのものをちゃんと抑えられておる。いざ戦いに臨のぞむとなれば、その限りではないじゃろうが」

「えっ、でも……」

「勘かん違ちがいさせてしもうてすまん。昨日はお主の魔力を辿ったと言うてしもうたが、厳密には違うのじゃ」

「魔力とは違う……？」

　アンの言っている内容の意味が掴めず、思わず首を傾かしげてしまった。アンは大きく頷うなずいて話を続ける。

「儂が感知したのは魔力そのものじゃなくて、グリモワール独特の力と言ったらいいじゃろうか。契けい約やくしておるお主の幻獣もグリモワールの力を感じておるはずじゃ」

　ハルがアンの言葉を受けてニコリと微笑ほほえみながら頷いた。

「……そうだったの」

「ああ。しかも儂が感じ取れるグリモワールの力には色がついておるからの。お主の力は何色にも染まらぬ美しい黒。それはどんなに遠くにいても感じ取れる強い力じゃ」

「そうだったの……」

　竜りゆうにグリモワールを探知できる能力があったなんて……。まだグリモワールに記き載さいされていない、私の知らないことがたくさんあるようだ。
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　いつものように腕うで輪わの解呪を進めたあと、アンを客間のベッドで休ませて庭へ出てみることにした。そして入口の扉を開けて広がる外の風景を見て驚おどろいてしまう。あんなに荒あれ放ほう題だいだった庭が綺き麗れいに草くさ刈かりされていたのだ。ハルが風魔ま法ほうでサクッと刈かったのだろうか。

　家の周辺を少し歩くと、ハルが敷地の南側の一角に座り込んでいるのを見つけた。私の存在に気付きもせずに、地面に向かって何やら集中しているようだ。

　一体何をしているのだろう。うずうずと悪戯いたずら心ごころが湧わいてくる。急に声をかけたら驚くだろうか。こっそり近付いてみよう。

「……何してるの？」

「わわっ、クロエさまっ！　ああ、びっくりしたぁ。ここを畑にしようと思って草を根っこから毟むしってるんですよぉ」

「まあ、そうだったの……」

　草毟りを手伝おうとしたけれど汚よごれるから駄目だと制されたので、仕方なく辺りを見み渡わたした。

「一応、魔物が入れない程度の結界は張ってるけど、あエルのネス人トさんは入ってきちゃったのよね……」

　それにしてもエルネストさんはどこに拠きよ点てんを構えたのだろう。寝込みを襲われることはないだろうけれど私に敵意を抱いだいているのは確かだ。できることなら現状を把は握あくしておきたい。ハルにエルネストさんの居場所を捜さがしてもらおうか。私は草毟りに没ぼつ頭とうしているハルに尋たずねてみた。

「ここから南に三百メートルほど行った辺りに魔物の気配が感じられない場所があるんで、多分そこに……」

　そこまで話したハルが急に険しい表情を浮かべて言葉を詰つまらせた。そして何やら考え込んだあと、再び話し始める。

「……クロエさま。こいつぁ、やばいかもしれません。数百の魔物が南のその場所に一直線に向かっています」

「え……」

　ハルから聞いた状じよう況きようの深刻さに思わず息を吞のむ。

「魔物の気配がない空白の場所は恐らくあの男の拠点でしょうね。場所を確保するために魔物を掃そう除じしたんでしょう。それにしてもそこに向かっている魔物の怒いかりの波動が凄すごい……」

　ハルが真しん剣けんな表情のまま説明を続けた。数百の魔物なんてどう考えても普ふ通つうじゃない。それらが一か所に向かおうとしているなんて。

「怒り？　魔物が？」

「ええ。魔物の中には、稀まれに獣人のように群れをなす個体がいるんですよ。そいつらは妙みように仲間意識が強くて、仲間がやられると報復に走ることがある。そして縄なわ張ばり意識も強い。あの男は群れの怒りを買ったんじゃないでしょうか」

　単体では弱い魔物でも集団になると強くなる。それが群れをなす魔物の特とく徴ちようだ。

「群れの怒り……。この周辺には獣人はいないはずよね。群れをつくる魔物といえばアシッドエイプ、ビッグホーンディア……」

「この数からいってアシッドエイプ猿野郎でしょうね」

　ハルが顎あごに指を添そえて俯きながら答えた。何かを考え込んでいるようだ。もしハルの言ったことがこれから起こるのならば、このままにしてはおけない。

「私、エルネストさんの所へ行ってみるわ。魔物がここを襲わないとも限らない。ここの結界を最大強度にしていくから、ハルはアンを守ってあげて。結界の外に出ないようにね」

　私の指示を聞いたハルが、納なつ得とくできないと言わんばかりに抗こう議ぎする。私を心配しているのだろう。

「クロエさま、あんな奴放ほうっとけばいいじゃないですか！　自分で蒔まいた種でしょう？　自力で刈り取らせればいいんですよ！」

「そういうわけにはいかないわ。魔物の数が尋じん常じようじゃないもの。放っとけばこちらにも被ひ害がいが及およぶかもしれない。何百という魔物が近くまで来てるんでしょう？」

「ええ、奴の拠点の南東のほうから……。だけどクロエさま……」

「大だい丈じよう夫ぶよ。ここで待ってて」

　ハルは私の言葉に渋しぶ々しぶ頷いた。ハルの言っていることのほうが正しいのは分かる。そしてこの家に被害が及ぶかもしれないという私の言葉にも嘘うそはない。実際に怒り狂くるった魔物がエルネストさんを倒たおしたあと沈ちん静せい化せずにここを襲ってくる可能性は高い。

　けれど本当は、誰だれかが近くで死ぬかもしれないと分かっているのに何もしないで高みの見物なんて、私にはどうしてもできないのだ。

　ハルにアンの保護を託たくして家の結界を最大限まで強化したあと、森に入って南のほうへと走る。魔力を感知できない私でも分かるくらいに森がざわめいている。普段この辺りを徘はい徊かいしているはずの魔物や動物が一いつ切さいいなくなっている。鳥の一羽わすら見かけない。

「やっぱり森がおかしい……」

　アシッドエイプは厄やつ介かいな魔物だ。単体だとたいして強くはないけれど、自分たちの縄張りを作って組織で行動する。

　体は猿さるに似ていて身長が二メートル前後あり、百～二百の群れをなすと黒の書に記載されている。統とう率そつするボスがいて仲間同士で連係攻こう撃げきもしてくるらしい。

　けれど一番厄介なのは奴やつらが吐はきかけてくる唾だ液えきだ。非常に強い酸性で、素す肌はだにかかってしまったら酷ひどい火傷やけどのような状態になってしまう。そのまま放置すれば酸が皮ひ膚ふから浸しん透とうして最後には骨をも侵おかす。

「何をしでかしたか知らないけれど」

　エルネストさんは拠点の魔物を掃除するときに、奴らの群れの個体を何体か倒してしまったのかもしれない。あるいは拠点の場所が奴らの縄張りの中なのかもしれない。

　兎とに角エルネストさんがアシッドエイプの怒りを買って報復されようとしているのは間違いない。

「まったく、面めん倒どうをかけてくれるわ」

　私を殺すと言った男ひとだけれど、このまま放っておくことはできない。いくら強くてもアシッドエイプ数百を一度に相手にするのは無理がある。

　南へ走り続けてしばらくすると、薄うす暗ぐらい森の中に明るい開けた草地が見えてきた。
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　あの少女に会って拠点へ戻もどったあとしばらく経たってから、俺は森の異常に気付いた。この周辺に感じていた魔物や動物の気配がなくなっている。鳴き声や匂においや木々のざわめきなどの一切が綺麗さっぱり消えた。

「ん、なんだ……」

　南東の方角から地じ響ひびきや葉は擦ずれの音が微かすかに伝わってくる。徐じよ々じよに大きくなってくる異様な気配に嫌いやな予感が芽生える。伝わってくる気配は一匹ぴきや二匹ひきじゃない。桁けた外はずれの大群だ。

　すぐに腰こしに吊つるした剣を抜ぬいて準備に取りかかる。体調も魔力も万ばん全ぜんだ。襲おそってくるものは何であろうと返り討うちにする。それだけだ。

　結界の南東の遥はるか先のほうから数体のアシッドエイプが木の枝を伝ってくるのがちらりと見えた。俺のほうへ一直線に向かっている。奴らの狙ねらいはどうやら俺らしい。

　奴らの習性については聞いたことがある。

「仕返しか？」




　今朝早くに、話に聞いていた女に会うためにこの森へと降り立った。丁度いい草地があったのでここを拠点にしようと決めた。

　そこで拠点の場所を確保すべく魔物の掃除に取りかかった。逃にげていく魔物を追うことはしない。ただこの草地に元々いた何匹かが牙きばをむいて襲い掛かかってきた。

　その中にアシッドエイプが三匹びきいた。奴らの習性は知っていたが、報復に来るなら返り討ちにすればいいと考えて躊ちゆう躇ちよせずに屠ほふった。どうやらそれがまずかったらしい。

「こんな大群で来るとは執しゆう念ねん深ぶかい。……いや、執念なら俺のほうが上か」

　俺はクロエという少女の正体をまだ知らない。再会する前に猿ごときに倒されるなど無様すぎる。俺を殺そうとしたあの黒い魔ま女じよに復ふく讐しゆうするまでは、絶対に倒れるわけにはいかないのだから。




　右手の長剣に氷属性を付ふ与よする魔法をかけて、氷の刃やいばへと変化させた。刃の周りには白い冷気が漂ただよっている。そして自身に身体強化と防ぼう御ぎよ強化の魔法をかけた。

　この拠点を覆おおう結界は、残念ながら雑魚ざこ魔物の侵しん入にゆうを防ぐ程度の弱いものだ。あの猿が集団で襲ってきたら耐たえきれないだろう。俺は結界を張るのが少々苦手なのだ。

　そして奴らの唾液攻撃は厄介だ。黒こく竜りゆうの鱗うろこであつらえたこの鎧よろいならば強酸にも耐えうるが、全身に纏まとっているわけではないので万全ではない。

「さて、防御強化がどこまでもつか」

　三匹のアシッドエイプが近付いてきた。魔法の射程に入ったのを見計らって、奴らに向かって放射状に氷の槍やりを放った。そして二匹の魔物が体を貫つらぬかれる。

「ギャアッ！」

「ギィアッ！」

　残った一匹が氷の槍をかいくぐって飛びかかってきた。空中で俺に向かって強酸の唾液を発射しつつ、鋭するどい爪つめを振ふりかぶる。

　俺の顔を狙った魔物の唾液を、姿勢を低くして躱かわしつつ爪の攻撃を右に避よけながら、一気に間合いを詰つめて魔物の胴どうを横よこ薙なぎに斬きり払はらう。

「ハッ！」

「ギィヤアァッッ！」

　魔物が断末魔の悲鳴を上げた。そして分断されて凍こおりついた亡なき骸がらがボトリと地面に落ちた。

　これで三匹は倒したが、最初にやった二匹の向こうから数十匹の魔物が枝伝いに近付いてくるのが見える。

「数は多いが所しよ詮せん雑魚にすぎん」

　近づかれると唾液の攻撃が厄介だ。接近される前に魔法で迎むかえ撃うつことにする。

　左手をかざして無数の氷の槍を大群の迫せまる前方へ放ちつつ、氷の剣の先を地面に突つき刺さして前方へと斬り上げた。

　斬り上げた地面から鋭い氷の棘とげが次々に大量に生えて前方へと走っていく。高さ五メートルほどにぐんぐんと伸のびた氷の棘が次々と魔物の体を貫いていく。一気に数十匹の魔物が片付いた。

　氷の棘は魔物を貫きながら同時に敵の進行をも妨さまたげる。魔物は地面から生えた大量の氷柱つららに躊躇して速度を落としながらも、氷柱の隙すき間まをかいくぐって接近してくる。

「キリがないな。全部で何匹いるんだ」

　前方に氷の槍を射出しつつ、剣けんで氷の棘を走らせる。たまにかいくぐって接近してくる魔物を氷の剣で叩たたき斬る。

　これを何度繰くり返しただろうか。もう百五十匹くらいは倒した気がする。

「くそっ、残りは何匹だ……」

　いくら倒してもキリがない。倒した側そばから次々と魔物が押し寄せる。

　油断をしていたわけではないが、一いつ瞬しゆんの隙をつかれて三匹の接近を許してしまった。三方向から同時に唾液攻撃を受けそうになる。

　咄とつ嗟さに氷の盾たてを作って防いだが、うち一匹の唾液攻撃を右みぎ膝ひざに受けてしまった。激痛に耐たえながらそのまま残りの一匹を斜ななめ上に斬り上げた。

「ギャアァッ！」

　断末魔の叫さけびとともに魔物の体が分断されてボトリと地面に落ちた。酸を受けた右膝に目をやり、傷の状態を確かく認にんする。

「チッ。よりによって足か」

　予あらかじめかけておいた防御強化のお陰かげで強酸の効果が薄れはしたが、被ひ弾だんした部分は酷い火傷状態になってしまっている。

　徐々に激しくなってくる痛みに耐たえかねて、不覚にも右膝を地面についてしまった。このまま魔法の攻撃をやめてしまえば一度に多勢の接近を許してしまうことになる。

　案の定、仲間の屍しかばねを乗り越こえて、怒いかりで真っ赤に染まった目をぎらつかせながら、数十匹の魔物が押し寄せてきた。このままではあっという間に嬲なぶり殺されてしまうだろう。

　一瞬絶望に支配されそうになった。だがそのとき、なぜかあの少女の顔が頭に浮うかんだ。そうだ……俺はまだクロエのことを何も知らないじゃないか。

「まだ倒たおれるわけにはいかないっ……！」

　これ以上敵を近付かせるわけにはいかない。俺は歯を食いしばって立ち上がった。

「あれを使うしかないか……」

　魔力の消費が激しいので長期戦になりそうなときには使わない。所謂いわゆるとっておきというやつだ。

　すうっと大きく息を吸って呼吸を整え、魔物が押し寄せてくるほうへ両手をかざす。そして残る魔力を全すべて使い切るつもりで風と氷ひよう晶しようの混ざり合う噴ふん流りゆうを放射状に放った。

　俺を起点として吹ふき出される猛もう吹雪ふぶきに、魔物をはじめ地面や草木もみるみる凍りついていく。前方から向かってきていた何十匹という魔物たちが、そのまま凍りついて次々に地面へと落下していく。攻こう撃げき範はん囲いにあったものは全て氷結してしまっている。

　持てる力の全てを出しきったとき、目の前にはまるでツンドラのような、白銀に染まった氷点下の世界が広がっていた。

「……やったか」

　もはや魔力は底をつきかけている。そのまましばらく様子を見てみたが、もうツンドラの向こうから新手の魔物が来ることはなさそうだ。

　凍りついた地面の上には氷像と化した魔物の残ざん骸がいが無数に散らばっている。そして拠きよ点てんの中には、何体あるのか判別できないほど大量の屍の山ができていた。

　足を引き摺ずりつつなんとか近くの樹木まで移動して、背中を凭もたせかけてずるずると座り込んだ。

「なぜあの娘この顔が……」

　──あのとき浮かんだのだろう。

　右膝の傷を冷れい却きやくしたあと、俺はこれ以上敵が来ないことを祈いのりながらゆっくりと目を閉じた。
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　私はエルネストさんの拠点らしき場所を避さけるように、その南東へと向かった。魔物がやってくると思われる方角だ。

　木々の間を縫ぬうようにしばらく疾しつ走そうを続けたところで、遥はるか先にゆっくりと右方向へ進む黒い塊かたまりが見えてきた。

「あれね」

　この分だと先せん陣じんはすでにエルネストさんの拠点に辿たどり着いているかもしれない。群れには木々を伝いながら進むものと、手足を使って地面を走るものがいるようだ。

　そういった魔物の動きによって森の樹木が揺ゆらされて、ザワザワと激しい葉は擦ずれの音を響ひびかせている。あまりの数の多さに、地響きやら葉擦れの音やらがここまで響いてくる。

「凄すごい数……」

　黒の書の記き載さいによればアシッドエイプの群れは百から二百ということだけれど、目の前の大群を見る限りとてもそうは思えない。

　今、目に入る範囲だけでも二百は軽く超こえる。すでにエルネストさんの拠点へ向かっている大軍を入れると、三百匹ぴき以上はいるのではないだろうか。

　群れ同士の戦いで他ほかの群れが合流することがあるのかもしれない。ボスに統とう率そつ力があればそれが可能なのかも。

「ボスは一体どこにいるのかしら」

　私は行軍の後こう尾びを目指して走った。狙ねらいはアシッドエイプのボスだ。乱れのない行軍を見る限り、かなり統率が取れていると思われる。群れの最後尾の辺りには必ずボスがいるはずだ。

「急がないと……」

　できることなら後方の部隊を、エルネストさんに分からないようにこちらで処理したい。少しでも敵を減らせばエルネストさんの負担が減るだろう。

　さらに速度を上げてしばらく進むと、行軍の切れる少し前のほうにひときわ大きな魔ま物ものの影かげを見つけた。

　雑魚ざこの大きさが二メートルそこらだとすると、ボスの大きさはおよそ三メートル半といったところだろうか。雑魚は手足の四本で移動しているのに対し、ボスは速度を合わせるためなのか二本足で移動している。毛むくじゃらでかなりの巨きよ体たいだ。

「グリモワール。我が身に纏まとえ」

　黒の書が私の体に巻きつくように漆しつ黒こくの軌き跡せきを描えがき、黒衣へと変化した。

「ドリアード、私のもとへ来て」

　召しよう喚かんの詠えい唱しようとともに青い光の中から樹木の幻げん獣じゆうドリアードが現れた。長くてしなやかな蔓つるのような髪かみを持つ、白い衣ころもを纏った女性の幻獣だ。まるで貴族の令れい嬢じようのような上品な立ち居い振ふる舞まいに思わず感心してしまう。

「ご用でしょうか、メートレス」

「アシッドエイプの進路を遮さえぎって」

「承知しました」

　私が指示を伝えると、ドリアードは地面へと吸い込まれるように消えていった。そして行軍の周囲の樹木がウネウネと動き出した。

　ボスより少し前方に生えていた数本の樹木が急激に巨大化して空までも覆おおうように伸のび上がっていく。ついにはビッチリと隙間を埋うめて壁かべのように立ちはだかった。

　そしてそのままその左右の樹木も連なるように伸びて壁となり、樹木の壁に囲まれた形で後方の行軍が完全に断たたれてしまった。

「上手うまくいったみたいね」

　どうにか群れの分断に成功したようだ。壁より前を行進していた群れは、後方が断たれたことにも気付かずそのままエルネストさんの拠点のほうへ前進していく。

　一方壁に阻はばまれた後方の部隊は何が起こったのか分からずに混乱しているようだ。猿さるの魔物だけあって樹木の壁をよじ登ろうとするけれど、鼠ねずみ返がえしのようにカーブした天てん井じように阻まれ、越えることができずにずるずる落ちている。

　ボスの群れは、私を含ふくめて完全に樹木の壁に囲まれており、間にあった木々もなくなって、まるで閉へい鎖さされた闘とう技ぎ場のような空間になっていた。

「エキドナ、私のもとへ来て」

　召喚の詠唱とともに青い光から幻獣エキドナが現れた。エキドナは上半身が美しい女性で下半身が蛇へびの幻獣だ。美しく整った面おも立だちに妖よう艶えんな笑えみを湛たたえている。

「何か用かしら、お嬢ちゃん？」

「私の援えん護ごをお願い」

「フフ。任せなさい」

　エキドナは私にウィンクをして敵のほうへ視線を向ける。私はエキドナを伴ともなって、混乱しているボスのいる部隊へと近付いた。

　右往左往する雑魚の中で唯ゆい一いつどっしりと構えている、ひときわ大きなアシッドエイプのボスが手下に指示を飛ばしている。そのボスが私の存在に気付いて唸うなるように話しかけてくる。

「ジャマを、シタノは、オマエか」

　ボスが言葉を発したことに思わず驚おどろいてしまった。獣人ならともかく、限りなく獣けものに近いアシッドエイプのボスが言葉を解するほどの知能を持っているなんて予想もしていなかったのだ。

　言葉が喋しやべれるならこちらの言葉も伝わるだろう。そう考えてボスに向かって話しかけてみる。

「貴方あなたがこの群れのボスね」

「……だったらナンダ」

「貴方たちが今やろうとしていることは、群れにとって大きなダメージになるわ。無む駄だな戦いはしたくないの。このまま仲間と一いつ緒しよに引き揚あげなさい」

　ボスは毛むくじゃらの大きな口の端はしを吊つり上げて、私の忠告を鼻で笑う。

「フン。カトウなニンゲンが、ナニサマの、ツモリだ。ゴミゴトキに、ヤラレルモノか」

　言葉が通じるのは分かったけれど、聞き入れる気は全くないようだ。私は大きな溜ため息いきを吐ついてゆっくりと確かく認にんする。

「退たい却きやくするつもりはないのね？」

「ソノクチを、トジロ、ニンゲン。……オマエタチ、コノ、メスをコロセ」

　それまで混乱していた雑魚の魔物が、ボスの号令に従って一いつ斉せいに襲おそい掛かかってきた。やはりかなり統率が取れているようだ。

　私は瞬しゆん時じに自分の周りに最大強度の防ぼう御ぎよ結界を張った。今の私はとてつもなく硬かたい卵の殻からの中に入っているようなものだ。

「エキドナ、お願い」

「ウフフ、待ちくたびれたわ。汚きたないお猿さんたち、私が遊んであげる」

　エキドナはそう言って、私に襲い掛かろうとする魔物数匹ひきを蛇の体で纏めて捕つかまえた。そしてギリギリと絞しめ上げる。

「ギャッ……ヒッ……」

　エキドナの体に捕まった魔物は吐と血けつした挙句、あっけなく絞め殺されてしまった。そして残った魔物もエキドナの口から毒の吐息を吐はきかけられる。

「ハッ、ギッ……」

　酸に強いアシッドエイプもエキドナの猛もう毒どくの吐息には耐たい性せいがないようだ。毒を吸って喉のどを掻かき毟むしり、数秒で物言わぬ屍しかばねへと変わる。

　余力のある魔物が唾だ液えきを吐きつけて攻こう撃げきしているけれど、エキドナの体は硬い鱗うろこに守られているからか酸の攻撃が効かないようだ。アシッドエイプにとっては最悪の相手と言えるだろう。

　エキドナに雑魚の処理を任せて、私はボスの側そばへと近付いた。

「カトウな、ニンゲンゴトキがッ！　チョウシに、ノルナァッ！」

　ボスは悔くやしそうに唾つばを飛ばしながら私に向かって叫さけんだ。激げつ昂こうするボスに、私は肩かたを竦すくめながら告げる。

「貴方は群れの首領として判断を誤ったのよ。……本当に残念だわ」

「ウルサイわ、ニンゲンめェッ！　ソノナマイキなクチを、キケナク、シテヤル！」

　ボスはその巨大な体たい躯くからは想像できないほどの素す早ばやさで一気にこちらへ詰つめ寄って、振ふりかぶった大きな鋭するどい爪つめを私の頭上に振り下ろした。

　けれど私の結界が爪の攻撃を通すことはない。渾こん身しんの一撃を弾はじかれたことに驚いたのか、ボスが大きく目を見開いた。その後何度も何度も爪での攻撃を試みるけれど、結界に傷ひとつ入れられない。

　ボスは憤ふん怒ぬの表情を浮うかべつつ地団太を踏ふんで悔しがる。

「ナニッ……！　ナゼだっ！　ナゼ、ツウジナイ！」

「結界があるからよ、お猿さん」

「クソッ、ソレナラバッ！」

　爪の攻撃が通じないと分かって、突とつ然ぜん口から大量の唾液を吐き出した。強酸の唾液だ。私の周りの草木が煙けむりを上げながらジュウジュウと溶とけていく。

「ナ……ナゼだ。ナゼトケナイのだ……」

　平然と立っている私を見て、ボスは愕がく然ぜんとした様子を見せた。普ふ通つうの結界ならば耐たえきれなかっただろう。けれど私の張った結界には傷ひとつ入っていない。

「私の結界は特別製なのよ。……でもそろそろ終わりにしましょう」

　私の言葉を聞いたボスが、私を射殺さんばかりに睨にらみながら、低く唸るような声で呪じゆ詛そを呟つぶやく。

「コムスメが……。コロシテヤル。コロシテヤルぞ……」

　私は再びグリモワールを行使する。

「雷らい神じんトールよ。契けい約やくのもとに彼かの者に裁きの鉄てつ槌ついを下せ」
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　詠えい唱しようとともに私の前に雷神トールの幻げん影えいが現れ、即座に巨きよ大だいなハンマー、ミョルニルがボスの心の臓を打ち抜ぬいた。その瞬間、辺りにドゴンと大きな音が響ひびく。

「カッ……ハッ！　カトウな、……ニンゲン、に、マケ……」

　ミョルニルの衝しよう撃げきは凄すさまじかったようだ。ボスは吐血したあと、両手で胸をギュッと押さえたままドサリと前のめりに倒たおれた。そしてボスが倒れると同時に、雷神トールとミョルニルの幻影がすぅっと消えた。

「貴方は選せん択たくを誤ったのよ……」

　空くう虚きよな気持ちが胸に広がる。私はこと切れたボスの亡なき骸がらをぼんやりと見下ろした。後ろを振り向くと、すでにエキドナによって後方部隊の全すべての雑魚ざこが殲せん滅めつされていた。

「エキドナ、ありがとう。助かったわ」

「お安いご用よ。また呼んでね～」

　エキドナは私にキスを投げるような仕草をして、ふわりと現れた青い光の中へ消えていった。

　私は樹木の壁を作ってくれたドリアードにも声をかける。

「ドリアード、ありがとう。貴女あなたのお陰かげで戦いが楽になったわ」

　私の言葉に応じてドリアードが地面から現れた。

「お褒ほめいただき光栄です。それではご機き嫌げんよう、メートレス」

　ドリアードは私に向かって綺き麗れいなカーテシーをしたあと、エキドナと同じように青い光の中へと消えていった。

　と同時に、壁かべを形成していた樹木が元の状態に戻もどっていく。たくさんの樹木が一斉に蠢うごめくさまはなかなか壮そう観かんだ。

　今さらだけれど幻げん獣じゆうは本当に頼たよりになる。お陰で思ったよりも早く片付いた。




「先に進んでいった部隊も多いけど……彼は大だい丈じよう夫ぶかしら」

　エルネストさんの現状が気になる。私は自分に不可視魔ま法ほうをかけたあと、グリモワールの黒衣を解いてエルネストさんの拠きよ点てんへと急いだ。もうそろそろ陽ひが落ちそうだ。明るいうちに辿たどり着きたい。

　ボスと周囲の雑魚を倒したとはいえ、拠点のほうへ向かった群れは相当な数だ。私は拠点に近付くにつれ、森の風景の異常に気付いた。遥はるか先の地面や草木がなぜか白く染まっている。

「あれは何？」




　嫌いやな予感がしてさらに走る速度を上げてみたら、突然滑すべりそうになってしまったけれど何とか踏みとどまった。遠くから見えていた白銀地帯に足を踏み入れたのだ。ここはまるで永久凍とう土ど地域のように上下左右のありとあらゆる全てが凍こおりついている。

　それだけではない。その凍りついた地面の上にはアシッドエイプの形をした氷像の残ざん骸がいが落ちている。中には無む惨ざんに砕くだけているものもある。これがただの氷像じゃないことは私にも分かる。

「これは全部彼が……？」

　一体エルネストさんは何をしたんだろう。氷魔法だろうとは思うけれど。拠点まではまだ距きよ離りがあるだろうに、この白銀地帯の長さは驚おどろくべきものだ。これが魔法によるものなら、凄まじい射程距離と範はん囲いだ。

　これほど強力な氷魔法を使うなんて……。エルネストさんは私が予想していたよりも遥かに強い魔力の持ち主だったらしい。

　白銀地帯をさらに進んでようやくエルネストさんの拠点らしき場所へと辿り着いた。テントの周辺は凍っていなかったけれど、辺り一面が大量のアシッドエイプの躯むくろで埋うめ尽つくされていた。これをエルネストさん一人でやったというのか。

（いた……）

　拠点の片かた隅すみでエルネストさんが木に凭もたれて座り込んでいるのが見えた。意識を失っているのかと思ったけれど、ただ静かに目を閉じているだけのようだ。

　エルネストさんの姿を見たところ、随ずい分ぶんと魔物の返り血を浴びているようだ。周囲の惨さん憺たんたる有様から、この拠点で激しい戦いが繰くり広げられたことが窺うかがい知れた。




　私は不可視魔法を解いたあと、エルネストさんに近付いて声をかける。

「エルネストさん、大丈夫ですか？」

　私が声をかけるとエルネストさんはゆっくりと瞼まぶたを開けた。そしてこちらへ顔を向けて私を見た。エルネストさんの表情には疲ひ労ろうの色が濃こく惨にじんでいる。

「君はなぜここに……」

「魔物の大群がここへ向かっていたので様子を見にきました」

「馬ば鹿かなことを……」

　エルネストさんは私に向けていた視線を前方へ戻して呟いた。私はエルネストさんの側に座り込んで尋たずねてみる。

「あの凍りついた場所と大量の魔物の死体は、貴方あなたがやったんですか？」

「ああ……」

　エルネストさんは私の質問に面めん倒どう臭くさそうに答えた。魔力を使い果たしてしまったのだろうか。顔色が悪い。

　それによく見ると右みぎ膝ひざを負傷しているようだ。怪け我がの状態から察するに、アシッドエイプの酸にやられたのだろう。火傷やけどのように爛ただれた傷は見るからに痛そうだ。

「その怪我を見せてください」

　私の言葉を聞いてエルネストさんは驚いたように目を丸くした。そんなにおかしなことを言っただろうか。

「駄だ目めだ。もう暗くなってきた。早く帰れ」

　まるで邪じや魔まだと言わんばかりに拒きよ絶ぜつされてしまった。けれど残念ながら私には怪我人を放置する趣しゆ味みはない。エルネストさんの拒絶を断固として拒きよ否ひさせてもらう。

「私は大丈夫ですから。怪我、見せてもらいますね」

　私の言葉に複雑な表情を浮かべるエルネストさんを尻しり目めに、強ごう引いんに右膝の状態を見た。アシッドエイプの酸を受けたにしては傷の症しよう状じようが軽い。防ぼう御ぎよ強化をかけて軽減したのだろうか。とはいえ酷ひどい火傷に変わりはない。酸が骨に達していないといいのだけれど。

　エルネストさんの顔を見ると、かなり痛そうに顔を歪ゆがめている。どうやら瘦やせ我が慢まんをしているらしい。

「グリモワール」

　私は左の掌てのひらの上に黒の書を取り出して、治ち癒ゆを施ほどこそうとした。ところが黒の書を目にした途と端たん、エルネストさんがカッと目を見開いた。

　そして患かん部ぶを治癒しようとした私の右の手首をぐっと掴つかんで引き寄せた。本当にこの人はいちいち距離が近い。

（ちょっと！　顔が近いっ。綺麗な顔で睨まれると怖こわいんだからっ）

　私の目を見つめるエルネストさんの瞳ひとみには困こん惑わくの色が見える。

「やめろ。……やはりお前は魔女だったのか」

　私の目をじっと見ながら紡つむがれるエルネストさんの魔女という言葉に疑問が湧わく。なぜ急にそんなことを言いだしたのだろう。

「いえ、違ちがいます」

「だが、その魔導書は魔女の証あかしじゃないのか。しかも黒とは……！」

　きっぱりと否定したのに、ようやく尻しつ尾ぽを掴んだとばかりに詰つめ寄られる。

（グリモワールが魔女の証？　黒だから何？　この人は一体何を言っているの？）

　私の手首を掴むエルネストさんの力がさらに強まる。手首が痛い。ちょっとは手加減してほしい。

「待ってください。エルネストさん、貴方が何を言っているのか分かりません！」

「お前は十年前に俺を殺そうとした黒き魔女ではないのか!?」

　エルネストさんが私を睨にらみながら迫せまってくる。本気でわけが分からない。やはりエルネストさんにちゃんと事情を聞かなくては。けれど今は取りあえず傷の治癒をさせてほしい。

「エルネストさん、落ち着いて。今は治癒をさせて。そのあとで貴方の質問に答えますから」

　私がそう言うと、エルネストさんは私の手首から手を離はなして遠ざけた。そして顔を逸そらしたあとに吐はき捨てるように言った。

「チッ。何もしなくていい。お前の施しは受けない」

「いいえ、貴方が断るのを断るわ。私の好きにさせてもらうから」

　私は自由になった右手で強引に治癒を施す。患部が白い光に包まれて、あっという間に治癒が終わった。

　止める間もなく治癒が終わってしまったことで、エルネストさんは気まずそうに顔を逸らす。

「余計なことを……！　礼は言わんぞ」

「お気になさらず」

　別に礼なんて欲しくない。そんなことよりも手首が痛い。手首をよく見るとエルネストさんに掴まれた痕あとが赤くなって残っている。それを見て、夜会の折、王太子の側近である騎き士しのトリスタンに掴まれたことを思い出してイラッとしてしまった。




　辺りが暗くなってきたので、一度立ち上がって拠点に魔法の灯あかりを灯ともし、周囲に結界を張り直した。そして再びエルネストさんの側そばに座って話しかける。

「ねえ、エルネストさん。なぜそんなに魔女を憎にくむのか教えてもらえないかしら」

　私は真っ直すぐにエルネストさんの目を見て尋ねた。顔を逸らしていたエルネストさんがバッと顔をこちらへ向けて私を睨む。

「……白々しいぞ。俺を殺そうとしておきながら」

「貴方は一体何を言っているの？」

　身に覚えのないことをいくら突つきつけられても答えようがない。それなのに、エルネストさんの瞳からは、はっきりとした憎ぞう悪おの感情が見て取れる。

　朝に向けられたような曖あい昧まいなものではない。私は理り不ふ尽じんな恨うらみを向けられていることが、段々悲しくなってきた。

「十年前だ。忘れたとは言わせんぞ」

「ちょっと待って。六歳の私が貴方を殺そうとしたとでも言うの？」

　私の言葉を聞いたエルネストさんが驚いたように目を丸くする。

「……なんだって？」

「私は十六歳なの。十年前は六歳よ。誰だれと間違っているのか知らないけれど、私が十年前もこの姿だと？」

　エルネストさんは大きく目を見開いて顔の下半分を片手で覆おおい、信じられないといったような表情を浮うかべる。

「……魔女は年を取るのが遅おそくて、今も姿が変わらないのかと思っていた」

　どこのお伽とぎ噺ばなしの魔女の話をしているのだろう。幻げん獣じゆうや人外の種族ならばあり得ないことではないけれど、私は一応人間だ。

「……貴方が言う魔女というのがグリモワールの使い手のことだったら、当たり前に年を取るし外見も年相応に変わるわ」

　魔力量は人並み外れているものの、私は普ふ通つうに年を取るし、寿じゆ命みようが特別長いということはない。はずだ、多分。

　私の言葉を聞いたエルネストさんが、片手で口を覆ったまま何かを考え込むように俯うつむいて、再び顔を上げて私を見る。

「そうか……。だが俺を殺そうとした魔女の顔は君にそっくりだった」

「え？」

　そんな馬鹿な。十年前、私は六歳だった。当時は幼い子どもだし、エルネストさんを殺そうとするわけがない。

　けれど今のエルネストさんの言葉で合が点てんがいった。なぜここまで私を仇かたきの魔女だと決めつけるか不思議だったのだ。顔がそっくりという理由ならば勘かん違ちがいするのも頷うなずける。十年もの間、私とそっくりの魔女の顔を記き憶おくに留とどめていたのだろう。

（そういうことだったのね……。でも……）

　エルネストさんの言う私の顔にそっくりのグリモワール使いに全く心当たりがないわけではない。けれどそれはあり得ない。

　彼女は人を殺そうとするような人ではなかった。周囲の人間に深い慈じ愛あいをもって接し、誰に対しても優やさしく愛情深い──そんな女性だった。人を疑うことを知らない純じゆん粋すいな人だった。

　だからこそ……無む惨ざんにも殺されてしまったのだ。
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「私にそっくりって……その人の特とく徴ちようを教えて」

　あり得ない事実を突きつけられて、指先が冷たくなっていくのを感じながらエルネストさんに尋たずねた。

「俺は当時まだ十三歳だった。だから覚えているのは部分的だ。魔女の年ねん齢れいははっきりとは分からないが、とても美しい顔立ちの妙みよう齢れいの女性だったことを覚えている」

　取りあえず私じゃないことだけは確かだ。十年前の私は幼い子どもだった。

「顔は君にそっくりだが、死にかけている俺を眺ながめながら、まるで嘲あざけるように妖よう艶えんな笑えみを浮かべていた。そしてその魔女は漆しつ黒こくのドレスを纏まとっていた」

「漆黒の……」

　グリモワールを纏った状態の衣ころもは本の色で違う。白の書を持つミレーヌならば白いドレス、赤の書を持つ者は赤のドレス、といった感じだ。漆黒であれば確かに黒のグリモワールの使い手である可能性がある。

　漆黒のドレスを着ていたという私とそっくりな女性……。黒の書持ちはお母さまと私だけだ。そして十年前ならば、お母さまはまだ生きている。

　けれど、エルネストさんに聞いた魔女のイメージが清せい廉れんだったお母さまとはかけ離れすぎている。やはりその魔女がお母さまだとは到とう底てい思えない。

（そんなはずはない……。絶対に）

　エルネストさんが嘘うそを言っているとは思わないけれど、何か記き憶おく違いがあるのではないだろうか。そうに違いない。

　それにしても、これほどまでの憎悪を向けてくるなんて、本当に命を狙ねらわれただけなんだろうか。

「貴方あなたはその魔ま女じよに何をされたの？」

　そのときの恐きよう怖ふを思い出してしまったのだろうか。私の問いかけに、エルネストさんは眉まゆ根ねを寄せて苦しそうな顔で答える。

「殺されかけた。悪いがそれ以上のことは言えない」

　何か深い事情があるのだろう。それっきりエルネストさんは口を噤つぐんでしまった。

　それにしても、グリモワールの強力な力を持ちながら、たった十三歳の少年を殺そうとするなんて……。グリモワールを持つ女に殺されかけたエルネストさんは、全すべてのグリモワール持ちに憎悪の感情を抱いだいてしまったのだろうか。

「貴方はグリモワールを持つ者全てを憎んでいるの？」

「……分からない。君以外にグリモワール持ちはその女しか知らないが、俺にはその女が邪じや悪あくな魔女にしか見えなかった。その女のことは憎いが、他ほかの者は……分からない」

「そう……」

　エルネストさんを殺そうとしたのがお母さまではないと信じている。けれど確証がない。それにエルネストさんがグリモワール持ちを憎むのも無理はない。お母さまのことを明かして「魔女ではない」と主張したところで信じてもらえないだろう。

「兎とに角、私は黒の書を使って人を殺そうとしたことはないし、他人を傷つけたこともないわ。信じられないかもしれないけれど……」

　私がそう言うと、エルネストさんは気まずそうに目を逸そらして人差し指で頬ほおを掻かきながら答える。

「……いや、信じるよ。君に邪悪さは感じられない。顔はそっくりだが、あの女とは纏う雰ふん囲い気きが全く違う。だからこそ俺は初めて君に会ったときに悪あしき魔女だと断定できなかった」

「そうだったの……」

「傷つけたなら、その……すまなかった」

　エルネストさんが気まずそうに、そして申し訳なさそうに謝罪した。悪いとは思ってくれているようだ。確かにとんでもない濡ぬれ衣ぎぬではあるけれど、同族の誰かがエルネストさんを手に掛かけたのかもしれないと思うと、申し訳ないという気持ちが芽生えてくる。

「もういいわ」

　そう答えたとき、エルネストさんの視線が一か所に向けられているのに気付いた。何を見ているのだろうと思って首を傾かしげると、エルネストさんが申し訳なさそうに口を開く。

「それ……痛かっただろう」

「え？」

　エルネストさんが私の右手首を指差す。右手首にはエルネストさんに強く掴つかまれた手の痕あとが赤くなって残っている。

「女性なのに力任せに掴んで……すまなかった」

「いえ、いいの。事情を聞いたら仕方ないなって思うから」

　私の言葉を聞いたエルネストさんが、驚おどろいたように目を丸くして私の顔をじっと見てくる。何か変なことでも言ってしまったのだろうか。

　気が付くと辺りはもう真っ暗になってしまっていた。きっとハルたちが心配しているだろう。そろそろ戻もどらないと。

「そろそろ家へ帰るわ」

「送るよ」

　突とつ然ぜん向けられた心こころ遣づかいの言葉に驚いてしまった。そしてエルネストさんが初めて見せる柔やわらかな眼まな差ざしに、ほんの少しだけ心臓が跳はねる。

「いえ、不可視魔法をかけて帰るので大だい丈じよう夫ぶ」

「そうか……」

　私の返事を聞いてエルネストさんが一いつ瞬しゆん肩かたを落としたように見えた。

「おやすみなさい」

「おやすみ」

　最後のエルネストさんの穏おだやかな声がいつまでも耳に残る。初対面のときとは真逆の、優しい声と言葉に混乱してしまう。

　私はなんだか嬉うれしいような気き恥はずかしいような気持ちを抱きながら、エルネストさんの拠きよ点てんをあとにした。
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　私は家に到とう着ちやくした直後に家を防護していた結界の強度を引き下げた。今のままでは皆みなが出入りするのに支障が出るからだ。

「ただいま」

「クロエさま、お帰りなさい。無事でよかったぁ……」

　私が家の中に入ると調理場にいたハルが心配そうに駆かけ寄ってきた。

「お帰り。クロエ、怪け我がはないか？」

　アンまでも不安げな表情を私に向けてきた。どうやらハルとアンには随ずい分ぶんと心配させてしまったらしい。

　私はハルとアンにエルネストさんから聞いた事実をありのままに伝えた。

「お主の母君がのう……」

　アンが一点を見つめながら考え込む。エルネストさんの話の内容だけを聞けば、アンとハルもお母さまのことを黒き魔女だと思うかもしれない。だって二人は生きていたころのお母さまを知らないのだから。

「いえ、それは何かの間ま違ちがいだと思うの。母は絶対にそんなことをする人じゃないわ」

「でも状じよう況きようだけで推測すると、あの男がクロエさまの母上を魔女だと思っても仕方がないですねぇ」

　ハルが肩を竦すくめて話す。その点は同感だ。けれどそれはきっと何かの間違いなのだ。誰だれが信じなくても私はお母さまを信じている。証明できないのが心底悔くやしい。

「ええ、そうじゃないと断言できる証しよう拠こもないし……でも絶対に違うわ」

「そんなに信じられるなんて、愛ですねぇ」

「いい母君だったんじゃのう」

「ええ……」

　私の言うことに疑うことなく頷うなずいてくれるハルとアンの気持ちが嬉しい。お母さまの味方が私だけだと思うと悲しかったから。

　黒の書から得た知識をもとに私が作ろうとしているのは『追おい刻ときの糸いと車ぐるま』という。使用すると過去を見ることができる禁断の魔道具だ。

　なんとしてもそれを手に入れてお母さまを殺した首謀者を突き止めようと考えていた。そのために全てを捨ててこの森に引き籠ったのだけれど。

　もしかして、黒き魔女のことも『追刻の糸車』を使えば真相が分かるのではないだろうか。エルネストさんを殺そうとしたのが一体誰なのか。

　別に真相を暴あばくことは怖こわくない。犯人が誰であろうと、それがお母さまではないのは確かだから。
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　翌日、庭に出たアンが室内に戻ってくるなり衝しよう撃げき的な事実を告げた。

「さっき外に出たら、この敷しき地ちの入口に山盛りのビッグホーンディアが置いてあったぞ」

「えっ!?」

　ビッグホーンディアは大きな角を持った鹿しかに似た魔ま物ものだ。体は鹿よりもかなり大きい。アシッドエイプのように群れをなして行動するけれど、あれほど大規模な群れではない。仲間の報復をすることもない。

　それにしても魔物の死体が山盛りなんて……、

「それ、なんの嫌いやがらせ……」

「おお！　あれ、美味おいしいんですよねぇ。狼おおかみは食べ飽あきてたし、丁度よかったじゃないですかぁ」

「えっ、そうなの？」

　嫌がらせじゃなかったのか。では誰が、一体何のために……？

「いやいや、ビッグホーンディア山盛りなんて宝の山ですよぉ。角も皮も高値で売れますしねぇ。……あれじゃないですかぁ？　『笠かさ地じ蔵ぞう』のお地蔵さんが持ってきてくれたんですよぉ」

「カサジゾー？　オジゾーサン？」

　初めて聞く言葉に思わず首を傾げてしまった。ハルは私が知らないようなことをよく知っている。

「亜あの国の有名な昔話ですよぉ」

「へぇ、そんなのがあるのね」

「よっし！　それじゃあ、今夜は腕うでを振ふるって鹿肉料理でも作りますかねぇ」

　ハルが楽しそうに指をポキポキ鳴らしながら外へ出ていく。恐おそらくビッグホーンディアを解体するのだろう。それを見送ったアンがニヤニヤと笑って話しかけてきた。

「エルネストじゃないのか？　お主に助けてもらった礼だと思うぞ。儂わしは今度からあの男のことをエル地蔵と呼ぶことにしよう」

「プッ。確かにエルネストさん……しかいないわよね、そんなことするご近所さんは」

　ハルの「エル地蔵」という言葉に思わず吹ふき出してしまった。エルネストさんが宝の山を持ってきてくれたのだとしたら、その気持ちが嬉しい。まだ憎にくまれたままだと思っていたから。

　治ち癒ゆのお礼だろうか。でも実はエルネストさんじゃなくて、アシッドエイプの嫌がらせとかだったら凄すごく嫌だ。

　エルネストさんはちゃんと食事をとれているのだろうか。毎日肉しか食べていないのではないだろうか。

（そんなの私なんかに心配してほしくないわよね……）

　ふと思いついて調理場でポテトサラダとトマトとチーズのサンドイッチ作りに取りかかった。そうだ、卵サンドも作ろう。私が調理を始めると、アンがダイニングへやってきてテーブルの席についた。そして私を見てきょとんとしている。

「お主も料理をするんじゃな。ん、これは六人分くらいあるのではないか？　なんだか多いような気がするのじゃが」

　私が作った大量のサンドイッチを見て、アンがこてんと首を傾かしげた。

「……ちょっとピクニックに行くからお弁当にね」

「この危険な魔物の徘はい徊かいする黄泉よみの森の奥でピクニックか。まあそんな気分の日もあるかもしれんわのう。気を付けていくんじゃぞ」

　アンがニヤニヤしながら支し度たくする私の様子を見ている。たまには魔物の徘徊する黄泉の森でピクニックもいいじゃない？

　私はサンドイッチを半分だけ持って、アンに見送られながら南の森へとピクニックに出かけることにした。




　魔物が寄ってこないように不可視魔法をかけて森に入る。南へずっと歩いていくと、エルネストさんの拠点が見えてきた。

　拠点の場所は元々樹木が生えていない草地だったようだ。十メートル四方ほどの草地の端はしに、五、六人用の軍用テントが設置してある。草は短く刈かられ、中央付近に焚たき火びの跡あとと腰こしかけるためと思われる丸太が置いてある。

「お邪じや魔ましまーす……」

　テントを見てみると何か所か魔物の皮らしきものでつぎはぎがしてある。特とく殊しゆな樹液を使って貼はり付けているようだ。もしかして戦ったときにアシッドエイプの唾だ液えきで溶とけてしまったのだろうか。

　テントの表面を触さわりながら、意外と器用なのね、などと思わず感心していると……。

「おい」

「ひゃっ！」

　背後から突とつ然ぜん声がかけられた。誰もいないと思っていたので驚おどろいてしまった。心臓がドキドキしている。不可視魔法をかけていたのに、なぜばれてしまったのだろう。

　魔法を解いて後ろを振り向くと、エルネストさんが無表情のまま私を見下ろしていた。初めて会ったときのような冷たい眼まな差ざしを向けられているわけではないけれど、歓かん迎げいしているという雰ふん囲い気きではない。

「何しに来た」

「あ、あの、どうして私がいるのが分かったの？」

「俺に不可視魔法は通じない」

　そうだったのか。隠かくれていたのを見つけられるのは、何とも言えない居た堪たまれなさと恥はずかしさがある。こんなことなら不可視魔法を解いて堂々と訪問すればよかった。

「何か用か？」

　重ねて問いかけられた言葉に答えようと口を開く。

「……貴方あなたがオジゾーサン？」

「……は？」

　エルネストさんが唖あ然ぜんとした様子で聞き返してきた。言った瞬しゆん間かんに失敗したと思った。

（ああ、つい変な尋たずね方をしてしまった……）

　気を取り直してもう一度尋ねてみる。

「……変なこと言ってごめんなさい。エルネストさんが我が家にビッグホーンディアを持ってきてくれたの？」

「……ああ、あれはその、君を傷つけてしまったし、治癒の礼もまだだったから」

　エルネストさんは気まずそうに目を逸そらして答えた。どうやら気にしてくれていたらしい。手首は確かに痛かったけれど。

「贈おくり物をありがとう。でもお礼は要いらないって言ったのに」

「礼をしないと言ったのは、君を邪悪な魔女だと思っていたからだ。……すまなかった」

「いいえ、もう謝ってもらったし……」

　それにしてもこの距きよ離り……。前にも感じたことがあるのだけれど、エルネストさんのパーソナルスペースはいつもこんなに狭せまいのだろうか。向かい合っているお互たがいの距離が三十センチくらいしか空いていない。

「エルネストさん、お昼、食べない？」

「え？」

「ピクニックに来たんだけど……お弁当多めに作りすぎたから少しお裾すそ分わけに寄ったの」

「この森でピクニック……いや、しかし……」

「肉ばっかりじゃ駄だ目めよ。野菜も食べないと」

「君は何と言うか、お人ひと好よしだな。……それじゃ、お言葉に甘えてご馳ち走そうになるとするか」

「え、ええ」

　促うながされるように、エルネストさんと一いつ緒しよに焚たき火び跡あとの側そばに置かれた丸太の上に腰を下ろした。

　座ってからふと気付いた。一緒に食べるつもりで来たけれど、よく考えたらエルネストさんは私の顔を見ながらだと食事が不味まずくなってしまうのではないだろうか。

「これ、置いていくから食べて」

　そう言ってバスケットを渡わたして立ち上がろうとした。

「君は食べないのか？」

　エルネストさんが目を丸くして不思議そうに尋ねてきた。

「私が一緒だとランチが美味おいしくないんじゃないかと思って……」

「そんなことはないよ」

　エルネストさんが穏おだやかに微笑ほほえんだ。初めて見たエルネストさんの笑え顔がおに、少しだけ胃の上の辺りがキュッとした気がした。

「でも……」

「魔女のことを気にしてるならその必要はない。今さら何だと思うかもしれないが……君は君だ。ようやくそれが分かった」

　思いがけない言葉に胸が高鳴る。私が傷ついたと思って気き遣づかってくれているのだろうか。

「エルネストさん……」

「俺のことは呼び捨てで構わない」

「じゃあ、エルネストさ……ランチをご一緒させていただきます」

　私がそう言うと、エルネストはくしゃりと笑った。その笑顔を見て、「笑うと少し幼く見えるな」などとぼんやり考える。

「あー……。じゃあクロエ、喜んでいただくよ」

「ええ」

　持参したバスケットの蓋ふたを開けてランチの準備を始めることにした。少し肩かたの力が抜ぬけた様子のエルネストを見て、折せつ角かくだからこの機会にいろいろ尋ねてみようと考えた。

「こっちにあるのが卵サンドで、真ん中がトマトとチーズ。そっちにあるのがポテトサラダよ」

　サンドイッチの中身を説明しているとき、エルネストはサンドイッチをずっと食い入るように見ていた。もしかして結構お腹なかが空すいていたのかもしれない。

　よほど美味しかったのか、あっという間にバスケットのサンドイッチが綺き麗れいさっぱりなくなってしまった。

「とても美味しかったよ。ご馳走さま」

「簡単なものだけど、喜んでもらえてよかった。苦手なものはなかった？」

「ああ、どれも美味うまかった。君は料理が得意なんだな」

　初めて他人に料理の腕うでを褒ほめられた。なんだか嬉うれしい。けれど恥ずかしいので顔には出さないように誤魔化しながら答える。

「ありがとう」

　私がお礼を言ったあと、エルネストが若じやつ干かん躊ちゆう躇ちよしたように尋ねてきた。

「言いたくなかったら言わなくてもいいんだが……」

「なに？」

「君はどうしてこんなに危険な森の奥に住んでいるんだ？　立ち居い振ふる舞まいから推察するに、君は貴族の令れい嬢じようなのだろう？」

　質問の答えについては特に秘密にしているわけではなかったので、これまでに自分の身に起こった事実のありのままをエルネストに打ち明けることにした。そうすることで少しでも信用してもらえたらと考えたのだ。

「君を魔ま女じよだと疑ってかかっていた俺が言うのもなんだが……。大の男が女性を寄ってたかって傷つけるなんて……」

　ばつが悪そうにしながらも自分のことのように腹を立ててくれるエルネストの言葉が嬉しい。

「それに君が地味で凡ぼん庸ようなど、とてもそうは見えないんだが。そいつらは目が悪いんじゃないのか？」

　エルネストは不思議そうに首を傾かしげた。

「え……」

　ああ、そうか。今は地味に見えるお化け粧しようはしてないんだった。今の姿がかつての凡庸な少女の姿ではないことを思い出す。エルネストはそのまま言葉を続ける。

「華はなやかだが派手ではなくて上品で、その、俺がこれまで見てきた中で、クロエが一番美しいと思う。魔女は憎にくいが、君を知れば知るほど似ているとは思わなくなった。雰囲気が柔やわらかくて気遣いが細かくて……その、ン、ンンッ……可愛かわいいと思うが」

　エルネストがほんの少し頬ほおを赤らめながら咳せきばらいを交えて告げた。最後のほうは声が小さくてよく聞こえなかったけれど、魔女と似ていないと言ってくれたのが何よりも嬉しかった。

「ブリュノワ王国は昔からグリモワールの力を利用していたのだけれど、私は王おう侯こう貴族としての誇ほこりを忘れた彼らに利用されたくなかったの。だから学園ではなるべく目立たないようにしてきたわ。見た目もグリモワールの力も隠して」

「そう……だったのか……」

　エルネストは何やら険しい顔で考え込んでしまった。一体どうしたというのだろう。

　そう言えば私もエルネストについて知りたいことがある。

「エルネストはブリュノワの人間じゃないわよね？」

「……なぜそう思うんだ？」

「私は貴方が別の国の貴族じゃないかと思ってる。ブリュノワの貴族なら全員の顔と名前を知っているもの」

「そうか……」

「貴方あなたはどこから来たの？」

「……俺は帝てい国こくの人間だ。ダルトワ帝国……知ってるか？」

「ええ、勿もち論ろん」

　ダルトワ帝国……ブリュノワ王国の北きた隣どなりに位置する国だ。ブリュノワのグリモワールを確保しようとする動きは、高い武力を持つダルトワ帝国を牽けん制せいする目的もあると思われる。

　そしてこの黄泉よみの森はダルトワ帝国とブリュノワ王国の間に位置する、どちらにも属さない空白の森だ。

「俺はそこから来たんだ」

「そう……」

「それで君は……」

「え……？」

　エルネストが何やら言葉を詰まらせた。

「森での今の生活に満足しているのか？　元の生活に戻もどりたいとは思わない？」

　元貴族令嬢だから、という意味だろうか？　それなら答えは決まっている。

「全く。私は母が亡なくなってからこれまでの間では今が一番幸せ。誰だれにも利用されず、煩わずらわしいしがらみもない。だから……」

　──目的を成し遂とげるのに都合がいい。と言おうとして口を噤つぐんだ。

「だから？」

「……いえ。私は今の生活にとても満足しているわ。気の合う仲間もいるし」

「ああ、君の従者たちのことか。彼女たちは何者なんだ？　人間ではないのだろう？」

　ハルのことは言っても構わないが、アンのことは黙だまっておくことにする。アンはあれでも竜りゆうの国カーンの竜王なのだ。取りあえず私の幻げん獣じゆうということにしておけばいいだろう。

「彼女たちは私のグリモワールで召喚した幻獣なのよ。だから信用できるの……人間よりも」

　エルネストは私の言葉に少し衝しよう撃げきを受けたのか、困こん惑わくしたように眉まゆ尻じりを下げた。

「そうか……。なあ、クロエ。近いうちに君の家を訪ねたいのだがいいだろうか？」

「え、ええ、構わないわ。彼女たちにもそう伝えておく」

「ああ、頼たのむ」

　そう言ってエルネストはそれきり、腕を組んだままじっと一点を見つめて、何やら考え込んでしまった。何か私が余計なことでも言って気を悪くしてしまったのだろうか。

　そういえば、ちょっと一緒にお昼を食べるつもりだっただけなのに、随ずい分ぶんと時間が経たってしまった。

「長居してしまってごめんなさい。そろそろお暇いとまするわ」

「ああ、ご馳ち走そうさま。美味おいしいランチをありがとう」

　私は笑顔で応こたえたあと、不可視魔法をかけてエルネストの拠きよ点てんをあとにした。




[image: ]




　この森へ来て八日が過ぎた。一いつ緒しよにサンドイッチを食べた日から三日、あれからエルネストには一度も会っていない。近いうちにこの家を訪ねると言っていたけれど、本当に来るのだろうか。思いのほかエルネストの訪問を楽しみにしていたことに気付いて、我われながら驚おどろいてしまう。

　アンの腕輪の解かい呪じゆはここにきてさらにペースが落ちてきている。難易度がぐんと上がったからだ。最初は一日十個の術式を解除できていたのが、いまでは二、三個にまで減っている。腕輪の術式を組んだ人間も、かなりの労力がかかったのではないだろうか。

　今日は三個の術式を破は壊かいしたところで解呪を終えることにした。これでようやく全体の四割近くを解呪できたことになる。

「力足らずでごめんなさい。もう少し早く解呪できる予定だったのだけれど」

「何を言う。クロエ、お主が精いっぱいやってくれておるのは分かっておる」

「アン……」

「あと少しで四割じゃ。こちらこそすまんのう。精神を擦すり減らしておるお主に儂わしは何もしてやれん……」

　アンがしゅんと肩を落とす。幼女がしょんぼりする姿は見るに忍しのびない。解呪をじっと動かずに待たなければならないアンにとってもかなり疲つかれることだろうに。

　本当に優やさしい子……。そんなアンに手を伸のばし、慈いつくしむように頭を優しく撫なでた。

「いいのよ。どんなに時間がかかっても最後までちゃんとやるからね」

「……ありがたい。クロエ、これからもよろしく頼む」

「任せて」

　……と笑いながら答えてはみたけれど、術式の難易度はどんどん上がってきている。だからといって立ち止まるつもりは毛頭ない。いくら難易度が上がろうとも諦あきらめたりはしない。絶対にアンを元の姿に戻す。




　解呪が終わってひと息ついたそのとき、突とつ然ぜん入口の扉とびらがノックされた。もしかしてエルネストだろうか。

　バッと入口の扉のほうを振ふり向いて、はっと我に返る。なんだかこれでは楽しみにしていたみたいではないか。本当に馬ば鹿かみたい。

　立ち上がって入口の扉に近付き、扉とびら越ごしに声をかけて訪問者を確かく認にんしてみる。

「どちらさまですか？」

「エルネストだ。突然すまない」

　訪問者はエルネストだった。扉を開けると、何やら思いつめたような表情を浮うかべて佇たたずんでいる。

「いらっしゃい、エルネスト」

　なぜだか浮ふ上じようしてくる気持ちを顔に出さないように姿勢を正した。

「クロエ、実は折り入って君に頼みたいことがあって来たんだ」

　エルネストが扉の外側に立ったまま、ゆっくりと口を開いた。

「頼みたいこと……？」

「ああ」

　家の入口ではゆっくり話もできない。私はエルネストを部屋の奥へと招き入れた。体格の大きなエルネストが家の中へ入ると、いつもの居間が一気に狭せまく感じる。エルネストの身長は百六十五センチの私よりも頭一つ分は高い。

　エルネストを招き入れたあと、アンとハルを紹しよう介かいすることにした。竜王であることを隠かくすために、アンには私の幻獣ということにすると予あらかじめ伝えておいた。

「この子がアンジェリクよ」

　私はアンの背中に手を添そえて紹介した。

「俺の名前はエルネストだ。よろしく、アンジェリク殿どの。それと、この間は失礼をしてすまなかった」

　エルネストが少し身を屈かがめるように差し出した右手を、アンが取って握あく手しゆをした。

　身長の高いエルネストと、六、七歳相当の体つきのアンが並ぶと驚くほどの身長差だ。

「なあに、気にするな。儂は細かいことをいつまでも気にせん質たちじゃ。よろしくな、エル蔵」

　アンが握手をした手でエルネストの腕うでをポンポンと叩たたいた。

　アンの鷹おう揚ような様子はどう見ても従者の態度ではないけれど、幻獣の性格も様々だし別におかしくはない……ということにしておこう。

「エル、ゾウ……？」

　一方エルネストはアンに「エル蔵」と呼ばれて戸と惑まどっているようだ。いつの間にかエル地蔵がエル蔵になっている。

「それから、この子がハルよ」

　ハルの肩かたに手を添えて紹介した。

「ハルでぇす。よろしくお願いしまぁっす」

　笑いながら名乗るハルがいつにもまして軽い。

　なんとなくハルの横おう柄へいな態度を見た感じ、どうやら顔では笑っているけれどまだ苛いらついているのではないだろうかと思う。まあ第一印象が悪かったから仕方がないのかもしれない。

「ハル殿、よろしく。君にも失礼をした」

「まったくですよぉ。ブチギレそうでしたからね、あのときはぁ」

「あ、ああ、悪かった……」

　ハルの様子を見て少し安心した。怒いかりは一応収まっていたようだ。

　それにしても頼みたいこととは一体何だろう。エルネストには居間のソファーに座ってもらい、私たちは向かい側に座った。

「それで、ご用件は？」

　私の問いに、エルネストは一呼吸おいてから話を始める。

「……クロエ、俺と一緒にダルトワ帝てい国こくへ来てもらえないだろうか」

「帝国、ですか……」

「ああ」

　エルネストがゆっくりと大きく頷うなずいた。予想もしなかった話を聞いて、不安な気持ちが湧わいてくる。

「君は今の生活が幸せだと言った。俺はそれを聞いてこのまま帝国へ戻もどろうかと思っていた。だから無理はしなくていいんだ。君が嫌いやなら聞かなかったことにしてくれて構わない」

　エルネストの言葉に嘘うそはないと思う。私が嫌だと言えばこのまま引き下がってくれるだろう。けれど一応最後まで話の詳しよう細さいを聞いておきたい。

「……まずは詳くわしい話を聞かせてもらえる？」

「ああ。俺の正式な名はエルネスト・イベール。ダルトワ帝国騎き士し団の副団長を務めている。今回はマルスラン皇太子殿でん下かより、グリモワールの使い手を我が国へ招待するようにとの勅ちよく命めいを受けてきたんだ」

　エルネストは帝国の騎士だったのか。しかも副団長とは。確かにあれだけの実力があるのだから国の重要な役割を担になっているのではないかと予想していたけれど。

　それにグリモワールの使い手を……ということは、私がそうだと会う前から分かっていたということ？

「招待……ですか」

「クロエ、頼たのむからこれまでと同じように話してくれ」

「……分かったわ」

「……招待の理由を聞いたわけではないが、俺は殿下がグリモワールの力を持つ君の協力を求める可能性が高いと思っている」

「そう……」

　私は禁きん忌きの魔ま道どう具ぐを作るためにブリュノワを離はなれる必要があった。けれどここへきて別の国に利用されるかもしれないとなると、帝国への招待に応じるのは正直気が進まない。

「勿もち論ろん選せん択たくは君の自由だ。今ここで断ってもいいし、我が国へ来て皇太子殿下にお会いしてから決めてもいい。君に強制することは決してしないし、させない」

　エルネストが静かにそう話す。強い意志を感じさせる瞳ひとみでこちらをじっと見て話すエルネストの言葉に偽いつわりはなさそうだ。もしかしてエルネスト自身が私を招待することに気が進まなかった……？

「それならなぜ最初に会ったとき、そう言わなかったの？」

「ここへ来る前は、君が俺を殺そうとした黒き魔女かもしれないと思っていた……。もしそうなら邪じや悪あくな者を帝国へ招き入れるのは反対だった」

「なるほど……」

　やはりエルネストは私を帝国へ連れていくことに気が進まなかったのか。いくら皇太子殿下の命令でも自分を殺そうとした魔女と行動を共にすることなどできないだろう。

「殿下にそう進言したら、迎むかえに行ってお前の目で確かめてこいと言い渡わたされた」

「そうだったの……」

「ああ」

　エルネストは頷いて話を続ける。

「そしてこの森へ来てここを訪おとずれた。最初は顔がそっくりだから俺を殺そうとした女かもしれないと思ったが、君と話すうちに違ちがうと分かった」

　それで最初に会ったときに悪あしき魔女かどうか見み極きわめると言ったのか。

「それで私を誘さそおうと？」

「ああ。だが君の望まないことはしたくない。君が嫌なら断っていい」

　魔女の疑いが晴れないから気が進まないのではなくて、今は本当に私の望まないことをしたくないだけ……？　けれどもし断ればエルネストの立場はどうなるのだろう。

「もし私が断ったら、皇太子殿下になんて説明するの？」

「……同意を得られなかったと言うだけだ」

「本当にそれで済むの？　命令違い反はんにはならないの？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。それは君が気にすることじゃない」

　私が断ってエルネストの立場的には大丈夫なのだろうか。特定の国におもねるつもりは全くないけれど、大した理由もなく敵を増やすのは得策じゃない。試ためしに皇太子殿下に会って協力を要よう請せいされたら、きちんと話を聞いてその上で判断すればいい。仮に力ずくで強要されるようであれば、力ずくで撥はね退のければいいのだから。

「ねえ、エルネスト。とりあえず招待には応じることにするわ」

「クロエ、いいのか……？　俺に気を遣つかっているなら無理はしないでくれ」

　エルネストは私の気持ちを慮おもんぱかってくれている。優やさしい人だ。

「貴方あなたの顔を立てるという意図が全くないわけではないけれど、皇太子殿下直々のご招待とあれば何の理由もなくお断りするのは失礼になるもの。それに本気で嫌ならお会いしてからはっきりと断るわ」

「……そうか。クロエ……すまない。それと、ありがとう」

　エルネストが申し訳なさそうに礼を告げて右手を差し出す。私はエルネストの手を取り固く握あく手しゆを交かわした。握手を交わしたまま、私は先ほどの話で引っかかったことを尋たずねてみる。

「それと、最後にもう一つだけ聞きたいことがあるのだけれど」

「何だ？」

「ブリュノワにいるはずのグリモワール持ちの私が国を離れてこの森にいることを、なぜ帝国にいる皇太子殿下がお分かりになったのかしら？」

　どうしても腑ふに落ちなかった。もし帝国の間かん諜ちようがあの夜会に紛まぎれていて私が追放されたという情報が皇太子殿下の耳に入ったとしても、どこへ姿をくらましたかは誰だれにも分からないはずだ。

　仮にこの森にいると当たりを付けても、広大な黄泉よみの森にあるこの家の位置を正確に割り出すのは不可能だ。空から捜さがせば分かるかもしれないけれど。

　……上空からでも分からないように、今度幻げん影えいの魔法でもかけておいたほうがいいのだろうか。

「それは……。いや、君にこちらの願いを聞いてもらったのだから、こちらのカードも見せるべきか」

「……？」

　エルネストはそう呟つぶやいたあと、小さく頷いて再び話を始める。

「帝国にはグリモワールの使い手の位置を正確に探りさぐ出せる者がいるのだ。竜りゆう族の占せん術じゆつ士しだ」

　エルネストの言葉を聞いたアンがピクリと眉まゆを動かした。

　アンが以前言っていた。私のグリモワールの力を、竜ならば遠くからでも感知できると。しかも色付きでだ。

「そういうことだったの……。色も分かるの？」

「色……？　それは聞いたことがないが」

　色が分かるのはアンだけということなのだろうか。あとでアンに聞いてみよう。

「……そう。その占術士の名前を聞いても？」

「なぜだ？」

　さり気なくアンをちらりと見た。表情は変わらないが、アンはきっと聞きたいはずだ。占術士がアンの国カーンの者なのか。

「無理にとは言わないけれど」

「いや。帝国に竜族の占術士が存在すること自体が極ごく秘ひ事じ項こうだから、存在を明かした今となっては名前を隠かくす意味もない。彼の名前はエヴラールだ」

「エヴラール……」

　占術士の名前を聞いてもアンの表情は変わらない。物事に動じないのは流石さすが女王の貫かん録ろくといったところか。

「そろそろ失礼するよ。クロエ、招待を受けてくれてありがとう。出発は明日……でもいいか？」

「随ずい分ぶんと急ね。でも、ええ、構わないわ。ドレスなんて持ってきていないから普ふ段だん着ぎで訪問させていただくけれど」

　ドレスは公こう爵しやく家に全すべて置いてきた。どうせ流行はあっという間に移り変わる。流りゆう行こう後おくれのドレスを着て恥はじをかくくらいなら、こぎれいなワンピースのほうが幾いく分ぶんかましだ。

「ああ、構わないさ」

「それと、アンジェリクとハルを同行させてもいいかしら？」

「勿もち論ろんだ。君の好きにするといい」

「ありがとう」

「それじゃ明日、迎えに来る」

「分かったわ。おやすみなさい。ではまた明日……」

「ああ、おやすみ」

　私はエルネストを見送ったあと、未いまだかつて足を踏ふみ入れたことのないダルトワ帝てい国こくを思った。これから起こるであろう展開をいろいろと予想しながら、すっかり暗くなってしまった森を包み込む夜の闇やみのような不安に包まれていた。
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　帝国へ行く当日、私は白のブラウスシャツにライトグレーのウエストを絞しぼった短めのジャケットと膝ひざ下したのフレアスカート、そして脛すね丈たけの編み上げブーツを身に着けた。そして頭にはえんじ色のフェルトハットを被かぶり、胸むな元もとにも同色のリボンを結ぶ。

　眼鏡めがねとそばかすメイクは流石にやめておく。見た目が地味すぎて悪目立ちしてもまずいだろう。

　長期間森の家を離はなれるにあたって、時間停止効果のある亜あ空間収納に食材をしまい込むことにした。私だけがアクセスできる収納空間で、どこでも取り出しできる優すぐれものだ。但ただし生き物をしまうことはできない。

（こんなに早く使うことになるとは思わなかった）

　今まで使わなかったのは必要性を感じなかったから。そしてハルとアンが中に入れたものを取り出せなくなってしまうからだ。けれどこれから魔ま道どう具ぐの素材集めを始めたら使うことになるかもしれない。

　アンと会話をしていたら、入口をノックする音がした。訪問者を確かく認にんしたらエルネストだった。約束よりも早い時間に迎えに来てくれたようだ。

「もう少ししたら行こうかと思う。準備はできているか？」

「ええ、大丈夫よ。ところでどうやって帝国へ向かうの？」

「俺の飛ひ竜りゆうを呼ぼうかと思う」

　エルネストがこの森へ来た移動手段がずっと分からなかったけれど、飛竜で来たのか。なるほど、ようやく謎なぞが一つ解決した。

「四人で乗れるの？」

「二人なら余よ裕ゆうなんだが……」

「そう……。じゃあ私のペガサスも出しましょうか」

　私がそう言うと、突とつ然ぜんアンが横から口を開く。

「まあ待て。ちんたら移動するのは我が慢まんならぬ。儂わしが全員乗せていくから任せよ」

「「「えっ!?」」」

　乗せていくって、まさか……。

「昨夜こっそり試したんじゃが取りあえず元の姿に戻もどれるようになったようじゃ。力はまだ四割程度しか戻っておらんがな」

「おお、アンさま、よかったですねぇ」

　ハルが祝福の声をあげた。私もつい嬉うれしくてはしゃいでしまう。

「よかったわ！　おめでとう、アン！」

「うむ、お主のお陰かげじゃ。礼を言うぞ、クロエ」

　とはいえ、竜に戻ったら私の幻げん獣じゆうでないことがエルネストにばれてしまうのではないだろうか。

　エルネストはというと、会話の内容が理解できなかったからか、何やら不思議そうに首を傾かしげている。私はちらりとエルネストを見て小さな声でアンに囁ささやく。

「竜の姿に戻ったら正体がばれるんじゃ？」

「ああ、どちらにせよ向こうにエヴラールの奴やつがおるなら誤魔化せぬ」

「竜族の占術士の？」

「うむ。じゃから儂が今からエル蔵に竜であることを打ち明ける。ただし女王であることは伏ふせておく」

　そう言ってアンはエルネストのほうを向いて告げる。

「エル蔵、実は儂は竜国カーンの竜なのじゃ」

　エルネストはアンの告白を聞いて驚おどろいたようだ。どうやら全く予想していなかったようで目を見開いて唖あ然ぜんとしている。

　アンが竜王だということは言わないでおくつもりらしい。確かに国を容易に滅ほろぼすほどの脅きよう威いだと認識させるのはやめておいたほうがいいだろう。帝国にとって招かれざる客になりかねない。

「なんと、アンジェリク殿どのが竜とは……！　確かに幻獣にしては随ずい分ぶん偉えらそ……威い厳げんがあると思っていた。なるほど、そうだったのか」

「うむ。騙だまして悪かったな。クロエは儂のためを思うて黙だまっておいてくれたのじゃ。責めんでやってくれ」

「勿論だ」

　エルネストは腕うでを組んで大きく頷うなずいた。

「それで、帝国へは儂がお主らを乗せていこうと思うのじゃが。異存はあるか？」

「いや、助かる。アンジェリク殿、よろしく頼たのむ」

「任せよ。じゃが空を飛ぶのは久しぶりじゃからのう。振ふり落とされんように気を付けよ」

　飛ばすってどのくらい飛ばすのだろう。ペガサスでもかなりの速さだけど……想像するだけでも恐おそろしい。

　ハルが冷や汗あせを流しながら弱気を見せる。

「うひゃぁ……アタシ自分で飛んでいこうかなぁ」

「が、頑がん張ばるわ」

「おお、それは楽しみだな」

　私はまあ、大だい丈じよう夫ぶ……多分。けれどエルネストは意外にも喜んでいるようだ。よかった。

　私たちは出かける準備を終えて外に出た。

「少し待っておれ。フンッ……」

　家の外の開けた場所でアンが何やら集中している。小さな体が青い光に包まれて、光が強くなって見えなくなった。

　そして光が大きくなったあとにゆっくりと消え、実体を現す。

　光の中から現れたのは……。

「待たせたな」

「わぁ、すごい……綺き麗れい……」

　高さ五メートルはあろうかという美しい瑠る璃り色いろの鱗うろこに覆おおわれた竜りゆうの姿だった。声は少し低くなった程度であまり変わらない。大きな翼つばさを背中に生やし、目はアンと同じ金色だ。

　私は神こう々ごうしいまでに美しい瑠璃色の竜を見上げながら、あまりの変化に思わず問いかけてしまう。

「アン……よね？」

「うむ、儂じゃ。このくらいの大きさがあれば四人は乗れるじゃろう。本来ならばもっと大きくなれるのじゃが、今は無理じゃな」

「凄すごいですねぇ、アンさまは」

「これは美しいな……」

「とても荘そう厳ごんな感じ……」

「そうじゃろう、そうじゃろう」

　皆みなが口々にアンを褒ほめたたえると、アンはまんざらでもなさそうに頷いた。

　まずはハルが姿勢を低くしたアンの背中に乗り、次にエルネストが乗った。そしてエルネストが私に手を差し伸のべてくれる。

「さあ、クロエ」

「ありがとう……」

　私はエルネストの手を取りアンの背中に乗った。これでいつでも出発できる。

「よし、それじゃあ行くぞ」

　いよいよ帝国へ出発だ。アンの背中に乗った皆を包むように、風の抵てい抗こうを避さけるための結界を張る。

　アンが大きな翼を上下に動かして垂直に離り陸りくした。今日はいい天気だ。黄泉よみの森の上空には大きな青空が広がっている。

　森の上まで高度を上げてから、アンが帝国の方角へと前進を始めた。空を飛び慣れているはずのハルが目をぱちくりさせる。

「うわっ、はっや！」

「これは、凄いな」

「凄いわね……」

　結界を張っているから風圧は分からないけれど、下を見下ろすと森の風景が恐ろしい速さで通り過ぎていく。ペガサスを大きく上回る速度で飛んでいるのが分かる。

　三十分ほど飛んだところで帝国の首都であるフォルバックが見えてきた。なんというスピードだろう。こんなに短時間で到とう着ちやくするなんて。

　帝てい都とに竜で着陸するのは目立ちすぎる。帝都が遠くに見えた時点で、私はアンを含ふくめた全員に不可視魔法をかけた。

「これで大丈夫」

「ありがとうございまっす」

「ありがとう。大したものだな。これほど大きな竜にも不可視魔法をかけられるのか」

「ええ。……アン、帝都の手前のひと気のない所で下りて」

「承知した」

　私たちは帝都フォルバックの手前で地上へと降りた。そしてアンは竜から幼女の姿へと戻った。きちんと私の手作りの服を身に着けている。不思議だ。

「アンの服、元通りに着てるのね。不思議だわ」

「これはお主の亜あ空間収納と同じ原理じゃ。儂らは人と竜とに頻ひん繁ぱんに変化するからの」

「そうなんだ」

　分かったような分からないような……。とりあえず早さつ速そく帝都へと向かうことにした。そして降り立った場所からさして離はなれていない帝都の正門へと足を運んだ。

「ここが、ダルトワ帝国の帝都フォルバック……」

　少し歩いたあと、外がい壁へきに囲まれた帝都の正門の前に到着した。外から見た感じはまるで巨きよ大だいな要よう塞さいのようだ。

　私はこれから初めて目にするだろう街並みを想像しながら頑がん健けんな造りの大きな門を見上げた。
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「ここが、ダルトワ帝国の帝都フォルバック……」

　帝都の玄げん関かん口となる大きく頑健な門の様子は、皇帝の住まう皇宮のある帝都ならではの物々しさがある。

　皇宮へ向かう途と中ちゆう、馬車の中から帝都の街並みを眺ながめた。華はなやかなブリュノワの王都とは対照的で、街並み全体が質しつ実じつ剛ごう健けんといった感じだ。華やかさはないが区画がきちんと整備され、道みち幅はばも大きく交通の便もよさそうだ。実に機能的な配置がなされているように感じる。

　しばらく走ったあと、ようやく城門の前に到着した。馬車を降りてエルネストに続く。

　門もん扉ぴが開かれた城門から中へと入った。石いし畳だたみの道の先には頑がん強きようそうな大きな城がそびえ立っている。なんとも荘厳な佇たたずまいだ。

　皇宮の入口でエルネストが衛兵に用件を伝えたあと、入口付近でしばらく待っていると、二人の護衛騎き士しを従えた青年がエントランスの階段を下りてくるのが見えた。一見軍服のようにも見える藍あい色いろの礼服を身に着けた二十歳前後の美び丈じよう夫ふ……彼が私を招待したマルスラン皇太子殿でん下かだろうか。

　肩かたくらいの長さの赤い髪かみを後ろに流し、切れ長の目にエメラルドグリーンの瞳ひとみが理知的な印象だ。エルネストと同じく長身で均整の取れた体つきをした、端たん整せいな顔立ちの青年だ。

「初めまして。貴女あなたがルブラン公こう爵しやく令れい嬢じようだね。まずは我が国への招待に応じてくれてありがとう。私がダルトワ帝国の皇太子マルスランだ」

　皇太子殿下に差し出された右手を取って握あく手しゆを交かわす。

「初めまして、皇太子殿下。私はクロエと申します。お招きくださってありがとうございます。私は現在公爵家を追われた身ですので、どうかクロエとお呼びください」

　私が名乗ると、殿下は私の手を両手で包んだ。私が驚おどろいて身構えるとニコリと笑う。

「承知した、クロエ嬢。それにしても遠いところを大変だったね。まずは皇帝陛下に謁えつ見けんしてもらいたいのだが、大丈夫かな？」

「勿もち論ろんですわ、殿下」

「どうかマルスランと呼んでくれ」

「……マルスラン殿下」

　何というか、予想していたよりも親しみやすい雰ふん囲い気きの皇太子殿下だ。ふとレオナール殿下を思い出してしまった。同じ次期指導者なのに国が変わるとこうも変わるものなのか。

「まあいいか。私についてきてくれ」

　笑えみを絶やさないマルスラン殿下の後ろについて謁見の間へ案内される。私の後ろにはハルとアン、そして最さい後こう尾びにエルネストがついてきている。

　謁見の間へ通され、多数配置されている衛兵の間を歩き、私たちは数段上の大きな玉座に黙もく座ざする皇帝陛下の前に膝ひざをついた。座したまま私たちを見下ろす皇帝陛下の堂々とした佇まいからは、超ちよう然ぜんとした凄みがひしひしと伝わってくる。

「よくぞ参られた。魔ま導どう書グリモワールの使い手、クロエよ。私がダルトワの皇帝レオポルドだ。顔を上げられよ」

「かしこまりました、皇帝陛下」

　クロエは片膝をついたまま顔を上げて皇帝陛下の顔を見る。

　皇帝陛下はマルスラン殿下と同じ赤い髪と空のような青い瞳を持つ美丈夫だ。年ねん齢れいは五十歳ほどだろうか。

　年を重ね何度の戦いくさを経てきたのか、頬ほおにうっすらと傷が残っている。肩かた幅はばが広くがっちりとしていて、まるで現げん役えきの戦士のようにも見える。

（皇帝陛下も皇太子殿下もブリュノワの王族とは違ちがい過ぎる……）

　皇帝陛下は恐きよう縮しゆくするクロエにニコリと笑いながら告げる。

「挨あい拶さつはこのくらいにしてゆっくり休まれよ。マルスラン、客室へ案内して差し上げろ」

「承知しました。さあ、クロエ嬢、こちらへ」

　私たちは皇帝陛下の前を辞して、マルスラン殿下のあとに続いた。謁見の間を出たところでマルスラン殿下がエルネストに話しかける。

「そういえばエル、お前はラビヨン伯はく爵しやくの屋や敷しきには立ち寄ったのか？」

「いえ、到とう着ちやく後真っ直すぐに城へ参りました。私自身がクロエ殿どのたちをお連れするべきだと思いましたので」

「そうか。あとは私が彼女たちを案内するから、お前は実家に顔を出してやれよ」

「あー……夜にでも顔を出します」

　エルネストが面めん倒どう臭くさそうに返事をした。

　間もなく私たちは客室へ案内された。できればハルとアンとは離れたくないのだけれど。そう伝えると、マルスラン殿下が微笑ほほえみながら答えてくれる。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだよ。この部屋と扉とびら一枚を隔へだてた部屋に侍じ女じよの部屋がある。そこにベッドが四つ備えてあるからアンジェリク殿とハル殿にはそちらで休んでもらうといい」

「お心こころ遣づかいありがとうございます。大変助かります」

　クロエがニコリと微笑んで礼を告げると、マルスラン殿下は嬉うれしそうに破顔した。

「いや、こちらこそ来てくれて感謝している。夕食までゆっくり休んでくれ。疲つかれが取れたらディナーをご一いつ緒しよさせていただけるかな？」

「ええ、喜んで」

「そうか、ありがとう。それとディナーのあとで君に聞いてほしい話があるんだ。二人きりではないから安心してくれ。エルネストも同席させるから」

「お話……ですか」

　どんな話だろうか。十中八九グリモワールに関する話だろうけれど。エルネストも同席してくれるし、無む茶ちやな話ならばはっきりと断ろう。

　私はマルスラン殿下の話の内容を推測しながらキュッと唇くちびるを引き結んだ。

「時間までは自由に過ごして構わないけど、部屋を出るときは、護衛の者に行く先だけでも告げておいてくれるとありがたい。それでは私はエル……エルネストと話があるからこれで失礼するね」

「クロエ殿、アンジェリク殿、ハル殿。……どうか無理はなさらないように」

　マルスラン殿下に続いてエルネストが気遣わしげな表情で告げた。

「ありがとうございます、マルスラン殿下、エルネストさま」

　私はマルスラン殿下とエルネストに礼を述べ、立ち去る二人を見送った。どうやら客室の外には護衛の騎士が立ってくれるようだ。




　マルスラン殿下たちが立ち去ったあと、私はハルとアンに夕食までの時間をどう過ごすか尋たずねてみた。

「儂わしはちょいと奴やつに会おうてこようかと思う」

「もしかして占せん術じゆつ士しのエヴラールさん？」

「うむ。先ほどマルスラン殿どのには面会の許可を貰もらった」

「マルスラン殿下に竜りゆうだって明かしたの？」

「うむ、女王であることは伏ふせておるが、竜であることを明かさねば極ごく秘ひの存在であるエヴラールとの面会は叶かなわぬであろう？」

「……確かに。でも、大丈夫なの？」

　強大な力を持つ者は国に利用されるのではという懸け念ねんを、どうしても抱いだいてしまう。特権階級がアンに目を付けないかが心配だ。

「ふむ。クロエ、お主の考えておることは大体察しがつくが、儂に関しては要いらぬ心配じゃな。たとえ四割程度の力しかなくとも、いざとなればお主らを連れてこの国から強ごう引いんに離り脱だつすることくらいわけもないぞ」

　凄すごい自信だ……。だけど完全体だったにもかかわらず、ガッチガチの呪のろいの腕うで輪わを装着されてしまった前科がある。たとえアンでも隙すきをつかれる可能性はあるから……、

「……お酒の誘ゆう惑わくだけは気を付けてね」

「ウ……それを言われると何も言い返せぬの」

　アンが言葉を詰つまらせてしゅんと肩を落とす。そして恥はずかしそうに顔を赤らめ、自分の頭に手を置いた。そんなアンを見て、ハルが慰なぐさめるように口を開く。

「まあまあ。荷物の整理が終わったらアタシがアンさまについていきますよ。クロエさまはどうします？　お部屋で休まれますか？」

「いえ、私も少し調べ物をしたいから一緒に行くわ」

　私たちはマルスラン殿下に教えてもらったというエヴラールさんの居室へと向かうことにした。皇宮の複雑な大理石の回かい廊ろうを抜ぬけて、ようやく目的地の扉の前へと到とう着ちやくした。

　アンが扉をノックすると、すぐに「どうぞ」と内側から返事があった。

「入るぞ」

　返事を聞いて即そく座ざにアンが扉を開いた。すると中には優やさしげな面おも差ざしの見た目年齢三十歳前後くらいの美丈夫が立っていた。この男性が件くだんの占術士ならば実じつ年ねん齢れいは恐おそらく数百歳だろうけれど。背の中ほどまでに伸のびた真っ直ぐの白い髪が、窓の明かりを受けてキラキラと輝かがやいてとても綺き麗れいだ。常に微笑んでいるように目が細められており、その穏おだやかな表情からは温おん厚こうな印象を受ける。

　この部屋は壁かべ全体が書しよ棚だなで埋うまっている。まるで図書室のようだ。どんな本があるのかぜひ吟ぎん味みしてみたいところだ。私は本が好きなので、大量の本に囲まれたこの部屋の主あるじが羨うらやましい。

　私たちはエヴラールさんと思おぼしき男性に迎むかえられ、促うながされるままソファに座った。

「ようこそいらっしゃいました、アンジェリク陛下。そしてクロエさまとハルさま。私は占術士エヴラールと申します」

　エヴラールさんが穏やかに挨拶を済ませたあと、アンが訝いぶかしそうに尋ねる。

「儂が来たというのに驚おどろかぬのだな」

「ええ、侍女から先さき触ぶれを貰っておりましたので」

　エヴラールさんは、私たちのためにワゴンの上で紅茶の準備をしながら答えた。どうやら二人は面識があるようだ。

「なるほどな。儂が竜であることは皇太子殿に伝えてあるが、女王であることは伏せておる。お主はここでは儂のことを呼ぶときに敬けい称しようを付けぬようにな」

「では、アンジェリクさまと呼ばせていただきます」

「うむ、そうしてくれ。ところでお主はなぜにダルトワ帝てい国こくで占術士などをしておるのじゃ？」

「実は私、カーンで宮きゆう廷てい魔道士をしていた際に、働くのが嫌いやになりまして」

　エヴラールさんは私たちに紅茶を出しながら説明してくれた。とても幸せそうな微笑みを浮うかべている。働きたくなかったから──実にシンプルな答えだ。

　アンは出されたカップを手に取り、紅茶をゆっくりと口にしてコクリと嚥えん下かしたのち静かにカップを置く。王族として恥ずかしくない上品な所作だ。そして紅茶の余よ韻いんに浸ひたってひと息吐ついたところでようやくエヴラールさんの言葉を理解したのか、目を見開いて聞き返す。

「…………はぁ？」

「私は元来体を動かすことを好みません。できることならこうして日ひ陰かげに引き籠こもって、本でも読みながらのんびり暮らしたかったのです。占術士ならそれが叶うかと一いち念ねん発ほつ起きし、この国を訪おとずれて志願することにしました」

「竜であることを明かしてか？」

「はい」

　おっとりと打ち明け話をするエヴラールさんを見ていると、今までに会ったことのない、ちょっと変わった人だと感じた。まるで一人だけ違ちがう時間の流れを生きているような……。

「……強大な力を持つ竜を内勤に配属するとは、この国の指導者もなかなか変わっておるのう」

「ええ、お陰かげ様さまでこうして平和に過ごさせていただいております」

「そうか。お主がここにおる理由は理解した。じゃが別に帝国くんだりまで来なくとも我が国で己おのれの望むまま暮らせばよかろうに」

　アンが腕を組んで首を傾かしげながらそう問いかけたところ、エヴラールさんは肩かたを竦すくめながらゆっくりと首を左右に振ふった。

「ふぅ……。それがそうもいかなかったのです。祖国カーンの同どう胞ほうたちは脳筋……失礼、少々血の気が多く、私が職を辞すのを許してはくれませんでした。彼らの力ずくの説得工作に少々疲つかれてしまいまして……」

「そ、そうか。お主が今幸せならばそれでよいのじゃ。もしこの国で何か理り不ふ尽じんなことをさせられそうになったらすぐに儂に報しらせるのじゃぞ？」

「承知しました」

「ところでクロエ、お主からエヴラールに何か聞きたいことがあるのではないか？」

　突とつ然ぜん声をかけられて、飲んでいた紅茶を慌あわてて飲み下す。聞きたいことは勿もち論ろんあるけれど、急に話を振られて少し驚いてしまった。

「そうですね。エヴラールさん、いくつか質問があるのですが」

「はい、なんでしょう？」

「貴方あなたはなぜ、他ほかのグリモワールの使い手でなく、あえて私の存在を皇太子殿でん下かに伝えたのですか？」

　私は彼の話の中で不思議に思っていたことを尋ねてみた。

　グリモワールの使い手は私だけではない。私が知る限り、白の書を持つ妹のミレーヌ、叔母おば、そして叔母の娘むすめである従妹いとこの存在もあるはずだ。

　叔母と従妹とは、幼いころ以来会っていないので本の色までは把は握あくしていないけれど、同じグリモワール持ちであること、そして黒持ちでないことは知っている。

　それなのに、なぜエヴラールさんは私を選んでマルスラン殿下に伝えたのか。

「ふむ……。質問にお答えしましょう。まず一つ目の理由は、クロエさま、お一人だけがブリュノワにいなかったからです。それで貴女あなたがブリュノワの支配下にはないのだと判断しました」

「なるほど……」

　確かにブリュノワの支配下にない私であれば自由に帝国の招待に応じることができるだろう。それに角が立たずに済む。

「そして二つ目の理由は、クロエさまの力が他に比べて桁けた違ちがいに強大だったからです。一つ目の理由は殿下に伝えていますが、二つ目の理由はあえて伝えてはおりません」

「……それはなぜですか？」

「なぜなら、もしクロエさまが働きたくなかったときに、帝国に利用されるのは嫌だろうと思ったからです」

「え……？」

　働きたくないとは思わないけれど、利用されるのは確かに嫌だ。

「それなのに下手へたに情報を伝えてしまって、帝国にクロエさまのグリモワールの力が利用されることになったら申し訳ないでしょう？　それにいざそうなっても、使い手の力が強ければ拒きよ絶ぜつできますから」

「そうだったのですか。いろいろお気き遣づかいくださったのですね」

「いえいえ、罪悪感に煩わずらわされたくなかっただけですから」

　なんだか偽ぎ悪あく的なことを言っているけれどこの人はいい人だ。

「いやぁ、アタシは分かるなぁ。エヴラールさまの気持ち。アタシは働くのは嫌きらいじゃないけど束そく縛ばくされるのは嫌ですもんねぇ」

「おお、ハルさま。分かっていただけますか」

「ええ、よぉっく分かりますとも」

　なんだかハルとエヴラールさんがガシッと握あく手しゆを交かわしている。何やら同調しているようだ。気が合うようで何よりだ。

「エヴラールさん、もう一つ聞いてもいいですか？」

「はい、何でしょう？」

「貴方はグリモワールの色も見えるのですか？」

「色も見えます。ですが、私はグリモワールの色の違いが何を意味するのかが分かりません。知りたいとも思いませんが」

「そうなんですか」

　色も見えるのか。これはアンと同じように識別できると考えていいだろう。

　けれど、色の持つ意味は知らないようだ。黒の書に関してはグリモワールの血族の中でも秘ひ匿とくしていることだから、竜りゆう族のエヴラールさんが知らなくても当然だ。

「ええ。余よ所そさまの秘ひめごとに首を突つっ込んで、好ましい結果を招いたためしがありませんからね。私は知らないで済むことはなるべく知らないように努めています。これは長生きの秘ひ訣けつでもあるんですよ」

「……覚えておきます」

　エヴラールさんがニコニコしながら答えた。なるほど、よく覚えておこう。「好こう奇き心しんは猫ねこをも殺す」っていうものね。

　流石さすが数百歳生きている竜は言うことが違う。達観しているというか諦てい念ねんの境地というか、兎とに角いろいろと不思議な人だ。

　そろそろ図書室へ行かないと時間がなくなってしまう。聞きたいことは全すべて聞いたし、暇いとまを告げることにしよう。

「アン、そろそろいいかしら？」

「うむ、エヴラールにもう用はない」

「アンさま、言い方ぁ……」

「いえいえ、いいんですよ。またお茶でも飲みに来てください。大体はこの部屋に引き籠っておりますので」

　エヴラールさんは最後までずっと笑え顔がおで対応してくれた。竜族の占せん術じゆつ士しというから、もっと見た目老ろう齢れいのしかつめらしい男性を想像していた。けれど実際は穏おだやかな雰ふん囲い気きの飄ひよう々ひようとした美び丈じよう夫ふだった。

「礼を言うぞ、エヴラール。また来る」

「エヴラールさん、ありがとうございました」

「アタシはまたお茶飲みに来させてもらいますねぇ」

　私たちはそれぞれが暇を告げ、エヴラールさんの居室を出た。




[image: ]




　客室に戻もどったあと、あれよあれよという間に群ぐん青じよう色いろの美しいドレスを着せられ、侍じ女じよに案内されて食堂へと向かった。どうやら皇こう帝てい陛下は同席されないらしい。

　食堂に入った私を見て、マルスラン殿下とエルネストが、口を半分開けたまま驚おどろいたように目を丸くしている。このドレスが私には似合わなかったのだろうか。いつもと違う格好はそれでなくても恥はずかしいのだから、あまり見ないでほしいのだけれど。

「これはなんと美しい……。なあ、エル」

「……」

「エル？」

　呆ぼう然ぜんと私を見て黙だまり込んでいたエルネストに、マルスラン殿下が訝いぶかしげに呼びかけた。

「あっ、ええ……美しい、です」

　我われに返ったかのように口を開いたエルネストに、マルスラン殿下が苦く笑しようしながら肩かたを竦すくめた。

　私がテーブルについたあと、アンとハルも並んで座る。テーブルを囲んでいるのはマルスラン皇太子殿下、エルネスト、私、アン、ハルの五人だ。そして何人かの侍女と侍じ従じゆうと護衛騎き士しが見守る中で、恙つつがなくディナーが進む。

「夜会でないのが残念だ。クロエ嬢じようと、ぜひダンスを一いつ緒しよに楽しみたかった。美しい女ひとだとは思っていたが、これほどまでとは……」

「お褒ほめに与あずかり光栄ですわ、マルスラン殿下。けれど、本来ならば私はこのような場所に同席させていただける身分ではございません。ダンスなどもってのほかですわ」

　ディナーの間、他愛たわいない会話が交わされるのみで、グリモワールに関する話は出てこない。マルスラン殿下は食事のあとに話し合う時間を取ると言っていたけれど、そのときに本題に入るのだろうか。




　ディナーが終わり、応接室へと案内された。先ほどの五人でテーブルを囲み、いよいよ話が始まるようだ。

「クロエ嬢にこの国へ来てもらったのは、実は君の後見を申し出るためなんだ」

「後見……ですか」

「うん。君の身に起こったことはいろいろ調べさせてもらった。エルネストに聞いたわけじゃない。私の独自の情じよう報ほう網もうからだ。君の自由を束縛するつもりもないし、何かを強制するつもりもない。ただ、君と友好関係を築きたい」

「友好関係……ダルトワ帝国と私で、ですか？」

「ちょっと違うね。私個人と君とで、だ」

　マルスラン殿でん下かと友好関係？　公式な協力関係というのではなく、あくまで個人的にお友だちになろうということ？

「私の意思を尊重していただけるのでしたら、殿下と友人関係を結ぶのは吝やぶさかではありません。けれど、今後も誰だれかに寄りかかるようなことはしたくありません。友人というのは対等な関係だと思っておりますので」

　そう伝えた私の言葉に、マルスラン殿下は優やさしげに目を細めて答える。

「うん、そうだね」

「それでよろしければ友人としてのおつきあいをよろしくお願いいたします」

「うん、よろしく。クロエ嬢」

　私が握手にと差し出した右手を取ってマルスラン殿下が指先に口づけた。避よけられなかったわけではないけれど、貴族の挨あい拶さつだと受け入れた。それなのに……。

　一体何だろう。その瞬しゆん間かん、エルネストの眼まな差ざしが氷のように冷たくなった。私の右手を取る殿下の手元をじっと見ているようだ。このような冷たい表情は初めて出会ったとき以来かもしれない。心なしか冷気も漏もれているようだ。

「……エル、冷気が漏れてるよ」

「エルネスト……さま？」

　マルスラン殿下と私が声をかけると、エルネストは、はっと我に返ったように顔を逸そらす。
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「す、すみません。少し酒に酔よったようです」

「……そうか。大だい丈じよう夫ぶか？」

　マルスラン殿下が面おも白しろいものでも見るように口角を上げながらエルネストの顔を覗のぞき込んだ。それに対しエルネストは無表情のまま淡たん々たんと答える。

「はい、大丈夫です。……申し訳ありませんが、私は今からラビヨン伯はく爵しやく家に帰りたいと思います。お先に失礼します、殿下、クロエ殿どの」

「ああ、ご苦労だったね、エル」

「失礼します」

　エルネストはそう言って私のほうを一度も見ずに応接室を出ていった。

　なぜあんなにエルネストは不ふ機き嫌げんだったのだろう。殿下と私が友人関係になったのが気に入らなかったのだろうか。

　エルネストの態度が解げせずに首を傾かしげたのを見て、マルスラン殿下がニコリと微笑ほほえみかけてくる。

「きっとエルネストは疲つかれてるんだろう。クロエはもう知っているかもしれないけど、彼は元々この国の人間じゃないんだ」

「……そうなのですか？」

「うん。ブリュノワ王国からこの国に逃にげてきたエルネストを保護したのがラビヨン伯爵だ。利発で礼れい儀ぎ正ただしい少年だった彼を、伯爵が気に入って引き取ったんだ」

「そう、だったのですか……」

　意外にもエルネストは元々ブリュノワ王国の人間だったようだ。

　十三歳のときに殺されかけてダルトワ帝国へ逃げてきて、ラビヨン伯爵がエルネストを救った。ということは、エルネストにとって、伯爵は親代わりなのだろうか。

「エルのことが気になる？」

　そう尋たずねるマルスラン殿下のエメラルドグリーンの瞳ひとみに妖あやしい光が揺ゆらめく。エルネストの顔立ちも美しいけれど、マルスラン殿下の顔立ちは燃えるような赤い髪かみとは対照的に柔にゆう和わな印象で、また違ちがった美しさがある。優し気に細められる眼差しが温おん厚こうそうに感じさせるのだろう。声も言こと葉ば遣づかいも柔やわらかい。エルネストが氷の剣けん士しならマルスラン殿下は春風の貴公子といったイメージだ。

「いえ、私には関係のないことですので……。それにエルネストさまは私をマルスラン殿下にあまり近づけたくないのではないかと思います」

「なぜそう思うの？」

「それは……」

　先ほどはエルネストが不機嫌そうに去っていった理由が分からなかった。けれど思い返せば、マルスラン殿下と私が友好の挨拶を交かわした辺りから機嫌が悪くなってしまったように思う。もしかしたら私がマルスラン殿下との友好を深めるのを危き惧ぐしているのかもしれない。それか、元貴族令嬢ごときが皇太子殿下を捕つかまえて対等な友人と口にしたことを、図ずう々ずうしいと思っているのかも……。ああ、段々へこんできた。

　なんと答えようか。多分マルスラン殿下はエルネストと黒き魔ま女じよの因いん縁ねんを知っているだろう。邪じや悪あくな魔女を帝国に招き入れないよう、エルネストが進言したと言っていたし。

「私の顔がエルネストさまの憎にくむ魔女にそっくりだからではないでしょうか。それに別人だと分かっても、私が悪人でないという保証はどこにもありませんから」

　私のことを友人程度には見てくれるようになったと思っていたけれど、思い上がりだったのかもしれない。

「そんなことはないと思うけど……私はそんなにお人ひと好よしではないからね」

「……？」

「ううん、こっちの話。正直に言おう。クロエがブリュノワを離はなれたことを知って君と友好関係を築こうと思ったのは、強力なグリモワール使いと敵対したくないというのと、繋つながりを作っておきたいという下心からだ」

「はい」

　いきなり本音を打ち明けるなんて、正直な人だ。

「だけど君に会ってみて驚おどろいたよ。クロエは他ほかの貴族令嬢とは違う。確固たる信念を持っていて、周囲に流されたりしない人だと感じた。一いつ切さいぶれない君を見て私は心が大きく動かされたんだ」

「え……？」

　マルスラン殿下が私の右手を両手で握にぎり、エメラルドグリーンの瞳でじっと見つめてくる。

「いつか君の視界に入りたいと思う。長期戦の構えでいくから覚かく悟ごしておいて」

「はぁ……え？」

　視界に入るとはなんのことだろう。すでに視界には入っているけれど。友好を深めたいということだろうか。そんなふうに言ってもらえると自分が認められたようで嬉うれしい。

　わけがわからず頭の中に疑ぎ問もん符ふをたくさん飛ばしているのに気付かれたのか、そんな私を見てマルスラン殿下は破顔した。

「フフッ。こういった方面に疎うといところも堪たまらなく魅み力りよく的だな。君と会えて本当によかったよ。あ、そうそう、大事なことを忘れていた」

「大事なこと？」

　マルスラン殿下が大きく頷うなずいて答える。

「実は君の祖国ブリュノワ王国からの使者が一昨日おととい我が国に来訪したんだ」

「使者、ですか？」

「ああ。登城と謁えつ見けんは明日の予定だ。内容は大体予想がつくけどね」

「……といいますと？」

「まあ、明日になったら分かるよ。それよりも問題は使者殿のことだ」

　ブリュノワ王国の使者に何か問題があるのだろうか。まさか……。

「うん、推察どおり多分君のよく知る人物だと思う。報告によると、王太子の側近でもあるリオネル・ブルジェ殿どのが来ているということだ。彼かの国の宰さい相しようでもあるブルジェ侯こう爵しやくのご子息だと記き憶おくしているが」

「ブルジェさまですか……」

　ミレーヌの熱ねつ烈れつな信者であるリオネル。直接傷つけられたりはしていないけれど、ミレーヌの命を脅おびやかしたとか身に覚えのない罪を並べ立てられたっけ。

「陛下との謁見のあとで、ブルジェ殿との会見の時間を取っている。個人的にいろいろ事情を聞こうと思ってね」

「事情……ですか」

「うん。そしてそこに君にも同席してもらいたいんだ」

「えっ!?」

　それは如何いかがなものだろう。もし直接対面するなら以前使っていた眼鏡めがねを掛かけるべき？　このままだと、リオネルは私のことを見ても誰だれだか分からないと思うけれど。あ、それならそのほうが都合がいいのか。

「同席の理由は何ですか？」

「君はあのときの背景にまつわる事情を知っているだろう？　ブルジェ殿の言葉に齟そ齬ごがあるといけないからね。事実確かく認にんをしたいだけさ」

　夜会で婚こん約やく破は棄きをされたときの事情をリオネルから直接聞くということだろうか。正直に言えばあまり蒸むし返してほしくはないのだけれど。

「その……マルスラン殿でん下かと私が友人であるということをブルジェさまに明かすのですか？」

「うん、そのつもりだよ」

「その、私がクロエ・ルブランであることも？」

「ああ、そうか。君はブリュノワ王国では変装していたんだったね」

「変装……」

　変装っていうとなんだかアレだけれど、まあ確かに変装か。素す顔がおを隠かくしていたのだから。

「勿もち論ろん、君がクロエ嬢じようだと明かした上で同席してもらおうと思っている。そうしないとブルジェ殿が真実を教えてくれないかもしれないだろう？」

　マルスラン殿下がニコリと微笑みを浮うかべながら答えた。穏おだやかにしゃべっているけれど、言っていることは結構黒い気がする。嘘うそを吐つけないように証人をまじえた事情聴ちよう取しゆをするから協力をよろしく、ということだろう。

「構いませんが、彼がブリュノワ王国に帰ってから、ダルトワ帝てい国こくのことをどう伝えるかが心配です」

　無能だと思われているので、私自身を脅きよう威いとは判断されないだろう。けれど、たとえ無能であれ、グリモワールの使い手と繋がろうとした帝国の姿勢を、ブリュノワ王国がどう捉とらえるのかが心配だ。国交に亀き裂れつが入ったりはしないだろうか。

「そこは上手うまいこと、こう、ね。……まあ、本当は美しいクロエ嬢を見たブルジェ殿の驚く顔が単純に見たいだけなんだよね。ハハッ」

　ハハッて……。随ずい分ぶんと軽く感じるけれど、もしかして余興のつもりなのだろうか。

　それにしてもわざわざ使者をよこすほどのブリュノワ王国の用件って何だろう。しかもレオナール殿下の側近を使者にするなんて。

「マルスラン殿下は物好きですね。承知しました。同席させていただきます」

「そうか、ありがとう。明日の会合が楽しみだなぁ」

　マルスラン殿下が嬉しそうに私の手を握っていた両手に力を込めた。忘れていたけれど、そういえばずっと右手を握られたままだった。

「ああ、それとエルネストとはちゃんと仲直りしておいてね」

「仲直りって……」

　別に仲なか違たがいしたつもりなどないのだけれど。エルネストの気持ちがどうあれ、私はエルネストのことが嫌きらいではないのだから。




[image: ]




　初めてクロエに会ったときにその顔立ちを見て驚いた。片ときも忘れたことなどない。俺を殺そうとした女──黒き魔女にそっくりだったからだ。

　顔を見る前から、あの魔女が扉とびらの先にいるかもしれないと思うと、積年の恨うらみが胸の奥から溢あふれ出してくるのを抑おさえられなかった。俺を殺そうとしただけではない。あの女は俺の母をも手に掛かけたのだ。

　けれど憎い女にそっくりなはずのクロエの顔を見て、胸に湧わいたのは予想外の感情だった。初めて見た顔ではないはずなのに、クロエは清せい廉れんで美しかった。目の前にあったのは邪悪さの欠片かけらもない、ただ驚いたように何の悪意もなく俺を見つめてくる清らかな瞳ひとみだった。

　俺の記憶の中にあった魔女の残像は艶あでやかで美しくともその笑え顔がおは邪悪に醜みにくく歪ゆがんでいたのだ。

　本当にあの女なのだろうか。昔と変わらない若いままの姿なのは魔女の特とく徴ちようなのだろうか。腰こしほどまでに真っ直すぐに伸のばされた銀ぎん髪ぱつは触ふれると溶とけてしまうのではないかと思うほどに柔やわらかそうで、長い銀の睫まつ毛げが影かげを落とす緋ひ色いろの瞳は吸い込まれそうなほどに透すき通っている。猫ねこのように少しだけ吊つり上がった大きな目が、困こん惑わくの色を湛たたえながら俺を見つめている。一点の曇くもりもない雪のような白い肌はだに、少し力を入れて抱だき締しめただけで壊こわれてしまいそうな華きや奢しやな体つきだ。けれど全体的に女性らしい柔らかな曲線を描えがいていて、少女なのに仄ほのかな色気を感じさせる。

（本当にこの少女が俺を殺そうとした魔ま女じよなのか……？）

　言葉を交かわすたびに、胸の中に湧いた疑問が大きくなっていく。クロエは自分が邪じや悪あくな魔女ではないと主張した。俄にわかには信じられなかったが、クロエの言うことが真実だと確信できるまでにそれほど時間はかからなかった。

　クロエから滲にじみ出る優やさしげな雰ふん囲い気きが俺の心を捉えてやまない。恨んでいる魔女と同じ顔だから気になるのか、クロエという少女自身が気になるのか、自分でもよく分からなくなってきていた。

（なぜこんなにクロエの顔が浮かぶんだ……。おかしいだろ）

　儚はかなげな笑みを浮かべるクロエの表情が心の中にぐいぐいと入り込んでくる。そう感じたときにはクロエに対する疑心は完全に消え去っていた。

　本当は最初から俺を殺そうとした魔女ではないと心のどこかで確信していたのではないだろうか。とはいえ俺を殺そうとした女と同じ顔を持つクロエに心を奪うばわれるはずはない。

　クロエは強力なグリモワールの使い手なのだろうが、時折見せる寂さみしげな表情を見ると、支えてあげなければと思う。つらい過去を思い出しているであろうときの潤うるんだ瞳を見ると、守ってやりたいと思う。

　勘かん違ちがいとはいえ、最初にクロエに憎ぞう悪おの感情を向けてしまった罪悪感もあったと思う。だがたった一人で国を離はなれ、虐しいたげられながらも前を向いて凜りんと立つクロエを見て、心が大きく動かされた。

　これからは俺がこの娘こを悪意から守ってやりたいと、心からそう思ったのだ。これから先、ずっとクロエの守護者でありたいと考えた。




　それがどうだ。

　友好関係を結ぶにあたって、マルスラン皇太子殿下──マルスがクロエの手に口づけたのを見た瞬しゆん間かん、俺の心にどす黒い炎ほのおが燃え上がった。今までに経験したことのない焼けつくような胸の痛みだ。

（何だ、この気持ちは。俺はマルスに嫉しつ妬としているのか？　守護者として？　マルスがクロエの守護者になり代わろうとしているから？）

　分からない。なぜこんな気持ちになっているのか。俺はどうしてもマルスに触れられるクロエを見たくなくて、逃にげるようにその場を立ち去った。

（それにしてもあのドレスを着たクロエは目が覚めるほどに美しかったな……）

　自分自身の気持ちに釈しやく然ぜんとしないまま、その夜俺はラビヨン伯はく爵しやく邸ていへと帰宅した。

　ラビヨン伯爵は俺の恩人だ。十三のときにブリュノワ王国で殺されかけたあと、ほうほうの体ていでダルトワ帝国へ逃げてきた。

　伯爵は死にかけていた俺を拾って手厚く保護し、あまつさえどこの馬の骨とも知れない俺に貴族の教育まで受けさせてくれた。すでにブリュノワで高等課程までの教育を終えてはいたが、伯爵の厚こう意いに甘えさせてもらった。

「ただいま戻もどりました」

「お帰り。殿下の命令とはいえ、ご苦労だったね。今夜はゆっくり休みなさい」

　伯爵に辞去の言葉を告げたのち、俺は自室へと戻りながら再びクロエのことを考えてしまった。守護者でありたいなら別にマルスが守護者だと名乗り出ても構わないはずだ。二人で守ればいいのだから。むしろクロエにとっては守護者が増えていいはずだ。仮にマルスが恋こい人びととして名乗りを上げたところで祝福すべきことじゃないのか。

（俺はクロエが欲しいのか……？）

　いや、そんなことがあるわけがない。俺は善良なクロエを守りたいだけだ。独どく占せん欲よくや執しゆう着ちやくなど、クロエのためにならない利己的な感情だ。こんな感情は封ふうじ込めなければならない。

（俺は耐たえられるだろうか。封じ込められるだろうか。もしかしてマルスはクロエを……）

　いつかクロエが誰だれかと寄り添そうのを、指を咥くわえて見ているしかないのだ。そして祝福するしかないのだ。これから先、クロエとマルスが仲良くなっていくさまを間近で見続けなくてはならなくなるのかもしれない。

「はぁ、耐えられるかなぁ……」

　願わくは、どんな形であれクロエには幸せになってもらいたい。クロエがもし俺を選んでくれたら、俺は……。

「フッ。馬ば鹿かか、俺は」

　あり得ない妄もう想そうに自じ嘲ちようして、俺は自室の扉を開いた。
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　ブリュノワ王国の使者として王太子の側近リオネル・ブルジェがダルトワ帝国の皇宮を訪おとずれた。謁えつ見けんの際に同席することはなかったけれど、これからマルスラン殿でん下かとエルネストと一いつ緒しよに応接室でリオネルと会合をすることになっている。ハルとアンはお留守番だ。

　会合で着用するようにとマルスラン殿下がドレスを準備してくれた。紺こん色いろのドレスの上に、丈たけの長い茜あかね色いろの生き地じが前開きのロングコートのように重ねられている。シックな二色使いで、茜色の生地の縁ふちには紺色の刺し繍しゆうが施ほどこされており、襟えりは大きくスクエアに開いている。

　会見の前に部屋に迎むかえに来てくれたエルネストは、目が合った途と端たん、突とつ然ぜん私に向かってガバッと頭を下げた。

「クロエ、昨夜は急にあんな態度を取ってすまなかった」

　そう言って俯うつむくエルネストを見て、思わず驚おどろいてしまう。私に怒おこっていたのではないのだろうか。

「ううん、いいの。ただ……」

「ただ？」

「私が何か気に障さわることをしたんじゃないかと……。それでエルネストを怒らせてしまったんじゃないかと思って」

「違う！」

　私の言葉を遮さえぎるように、突然エルネストが身を乗り出して強く否定した。とても真しん剣けんな表情だ。

「違うんだ。クロエに怒ったわけじゃないんだ。その、マルス……殿下が君の……」

「私の……？」

　エルネストが急に言葉を詰つまらせて口を噤つぐんでしまった。一体どうしたのだろう。

「いや、なんでもない。君に悪いところなんて一つもないから気にしないでくれ。ただ、あまり殿下に近付かないほうがいい」

「それは……」

　私に悪いところがないと言ってくれたけれど、近付くなというのはやっぱり……、

「私と殿下が友好関係を深めるのは好ましくないということ？」

「そうじゃなくて、ほら、年とし頃ごろの男女だし、あまり近くに寄るのは……」

　ん……？　なんとなく会話が噛かみ合ってない気がする。

「ごめんなさい、エルネスト。意味がよく分からない」

「……いや、その、近寄るっていうのは」

「物理的に近付くなってことだろう？　エル」

　しどろもどろに紡つむがれたエルネストの言葉は、突然現れたマルスラン殿下によって遮られた。いつの間にか準備が済んだようだ。マルスラン殿下の言葉に対して、エルネストは、ばつが悪そうに顔を逸そらす。

「口を出すつもりはなかったけど、どうも君たちは言葉が足りなくて、気持ちのすれ違いが大きい気がする。最初の出会いが悪かったから、仕方ないのかもしれないけどね」

「すれ、違い？」

「うん。このままだと今後の活動にいろいろと支障をきたすから、はっきり言っとく。エルは私と君が仲よさそうにしてたから嫉妬したんだよ」

「嫉妬、ですか？　そんなまさか」

　私がそう言うと、マルスラン殿下は肩かたを竦すくめて苦く笑しようした。エルネストは心なしか顔が赤くなっているような気がする。

「それは、エルネストさまの親しいご友人であるマルスラン殿下に、私が近付いたからでしょうか」

「ハハッ。クロエは面おも白しろいね。まあいいか。エルは自分だけ仲間外れにされたような気がしたんだよ、きっと。ねえ、エル？」

「……ええ、まあ」

　ニッコリと話すマルスラン殿下に、エルネストが顔を逸らしたまま面白くなさそうに返事をした。

「まあ、そうだったのですか」

　エルネストは仲間外れにされたような気がして拗すねていたのか。よかった、嫌きらわれているわけではなかった……。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、エルネストさま。私はエルネストさまも大切な友人だと思っていますから」

「クロエ……」

「ブハッ」

　何だろう。エルネストがあまり嬉うれしそうには見えない。そして、マルスラン殿下はどうして吹ふき出しているのだろうか。首を傾かしげる私にエルネストが苦々しい表情で告げる。

「クロエ、いつものように話してくれ」

「え、でもマルスラン殿下の前ですし」

　私の言葉に対して、マルスラン殿下が言葉を挟はさむ。

「ああ、私なら構わないよ。あまり取り繕つくろわれると、今度は私が仲間外れにされたって拗ねるよ？」

「っ……！」

　エルネストが忌いま々いましげにマルスラン殿下を睨にらんだ。私は慌あわててエルネストに声をかける。

「で、では、エルネスト、これからもよろしくね」

「ああ、よろしく、クロエ」

　マルスラン殿下に仏ぶつ頂ちよう面づらを向けていたエルネストが、私の言葉でようやく笑ってくれた。照れたような、少し嬉しそうな笑え顔がおだ。またエルネストの新しい表情を見られた気がする。

「ああ、そろそろ会合へ向かわないと、ブルジェ殿どのが待ちくたびれてるかもしれないね」

「そうですね、そろそろ参りましょう。行こうか、クロエ」

「はい」

　私たちはようやくリオネルの待つ応接室へと向かうことにした。
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　マルスラン殿下とエルネストとともに応接室へと到とう着ちやくすると、何やら難しげな表情を浮うかべている端たん整せいな顔立ちの若者が座っていた。ブリュノワ王国の宰さい相しよう子息でもあるリオネル・ブルジェだ。

　リオネルは私たちが扉とびらから入ってくるのを見て、立ち上がって頭こうべを垂れる。マルスラン殿下に座るよう促うながされて再び椅い子すに座り、私たちが席につくのを待った。

　そのとき、マルスラン殿下の陰かげから現れた私を見て、一いつ瞬しゆんだけリオネルが驚いたように目を瞠みはった。そのあとすぐに視線をマルスラン殿下に戻もどしたけれど、何度か私のことをちらちらと見ていた。

　席についたマルスラン殿下が、にこやかに微笑ほほえみつつ口を開いた。

「謁見の間で大まかには聞いたが、こちらで詳しよう細さいを聞きたいと思う。私に伝えたい用件とは、レオナール王太子殿下とミレーヌ・ルブラン公こう爵しやく令れい嬢じようとの婚こん約やく披ひ露ろうパーティーへの招待ということでよろしいのかな？」

　マルスラン殿下の話す内容に驚いてしまった。婚約披露パーティー──いよいよあの二人が正式に婚約をするのか。レオナール殿下に対しては特に思い入れはないけれど、一度は歩み寄ろうと努めた相手だ。その殿下が私の妹と婚約すると思うと何とも複雑な気持ちになる。

「左様でございます。……あの、殿下。お話の前に一つお願いしたいことがございます」

「うん、なんだい？」

「殿下のお隣となりにいらっしゃるご令嬢をご紹しよう介かいいただけないでしょうか」

　やはりリオネルは私の存在が気になっていたようだ。マルスラン殿下は薄うすく笑っているけれど、心の中では楽しんでいるのだろう。リオネルを驚かせたいと言っていたのを思い出す。

「ああ、まさか忘れてしまったのかな？」

「え……？」

　リオネルが驚いたように大きく目を見開いた。それはそうだろう。リオネルは眼鏡めがねをかけた地味な外見の私しか見たことがないのだから。

「彼女は君のよぉーく知る人物だよ。分からない？」

「恐おそれ入ります。しかしながら、一度でもこのように美しいご令嬢にお会いしていたら忘れるはずはございません。初対面かと存じます」

「フフッ」

「っ……！」

　マルスラン殿でん下かは戸と惑まどうリオネルを前に、楽しくて仕方ないといったふうに笑みを零こぼした。

「ああ、ごめんごめん。彼女は君や君のお友だちがとても仲よくしているミレーヌ・ルブラン公爵令嬢の姉君、クロエ嬢だよ」

「え……」

　リオネルは驚おどろきのあまり椅子から立ち上がって後ずさった。銀ぎん縁ぶち眼鏡の奥で、リオネルの目は私に向かって零れんばかりに大きく見開かれている。

　私は椅子から立ち上がって、混乱するリオネルに丁てい寧ねいなカーテシーをして挨あい拶さつをする。

「ブルジェさま、お久しぶりでございます。クロエです。その節はお世話になりました」

「ク、ロエ嬢……？　そんな馬ば鹿かな……あり得ない」

　愕がく然ぜんとした様子のリオネルに対し、マルスラン殿下は椅子に座るよう促して再び口を開く。

「ブルジェ殿、まあ、落ち着いて。確かにクロエ嬢はどこから見ても、地味でも凡ぼん庸ようでもないものねぇ」

「……」

　言葉を失いながら席につくリオネルを見て、私も再び椅子に座った。リオネルの顔は心なしか蒼あお褪ざめて見える。

「まあいいや。それでは本題に入ろうか。まず招待状の日付は一か月後となっているがそれは間ま違ちがいないかな？」

「……はい、間違いありません」

「それじゃ謹つつしんで参加させていただくと王太子殿下に伝えてほしい」

「はい、承知しました」

「それと、王太子殿下をはじめ君たちには感謝したいことがあるんだ」

「感謝、ですか？」

「ああ」

　にこやかに告げるマルスラン殿下に、リオネルが訝いぶかしそうに聞き返した。

「君たちがクロエ嬢を手放してくれたお陰で、こうして彼女を我が国へ招いて親しん睦ぼくを深めることができたからね。ところで、ブルジェ殿」

「……はい」

「ブリュノワ王国で開かれた先日の夜会で、君たちが殿下の婚約者だったクロエ嬢に対して随ずい分ぶんな扱あつかいをしたと聞いているが」

「そのようなことはっ……」

　リオネルの顔がますます蒼褪めていく。リオネルには直接傷つけられたわけではないけれど、身に覚えのない罪を並べ立てられて反論の機会すら与あたえられなかったのを思い出す。

「ふぅん。魔ま道どう士しによる魔法攻こう撃げき、騎き士しによる力ずくの拘こう束そくで随分傷つけられたと聞いているけどね。念のため言っておくが、この件はクロエ嬢から聞いたわけじゃないよ」

「それはっ。……そちらのクロエ嬢がミレーヌ嬢を虐ぎやく待たいしていたという事実を確かく認にんしたからです。我が国ではグリモワールの正統な継けい承しよう者しやは王家の庇ひ護ご下にあり、傷つけるなどあってはならないことですので」

「虐待、ねぇ……。それは何か証しよう拠こがあるの？」

　マルスラン殿下が笑みを浮かべたままリオネルに尋たずねた。それに対してリオネルがフフンと鼻で笑ったあとに得意げに答える。

「ミレーヌ嬢とルブラン公爵、そして公爵家の使用人たちの証言があります」

「でも虐待なんてやってないんだよね？　クロエ嬢」

「はい、身に覚えがございません」

　マルスラン殿下の問いにきっぱりと否定の言葉を告げると、リオネルはキッとこちらを睨むように視線を向けた。

「嘘うそを吐つかないでくださいっ。現にミレーヌ嬢は貴女あなたに虐いじめられたと、涙なみだを流して悲しんでいたのですよ！」

「ハハハッ」

「っ……！」

　突とつ然ぜん笑い出したマルスラン殿下にリオネルがビクリと肩かたを震ふるわせた。その様子を気にも留めずにマルスラン殿下が穏おだやかな笑みを浮かべながら話を続ける。

「ブリュノワ王国では被ひ害がい者しやの証言だけで断罪し得る証拠になるのか。それだったら示し合わせれば、いくらでも罪人を捏ねつ造ぞうできちゃうね。凄すごいね、ブリュノワ」

「我が国を侮ぶ辱じよくするのですか!?」

　王国の名を口にしたマルスラン殿下の発言には流石さすがにカチンと来たようで、リオネルが眉まゆを吊つり上げて抗こう議ぎの声をあげた。

　それに対しマルスラン殿下は全く動じることなく、楽しそうな笑みを消すことはない。

「ああ、ごめん。ちょっと口が過ぎたね。でも考えてもごらんよ。元々クロエ嬢は、レオナール殿下の婚約者でグリモワールの正統な継承者という立場でもあった。全すべてを持っているクロエ嬢がミレーヌ嬢を虐待する理由って何？」

「それは、美しいミレーヌ嬢を妬ねたんでとか……」

「フフッ。ミレーヌ嬢に会ったことはないけど、今君の目の前にいるクロエ嬢よりも彼かの令嬢の方が美しいと言えるの？」

「それはっ……」

　リオネルが真顔でじっと私を見つめる。ミレーヌの熱ねつ烈れつな信者ならマルスラン殿下の質問を即そく座ざに否定して然しかるべきだろうに。

「……外見はともかく、ミレーヌ嬢のグリモワールの力が優すぐれているからとか」

　グリモワールについてはあまり言げん及きゆうしたくはないのだけれど。能力については幼いころからずっと他人に見せないようにしていたし。

「ブルジェ殿どの。能力が低いなら余計に、王太子の婚約者と正統な継承者の座を捨てる危険を冒おかすとは思えないけど？」

「……」

「君はこの機会に、一度曇くもりなき眼まなこでクロエ嬢の人となりを見み極きわめるべきだ」

「クロエ嬢の、ですか？」

「ああ。大人の男なんだから、何が正しくて何が正しくないか、自分の目と耳と頭で判断するんだ。第三者の言葉ほど当てにならないものはない。君も将来為い政せい者の補ほ佐さという立場に従事するなら、他人の言葉を鵜う吞のみにせず、それが自分を正当化する歪ゆがんだ内容ではないかを常に疑ってかかったほうがいい。こうして君に告げている私自身の言葉も含ふくめてね」

「私は……」

　リオネルが言葉を詰つまらせて俯うつむいたところで、ずっとマルスラン殿下の後ろで物ぶつ騒そうな表情を浮うかべていたエルネストが口を開く。

「殿下、発言をお許しください」

「ああ、いいよ」

「ブルジェ殿。私はダルトワ帝てい国こく騎き士し団の副団長を務めております、エルネスト・イベールと申します。一つお伺うかがいしたいのですが」

「なんでしょうか」

「ブリュノワ王国の王おう侯こう貴族には罪人でもないか弱い娘むすめを寄ってたかって力の強い男が傷つける趣しゆ向こうでもあるのでしょうか？」

「な……、いえ、ございません。しかしクロエ嬢は罪を……」

「罪は不確定です。だがそれはそれとして、罪の有う無むにかかわらず然るべき公式の刑けいでもないのに衆しゆう人じん環かん視しの中で被ひ疑ぎ者しやを傷つけるのは単なる私刑リンチではないのですか？」

「それは……」

　リオネルが再び俯いて唇くちびるをギュッと噛かみ締しめた。反論できないということは私刑だったという認識があるのだろうか。

　そしてエルネストはというと、一見淡たん々たんと話しているように見えるけれど、マルスラン殿下の陰かげで固く握にぎり締められた拳こぶしが震えている。私が傷つけられたことに憤いきどおってくれているのだろうか。もしそうであれば嬉うれしい。

「なあ、エルネスト。今この場でブルジェ殿だけを問い詰めても仕方がない」

「確かにそうですね」

「お前の気持ちは痛いほど分かるよ。ここはとりあえず我が慢まんしてくれないか」

「……承知しました」

　黙だまってじっと聞いていたマルスラン殿下の説得に、エルネストが表情を消して引き下がった。

「そしてブルジェ殿」

「はい」

「貴国へ戻もどっても、クロエ嬢じようがこの国にいることを黙っていてくれないだろうか」

「……理由をお伺いしてもよろしいでしょうか」

「理由かぁ。……驚おどろかせたいから、かな」

　ああ、マルスラン殿でん下かが何かよからぬことを企たくらんでいる気がする。

「そ、そうですか。もし報告したらどうなさるおつもりですか？」

「別にどうもしないよ。君の立場も理解できるし。だけど今日私が言ったことに、少しでも思うところがあるならば黙っていてくれると嬉しいな」

「承知しました。少し……考えさせてください」

「頼たのむね」

「はい……」

　マルスラン殿下が大きく頷うなずいて言葉を続ける。

「それでは婚こん約やく披ひ露ろうパーティーを楽しみにしているよ。ブルジェ殿も旅の疲つかれが癒いえるまで、しばらくこの城に逗とう留りゆうされるといい」

「過分なご配はい慮りよ、ありがとうございます」

　こうして会合が終しゆう了りようしてリオネルが応接室を出ていった。

　私たち三人だけが応接室のテーブルを囲んでいる中で、突然マルスラン殿下が私に告げる。

「一か月後の婚約披露パーティーには、クロエ、君に同どう伴はんしてもらおうかと思っているんだけど、どうかな？」

「……え？」

　マルスラン殿下の言葉の内容があまりに信じられないもので、一いつ瞬しゆん耳を疑ってしまった。

「私が殿下についてブリュノワ王国へ行くということですか？」

「うん」

　マルスラン殿下がニコニコと笑いながら頷いた。

　あの婚約破は棄きの日の屈くつ辱じよく的な体験を思い出し、思わず眉まゆ根ねを寄せてしまう。ある程度自分が仕向けた部分もあるけれど、魔法攻撃に加えて力ずくの拘こう束そくまで受けるとは思っていなかったし、あれは結構痛かったし……。

　何よりもレオナール殿下やミレーヌ、そして側近たちの顔を見るのは気が進まない。一体なぜマルスラン殿下は私を同伴したいのだろうか。

「理由をお伺いしてもよろしいですか？」

「うーん、そうだな。面おも白しろそうだから？」

　あー、なんだか既き視し感かん。段々このマルスラン殿下という人が分かってきた気がする。この人は私が思っているよりもかなりお腹なかが黒いのではないだろうか。

「同伴とはどういった立場としてでしょうか？」

「勿もち論ろん、親しい友人としてだ。なんなら婚約者としてでも構わないけど？」

「マルス、何をっ……！」

「マルスラン殿下。ご冗じよう談だんが過ぎます」

　エルネストと私が同時に突つっ込んでしまった。婚約者などとんでもない話だ。冗談にしても質たちが悪い。

「あながち全てが冗談というわけでもないんだけどなぁ。……まあいいか。それでどうだろう。承しよう諾だくしてくれるととても嬉しいんだけどな」

「わ、分かりました。ご一いつ緒しよさせていただきます。そのときは眼鏡めがねを……」

「ありがとう、クロエ！　嬉しいよ！　ぜひとも一番美しい君を見せよう。いやあ、今の君を見たらあのアホ……失礼、頭の残念な王侯貴族たちは腰こしを抜ぬかすだろうね。楽しみだなぁ。ワクワクするよ」

「は、はぁ……」

　マルスラン殿下はそれは嬉しそうに笑っている。何がそんなに楽しいというのか。

　それにしても自作眼鏡の出番はどうやらなさそうだ。着き飾かざったら王太子殿下もミレーヌも私のことが分からないのではないだろうか。

「出発は一か月後だ。それまでは皇宮に滞たい在ざいしてくれると嬉しいんだけど」

「そうですね……」

　しばらくアンの解かい呪じゆを進めてから魔ま道どう具ぐの素材集めをしようと思っていたから、すぐに活動を始めるつもりはなかった。それにできることならフォルバック都内にある図書館も見ておきたい。

　アンの解呪は静かな場所ならどこでもできるから、皇宮で腕うで輪わの解呪を進めつつしばらく図書館通いをするのもいいかもしれない。

　占せん術じゆつ士しのエヴラールさんは魔道具の素材に関する情報は持っていないだろうか。一度話を聞いてみようか。──よし、決めた。

「承知しました。お言葉に甘えて、しばらく皇宮に滞在させていただきます。ただ、行動の自由は認めていただきたいのですがその点は大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「ああ、構わないよ。ただ皇宮の外に出るときはエルと一緒に行動してほしいかな。護衛としてね。トラブルが起きても、なるべくグリモワールの力は使わないほうがいいだろうからね」

　確かに帝都の街中でグリモワールの行使はしたくない。通常の魔法でないのは見る人が見れば分かるし、誰だれが見ているかも分からない。

「お気き遣づかいありがとうございます。ちなみに殿下、使者のブルジェさまも皇宮に滞在なさるのでしょうか？」

「ああ。彼にも街の宿から皇宮のほうへ移ってもらうつもりだ。何か不都合があるかい？」

「いえ……」

　皇宮に滞在するのであればそのうち顔を合わせることもあるかもしれない。とりあえず部屋へ戻ろう。今日はなんだか疲れてしまった。
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　私がミレーヌ嬢に出会ったのは今から三年前の十四歳のときだった。表情がくるくると変わるさまがまるで小動物のようで、他ほかの貴族令嬢のように取り繕つくろわない態度がかえって好ましく思えた。

「貴方あなたがリオネルね。私はミレーヌというの。よろしくね」

「よろしくお願いします。ミレーヌ嬢」

「ウフフッ。呼び捨てでもいいのに。ねえ、リオって呼んでもいい？」

「ええ、構いませんよ」

　知り合ってしばらく経たったある日、普ふ段だん朗ほがらかなミレーヌ嬢が学園の中庭でしくしくと泣いているところを見かけた。その姿を見てすぐに慰なぐさめなければと考えて声をかけた。

「実は屋や敷しきではいつも姉に虐いじめられているの……。今日は言うことを聞かないと食事を食べさせないと脅おどされて……。ほら、ここの所をぎゅっと抓つねられてとても痛かったの……」

　ミレーヌ嬢が指を差したのは自身の左腕の上じよう腕わん部だった。なるほど一部分がかなり赤くなっている。姉きよう妹だい喧げん嘩かで体たい罰ばつとは度が過ぎる。

「……なんて酷いことを。赤くなっているじゃありませんか。一体何を強要されたのですか？」

「貴方たちと仲よくしちゃいけないって……。私、そんなの嫌いやっ。皆みんな大切なお友だちだもの！」

　ミレーヌ嬢はそう言ってまたしくしく泣き始めた。ミレーヌ嬢が言う「貴方たち」というのは、レオナール王太子殿下を始め、私やアランやトリスタンといった王太子殿下の側近である我われ々われのことだ。

　学園に入ったばかりのミレーヌ嬢は何かと他の女子生徒たちに目を付けられることが多く、レオナール殿下や我々側近が悪意からミレーヌ嬢を守っていたのだ。

　まだ十二歳のいたいけな少女に対して、年上の令嬢たちが意地の悪い言葉を向けてくるそうだ。だからこそ我々が守ってあげないといけないというのに……。

「何と傲ごう慢まんな！　貴女あなたの姉上はクロエ嬢でしたね。私が抗こう議ぎしてきます！」

「待って！　いいの。そんなことをしたら、ますます屋敷で虐められるわ。私はリオが側そばにいてくれればそれでいいの」

「ミレーヌ嬢じよう……」

「こんな私でも守ってくれる？」

「勿論です！」

　袖そでを握にぎられたうえに、縋すがるような眼まな差ざしを向けられて頬ほおが緩ゆるむ。クロエ嬢には腸はらわたが煮にえくり返る思いだったが、優やさしいミレーヌ嬢は事を荒あら立だてないでほしいと言う。私はなんとか怒いかりを飲み込んでミレーヌ嬢の守護に徹てつすることにした。その後無事に殿下の婚約も破棄され、全すべてが丸く収まったと思っていた。ところが……。




「ブルジェさま、お久しぶりでございます。クロエです。その節はお世話になりました」

　なぜクロエ嬢がこんな所ダルトワ帝国にいるのかと混乱した。

　使者としてダルトワ帝てい国こくに参じ、マルスラン皇太子殿でん下かとの会合で同席した女性の美しさに目を奪うばわれた。どう考えてもこれまでは意図的に隠かくしていたのではないかと思われるその美び貌ぼうに、クロエ嬢の真意を測りかねる。一体何のために隠す必要があったのだろう。隠さねばレオナール殿下とて心変わりなどしなかったかもしれないのに。

「ブリュノワ王国では被害者の証言だけで断罪し得る証しよう拠こになるのか。それだったら示し合わせれば、いくらでも罪人を捏ねつ造ぞうできちゃうね。凄すごいね、ブリュノワ」

　マルスラン皇太子殿下のこの発言に思わずカッとなってしまった。ブリュノワ王国への侮ぶ辱じよくとも取れる言葉だ。だがそのあとにクロエ嬢がミレーヌ嬢を虐ぎやく待たいする理由について問いかけられるも、ろくな返答が浮うかばない。

「何が正しくて何が正しくないか、自分の目と耳と頭で判断するんだ。第三者の言葉ほど当てにならないものはない。君も将来為い政せい者の補ほ佐さという立場に従事するなら、他人の言葉を鵜う吞のみにせず、それが自分を正当化する歪ゆがんだ内容ではないかを常に疑ってかかったほうがいい」

　マルスラン殿下の言葉に愕がく然ぜんとした。目から鱗うろこが落ちる思いだった。私がずっと信じていたミレーヌ嬢の言葉は果たして真実だっただろうか。思い返せば過去三年間、クロエ嬢に話を聞こうとすれば必ずミレーヌ嬢に止められて、クロエ嬢本人から事情を聞くことは一度もできていなかったことに気付いた。

　私は虐待の事実の真しん偽ぎが分からなくなった。自分の目で見たのは初めて虐待の事実を聞いたときの、ミレーヌ嬢の上腕部に残された赤い痕あとだけだ。そして自分の耳で聞いたのはミレーヌ嬢の言葉のみ。

（もし、ミレーヌ嬢の言葉が真実でなければ？　クロエ嬢がミレーヌ嬢を虐待していなければ？）

　たとえそうでなかったとしても我々があの夜クロエ嬢にした仕打ちは、力ある者がか弱き女性に寄ってたかって容よう赦しやなく行った私し刑けいだ。イベール殿どのに指し摘てきされるまでは考えもしなかった。

（何が正しくて何が正しくないのか、か……）

　会合が終わってからも、私は混乱の極きわみにいた。そしてもう一度クロエ嬢と話して真偽を確かめたいと思った。クロエ嬢にとっては二度と見たくない顔だろうが。




　三日ほど皇宮に滞たい在ざいさせてもらうことになった。旅の疲つかれを癒いやすようにというマルスラン皇太子殿下の厚こう意いによるものだ。

　ダルトワ帝国は何もかもが我が国と違ちがっていて戸と惑まどってしまう。使者である私に対する対応もそうだが、何より陛下と皇太子殿下の人ひと柄がらによるものだろうか、皇宮の使用人たちの勤務態度や心構えが全く違うのが伝わってくる。使用人とはいえ貴族も交ざっているだろうに、一いつ切さいの驕おごりを見せない。

「これがダルトワ帝国なのか……」

　身分を問わず他人を尊重するという姿勢──ブリュノワ王国はどうだろうか。宰さい相しようである我が父はどうだろうか。貴族たちはどうだろうか。思い返せば何もかもが違う気がしてくる。考えれば考えるほど、頭の中はさらに混乱を極めていく。

　皇宮に滞在して体の疲れを癒す間に、私は与あたえられた客室で国に持ってかえる報告書を書くことにした。途と中ちゆうまで書き進めて、ふとペンを握る手が止まる。頭の中にクロエ嬢の存在を伏ふせておいてほしいというマルスラン殿下の言葉が蘇よみがえる。

　そのような願いを聞く義理はない。自分の職務を忠実に遂すい行こうすべきだ。自分で見聞きしたことをそのまま報告書に書くべきだ。だが……。

『今日私が言ったことに、少しでも思うところがあるならば黙だまっていてくれると嬉うれしい』

　再びマルスラン殿下の言葉が頭をよぎる。思うところ──そんなもの大いにある。国に対して忠実であるべきか、人とはこうあるべきという自分の理想に忠実であるべきか。導き出される答えが一いつ致ちすればいいのだが、それらがどうにも食い違い煩はん悶もんする。

　ミレーヌ嬢と出会ってからの三年間は情に流されていたのかもしれないという自覚がある。だがこんな私でも理想とする人間像というものがある。そしてその理想に悖もとる行こう為いをしてしまった自覚もある。やってしまったことが帳消しになるとは思わないが、これから先は間違えたくない。

　まず虐待の事実の有う無むを知りたい。ミレーヌ嬢の言葉が真実だったのかどうか。愛いとしいミレーヌ嬢の言葉を疑いたくないという思いはあるが、どうしてもマルスラン殿下の忠告が棘とげのように胸に刺ささるのだ。

　思考とともに報告書の上で止まってしまったペンを一度置いて、頭を冷やすために皇宮内にある図書室へと足を運ぶことにした。




　図書室へ入ってみると、窓まど際ぎわの席に、本に向かって一心に視線を走らせる美しい女性が座っているのに気付いた。クロエ嬢だ。

　丁度いい機会だと思った。ミレーヌ嬢から聞いた言葉についてどうしても尋たずねてみたい。──嫌けん悪おの目を向けられるのを覚かく悟ごで、目の前の美しい女性に声をかけることにした。

「クロエ嬢、読書の邪じや魔まをして申し訳ありません。今お時間をよろしいですか？」

「まあ、ブルジェさま。構いませんよ。ここは図書室ですが、声を落としてお話しになるなら問題ないでしょう」

　クロエ嬢の言葉を聞いて、これまでほとんどと言っていいほどクロエ嬢と二人だけで会話を交かわしたことがなかったという事実に気付いた。

　こうして実際に話してみるといろいろと違い和わ感かんを覚える。クロエ嬢の落ち着いた穏おだやかな声や言葉選び。場を弁わきまえた細やかな配はい慮りよ。この三年間全く想像もしなかった姿だ。

　これまで私の中で作り上げた、想像の中のクロエ嬢の姿や態度とは一切重ならない。ミレーヌ嬢の言葉だけで培つちかわれたクロエ嬢の人物像にピシリと皹ひびが入る。これが自分の目と耳と頭で判断しろという意味なのか。

「貴女はミレーヌ嬢に虐待をしていないと断言しましたよね。だがミレーヌ嬢は常々貴女に虐しいたげられていると言っていました。私はどちらが真実なのか分からなくなってきたのです。そこで貴女の言葉も聞かせてもらいたいと思って声をかけさせていただきました」

「ブルジェさま、まず先にお聞かせください。具体的にミレーヌは私に何をされたと言っていたのでしょうか？」

「初めて聞いたのは、レオナール殿下や私たち側近と仲よくするならば食事を与えないということでした。そして責めるように貴女に抓つままれたという、ミレーヌ嬢の上じよう腕わん部についた赤い痕を見ました」

　私がそう言うと、クロエ嬢はフッとなにやら可笑おかしそうに笑えみを零こぼした。

「まあまあ。ミレーヌはそのようなことをしていたのですね。ブルジェさま、夜会のときには聞かれなかったので申し上げませんでしたけれど、私にミレーヌの食事に関して与よ奪だつの権利はありませんわ」

「……どういうことでしょうか？」

「私は母が亡なくなった八歳のときから、公こう爵しやく家邸てい内ないで一切食事を与えられておりませんから」

「…………は？」

「これまでずっと、私は父である公爵からも使用人からも空気のように扱あつかわれておりました。一切の世話をされず、食事も与えられませんでした」

「そんな馬ば鹿かな！」

　信じられない事実を聞かされて思わず大きな声を上げてしまった。それが本当ならミレーヌ嬢は……。

　そんな私を、クロエ嬢じようは人差し指を小さな唇くちびるに乗せて窘たしなめる。

「しぃっ。……声を落としてくださいませ」

「す、すみません。しかしそのようなことがあり得るはずが……」

「いえ、実際そうだったのです。公爵家の中では私の存在はないものとして扱われていました。ですから私は、食事は自分で勝手に作り、身の回りのことは自分で済ませてきましたの」

「そんな馬鹿な……」

　私の呟つぶやきにクロエ嬢は苦く笑しようしながら首を左右に振ふった。

「父の愛情を感じたこともなく、ミレーヌは私の顔を見るたびに感情的に挑ちよう発はつしてきました。ですから私はなるべく家族とも使用人とも関かかわらないように、これまで暮らしてきたのですよ」

「なんということだ……」

　驚きよう愕がくの事実だ。そこで私は再び考える。クロエ嬢の言葉が真実かどうか。

　ミレーヌ嬢の言葉、クロエ嬢の言葉、両方を思い浮かべ、学園で見かけたときのクロエ嬢の姿と重ね合わせる。一人寂さびしく本を読んで他人を寄せ付けないクロエ嬢の様子。そしてクロエ嬢を問いただそうとするのを止めるミレーヌ嬢。一体どちらに違和感を覚えるか。

　クロエ嬢の言葉を偽いつわりと判断するには、あまりに荒こう唐とう無む稽けいな内容だ。クロエ嬢の言うことが真実ならば、虐ぎやく待たいされていたのはクロエ嬢ということになる。これは公爵家の使用人を一人捕つかまえて真実を聞き出せば、すぐに分かることではないだろうか。

　クロエ嬢が愕がく然ぜんとする私に穏やかに尋たずねる。

「ブルジェさまには私が短たん慮りよで感情的な人間に見えますか？」

「……正直なところ見えません」

「そうでしょうね。無感情で無表情だと言われて父に厭われていたくらいですから」

　確かにそうだ。感情的で短慮と言えばむしろミレーヌ嬢に当てはまる印象かもしれない。かつて学園で目にしてきたクロエ嬢が感情を剥むき出しにした様子を見たことは一度たりともない。

「これ以上ブルジェさまにお話しできることはございません。あとはブルジェさまご自身がミレーヌと話したり、他ほかの方と話したりして判断なさってはどうでしょう？」

「信じてくれ、とは言わないのですね」

「ええ、そのような言葉は無意味ですから。ブルジェさまには私を信じなければならない義務はないでしょう？」

「それはそうですが……」

　フフフと穏やかに微笑ほほえむクロエ嬢を見て、この三年間に築き上げたクロエ嬢の虚きよ像ぞうがすでに完全に消えてなくなっていることに気付いた。と同時にミレーヌ嬢に対する不信感が生じる。

「あの、クロエ嬢……」

「はい」

「虐待の真しん偽ぎがどうあれ、我々が貴女あなたに対して行ったことは、人として恥はずべき行こう為いでした。あのときは頭に血がのぼってどうかしていました。許してもらえなくても仕方がありませんが、どうか謝罪させてください。……申し訳ありませんでした」

「ブルジェ様……。私のことはもういいのです。けれどこれからはきちんと証言や証しよう拠こを精査した上で真偽を見み極きわめてください」

　そう言ってクロエ嬢は少し困ったように笑みを浮かべた。

　クロエ嬢がもう必要がないと言ったとしても、帰国したら早さつ速そく虐待についての真偽を調査してみようと心に決めた。
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「最近のリオネルは、なんかおかしいよねぇ」

　なぜか王太子の執しつ務む室のソファで雑談を始めた、俺の側近で魔道士であるアランが呟いた。俺も同感だ。帝てい国こくから戻もどってきてからというもの、どうもリオネルの様子がおかしい。

「そうか？　俺にはいつものくそ真面目まじめな男にしか見えないが」

　アランの言葉に騎き士しのトリスタンが反論した。リオネルがくそ真面目ならトリスタンはくそ鈍にぶい男だ。

「トリスタンは鈍いから気付かないだけだよ。リオネルったら、殿でん下かとミレーヌ嬢の婚こん約やくが決まってからもずっと近くにいたのにさ。最近は一人でなんかこそこそ調べ物してるみたい」

「そうだったのか。気付かなかった」

「君ってほんっと鈍いよね。どうやらリオネルはルブラン公爵家のことを調べてるみたいなんだよね」

「そんなのミレーヌ嬢に聞けば済む話じゃないか」

「そうしないから怪あやしいって言ってるの。もしかしたら帝国でなんかあったんじゃないかと思うんだよね」

「そうか？」

「……」

　俺はアランとトリスタンの会話をずっと黙だまって聞いていた。アランの言っていたことは俺が感じていたことと概おおむね同じだった。だがリオネルがルブラン公爵家のことを調べていたのは知らなかった。

　もしかして不正の事実でもあったのか？　もしそんなものがあってもミレーヌの実家の不ふ祥しよう事じなら俺が揉もみ消すが。

「クロエの行方ゆくえは誰だれも知らないのか？」

「僕は知りませんね。トリスタンは何か知ってる？」

「いや、私も存じ上げませんね。この国にはいないのではないですか？　どこかで野垂れ死にしているのではないでしょうかね」

「……」

「どうしたんです？　殿下」

「いや……」

　別にあの女がどうなろうと知ったことではない。元婚約者といっても何の交流もなかったし、いないものとして扱っていた。だが命まで奪うばおうとは思っていなかった。まさか本当に野垂れ死にしているのではないだろうな。

「ねえねえ、何のお話？」

「ミレーヌ」

「「ミレーヌ嬢！」」

　ミレーヌが執務室にやってきたことで俺の思考は遮さえぎられた。別に今さらクロエがどうなろうと構わない。俺には愛するミレーヌさえいてくれればいいのだ。俺の隣となりに座るミレーヌの肩かたを抱だき寄せて耳元で優やさしく囁ささやく。

「どうした？　妃きさき教育はもういいのか？」

「あんなのもううんざり！　私、頭を使わなくても笑え顔がおがあれば大たい概がいのことは乗り切れると思うのよね」

　悪びれない笑顔が可愛かわいい。……可愛いのだが、一応妃教育は真面目に受けてくれないと宰さい相しようが煩うるさいのだがな。最初のころはひたすらその天てん真しん爛らん漫まんさが可愛かった。だが最近はたまに、本当にたまにだがイラッとするときがある。

「ミレーヌ。俺の妃になるなら妃教育は真面目に受けてほしいんだがな」

「私がカチコチの堅かた苦くるしい女になってもいいの、レオさま？」

「それとこれとは別の話だ」

「……レオさま、最近冷たいのね。私、マリッジブルーなのに……」

「そ、そうなのか？」

「ええ……。あんまり冷たいと私泣いちゃうんだから」

「そうか、ミレーヌ、すまない」

　こうして今日も釈しやく然ぜんとしない気持ちが胸の片かた隅すみに溜たまっていく。可愛いから全すべてを許したい。そう思う一方で、俺だって王としての教育を真面目に受けているのにと不満に思う気持ちがある。父上のように傀かい儡らいの王などと言われないために。

　だがミレーヌの言葉はそんな俺の努力をも否定する言葉だ。ミレーヌは努力をする俺をも堅苦しい男と嘲あざ笑わらうのだろうか。

　クロエ──そういえばあの女は妃教育だけは毎日真面目に受けていたようだった。それに学園に入る前の幼いころ、俺が教師に褒ほめられたことを聞いたときには、自分のことのように喜んでくれていた気がする。いまさらどうでもいいことだが。

　ミレーヌとの婚約に関してはなんの後こう悔かいもないはずだった。ほんの僅わずかな不満が胸の奥に少しずつ積もっていっていることに気付き始めていたが、このときは些さ細さいな不満などミレーヌを愛する気持ちで打ち消すことができると思っていた。
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　いよいよ婚約披露パーティーの日が訪おとずれた。私たちはアンの背中に乗って、文字通りひとっ飛びでブリュノワ王国に到とう着ちやくすることができた。ひと目につかない場所で降りてマルスラン殿下が借りきっている王都の宿へと向かった。

　今回は移動の都合もあって、マルスラン殿下の護衛は公式的にはエルネストだけだ。けれど実際は、パーティーに出席する五人全員が護衛たり得る強さなので、少数でも全く問題はない。

　マルスラン殿下が王都に宿を取ってくれたのは正直ありがたかった。この国にあまり長居はしたくないし、パーティーが終わったらすぐに立ち去りたい。王宮に滞たい在ざいなどもってのほかだ。

「いよいよ今夜だね。着き飾かざった君の姿を楽しみにしているよ。じゃあ、またあとでね」

　嬉うれしそうな笑みを浮うかべるマルスラン殿下と客室の前で別れて、自分たちの部屋へと向かった。私とハルとアンが同じ部屋、マルスラン殿下も安全のためにエルネストと同じ部屋に滞在することになっている。

　そして別の部屋には先行して到着していた帝国の侍じ女じよたちが滞在していて、私の着付けなどの準備を手伝うことになっている。

「クロエさまはとてもお美しいですわ。マルスラン殿下の婚約者でないのがほんっとうに残念でなりませんわ！」

「まるで現世に舞まい降りた女め神がみのようですわ……。私、倒とう錯さくした世界に堕おちてしまいそう……」

「あ、ありがとう」

　陽ひが沈しずむ前にドレスや化け粧しようの準備に取り掛かかってくれた侍女たちが、口々に私を褒めてくれた。あまりにも手放しで褒められるので、なんだか恐きよう縮しゆくしてしまう。

　鏡を見ると、透とう明めい感かんのある青い生き地じで仕立てられたドレスが私の緋ひ色いろの瞳ひとみと銀の髪かみによく合っている。腰こしの辺りのドレープで私の小さな腰が少しだけボリュームアップされている。そして胸むな元もとはかなり開いていて、白い胸が強調されている。……何とも心こころ許もとない。




　準備を終わらせて宿のエントランスでマルスラン殿下とエルネストに合流した。私の姿を見た二人の反応があまりにちぐはぐで戸と惑まどってしまう。

「クロエ……。ああ、なんて美しいんだ。今夜の主役は間ま違ちがいなく君だよ。会場に到着したら君のことを自じ慢まんして回ることにしよう」

「確かにとても綺き麗れいだ……。だがアクセサリーはエメラルドよりもサファイアのほうがいいんじゃないか？」

　手放しで褒めたたえるマルスラン殿下に対して、眉まゆを顰ひそめるエルネストを見て、段々不安になってくる。もしかして似合わないのだろうか。

「おいおい、エルネスト。やっかむなよ。ドレスが青なのにサファイアは微び妙みようだろう。というか、ドレスが君の瞳の色なんだからアクセサリーくらいはエメラルドでもいいだろう？」

「……俺は別にそんなつもりで言ったわけじゃない。すまない、クロエ。今夜の君は凄すごく綺麗だと思う。ただ、その、あんまり笑顔にはならないほうがいい。害虫が」

「ああ、クロエ。美しい君を精々この国の貴族たちに見せつけてやろう。エルネストの言うことは気にしなくていいから」

「あの、主役はミレーヌとレオナール殿でん下かなので……」

「いや、クロエ、君だよ。ああ、楽しみだ！」

　アンとハルは控ひかえめなドレスを着用して、私の側そば付つきの侍女として参加することになっている。けれど二人ともシンプルなドレスにもかかわらずとても美しい。色気なんて私に比べるとかなりのものだ。幼女のアンですら私よりも色気があるのではないかと思う。




　それから私たちは王宮の夜会会場へと馬車で向かった。

（いよいよだわ……。はぁ、憂ゆう鬱うつ……）

　会場の前で馬車から降りて、マルスラン殿下の腕うでに手を添そえる。それにしても今日の殿下とエルネストは一段と格好いい。慎つつましやかな紺こん色いろの王族の礼服がマルスラン殿下の色気を引き立たせていて、表情に浮かべる笑みもいつもより五割増しくらいに蠱こ惑わく的だ。

　対してエルネストはきりりと表情を引き締しめたまま笑みを浮かべることもなく、静かにマルスラン殿下のあとについている。けれど深いグレーの騎き士し服がエルネストの色気を強調してみせている。笑みがなくとも氷のような眼まな差ざしを向けられた令れい嬢じようは心を射い貫ぬかれてしまうだろう。

　私の呼吸で緊きん張ちようを感じ取ったのか、会場に入る直前でマルスラン殿下が耳元に口を寄せて囁く。

「大だい丈じよう夫ぶだから、怖こわがらないで。君は何も悪くないのだから、堂々としていていいんだよ」

「はい……」

　マルスラン殿下にエスコートされて会場に入ってすぐに、ざわめいていた会場が静まり返った。貴族たちの視線が私たちに一いつ斉せいに注がれている。

　そんな中、真正面に一段と豪ごう華かに着き飾かざったレオナール殿下とミレーヌが並んで立っていた。ミレーヌはこれでもかというほどに宝石をちりばめた薄うす紫むらさきのドレスを身に着けている。流石さすが主役といった感じのゴージャスな二人は、キラキラとしてとても目立っていた。

　そのレオナール殿下とミレーヌの視線も会場入りした私たちに向けられていた。そしてミレーヌは一いつ瞬しゆん頬ほおを染めたのち、私に向かって射貫くような鋭するどい視線を向けた。

　婚こん約やく披ひ露ろうをするレオナール殿下とミレーヌのもとへ、主しゆ賓ひんでもあるマルスラン殿下と一いつ緒しよにゆっくりと歩みを進める。踏ふみ出す足が鉛のように重く感じる。

　ふと、主役の二人を見守るように奥に静かに佇たたずむ壮そう年ねんの男性が視界に入る。その男性はミレーヌを見守っていた視線を私に向けた。

（お父さま……）

　ミレーヌの婚約披露パーティなのだからお父さまがいてもおかしくはない。けれどやはり顔を合わせるのはつらかった。私に気付いているのかは分からないけれど、お父さまの表情に変化は見られない。

（私がクロエだと気付いているかしら……。フ……今さらそんなこと気にしても仕方ないわよね）

　お父さまのほうに気を取られて気付かなかったけれど、私たちの行く先に佇むレオナール殿下の目は私に向かって大きく見開かれていた。口が半開きになっている。

　そしてレオナール殿下の隣となりに立ってその腕に手を添えるミレーヌも、マルスラン殿下とエルネストを交こう互ごに見て頬を染めてぼうっとしている。まるで二人とも互たがいの婚約者のことを忘れているかのようだ。

　マルスラン殿下はレオナール殿下の前に進んだあと、余よ所そ行ゆきの笑えみを浮かべて祝辞を述べる。

「レオナール殿下、ルブラン公こう爵しやく令嬢。ダルトワ帝てい国こく皇太子のマルスラン・ダルトワと申します。お初にお目にかかります。この度たびはご婚約おめでとうございます。お二人の将来に幸あらんことを心から願っております」

「あ、ありがとう、ございます。マルスラン殿下におかれましては、今夜のパーティーのために遠路はるばるお越こしくださったことを心から嬉しく思います。どうかごゆっくりおくつろぎください」

「そうさせていただきます」

　レオナール殿下が挨あい拶さつを交かわしながら、ちらちらとこちらに視線を向けて僅かに動どう揺ようしているのが伝わってきた。

「それで、マルスラン殿下。恐おそれ入りますが、よろしければお連れのご令嬢をご紹しよう介かいくださいませんか？」

　レオナール殿下の願いを聞いて、マルスラン殿下がこれ以上ないというくらいの極ごく上じようの笑みを浮かべた。これは何か企たくらんでいる顔だ。

「彼女は私の親しい友人、クロエ嬢です」

「クロエだと……！　まさか、いや、そんな……」

「彼女はこのパーティーに出席するのを遠えん慮りよしたいと固辞していたのですが、私が説得して無む理り矢や理りついてきてもらったのですよ。私にとってとても大切な人ですから、どうぞよろしくお願いいたします」

「大切な、人？」

　目を大きく見開いたまま、レオナール殿下が固まってしまった。二の句が継つげずに口をはくはくと動かしている。

　一方私の名前を聞いたミレーヌは顔を真っ赤に染めていた。どうも私に対して憤ふん慨がいしているように見える。

「なぜお姉さまが帝国の皇太子殿下の隣にいらっしゃるのかしら？　もはや貴族でもない平民のお姉さまが」

　ミレーヌが頭を後ろに反らして私のことを睨にらみつける。

「ルブラン嬢、クロエ嬢は私が帝国に招待したのですよ」

「なんですって……」

　マルスラン殿下の言葉にミレーヌが愕がく然ぜんとしたように呟いた。そして私に対して敵てき愾がい心しんを隠かくしもしないミレーヌの隣で、レオナール殿下が未いまだ呆ぼう然ぜんと私を見つめている。

「クロエ、なぜ君は……」

「失礼ですが殿下、クロエ嬢は私にとって大切な人です。名を呼び捨てるのはやめていただきたい」

「いや、しかし、彼女は私の……」

「ええ、元、婚約者ですね。存じております。彼女との婚約を破は棄きしてくださった殿下には感謝の念に堪たえません。私にとっては実に僥ぎよう倖こうでした」

「クロエ……嬢のその外見は。なぜ隠して……」

「ほんと、いやらしいったらないわ！　平民の分際で高貴な男性を二人も侍はべらせて！」

「はべ……」

　こんな公式の場で何という下品なことを言うのだろう、この妹は。王おう妃ひ教育で慎つつしみ深くあれと教育されていないのだろうか。お母さまが生きているときにあんなに注意されていたというのに。

　ミレーヌの言葉を聞いたマルスラン殿下とエルネストの周囲の温度が二、三度は下がった気がする。エルネストがまた冷気を漏もらしているのではないだろうか。

　同じくアンとハルも笑顔を保ったまま冷ややかに怒おこっているのが伝わってくる。

「ルブラン嬢、貴女あなたの言葉を私の大切な人を侮ぶ辱じよくする言葉と受け取ってもよろしいですか？　私は大切なものを守るためならどんな手段をも惜おしみませんよ」

「ミレーヌ、よさないかっ！」

　マルスラン殿下の言葉を聞いたレオナール殿下が慌あわててミレーヌの口を押さえて、さらに吐はき出されようとしている言葉を制した。

「レオさま、でもっ」

「お前は戦争でも起こす気か！」

「っ……！　そんなつもりはないわ！　……フン、お姉さまがいくら見た目だけ美しく着飾っても、所しよ詮せんは張りぼてよ。無能であることに変わりはないわ。グリモワールの正統な継けい承しよう者しやは私なの。だからこの国の正せい妃ひになるのも私以外にはあり得ないのよ」

「ええ、仰おつしやる通りです。おめでとうございます、王太子殿下、ミレーヌさま」

　私の祝いの言葉を聞いたミレーヌがさらに顔を赤くした。頭から湯気を出さんばかりに憤慨しているのが伝わってくる。別に挑ちよう発はつしたつもりはないのだけれど。

「クロエ嬢じようが怯おびえているのでご挨拶はここまでとさせていただきます。今日は楽しませていただきますね」

「ああ、ミレーヌが失礼をしました。今夜はどうぞごゆっくりお過ごしください」

　私たちは一礼をして挨拶を済ませてその場を離はなれた。私はまだまだ続くパーティーを思って、大きな溜ため息いきを吐ついた。




　料理が置かれているテーブルの側そばに立って一息つく。会場にはダンスの曲が流れ始めた。皆みなマルスラン殿でん下かを護衛すべき立場なのに、なぜか私を守るように囲んで立つ。

　そんな中、アンが目の前のオードブルから料理を皿に取って、上品に口に運びながら遠慮がちに告げる。

「それにしてもお主の妹、ミレーヌじゃったか。なんと頭の悪そうな……すまん」

「いいのよ。そう思われても仕方がない言動だもの」

「残念な王太子妃ひ誕生ですねぇ。イヒヒ」

「……」

　未来の王太子妃に決まって、ミレーヌも少しは冷静な判断ができるようになったかと思っていたけれど、以前と何も変わっていない。あの様子だと、自分が環かん境きように合わせるのではなくて周囲の人たちを自分に合わせようとしているのではないだろうか。きっと「可愛かわいく笑えば大体のことは乗り切れる」とでも主張しているに違ちがいない。

「いやあ、危なかったよ。もう少しで『今度この国潰つぶしに来るね』って宣言しちゃうとこだったよ。話には聞いていたから知ってたけど、君の妹、筋金入りで……だね」

「まったくだな。あれ以上捲まくし立てるようだったら、その場で首をへし折ろうかと思っていた。まあ……にいくら説教しても無む駄だだろうしな。力で捻ねじ伏ふせたほうが早い」

　マルスラン殿下もエルネストもごにょごにょ言っているけど聞こえているから。別にはっきり言ってもいいのに。

　私たちが会話を交わしている所へ、レオナール殿下が近付いてきた。ミレーヌを伴ともなってはいない。

　何を言われるのだろう。以前ゴミ同然のように罵ののしられて国を追い出された経緯いきさつがある。私はそのときのことを思い出して無意識に身構えてしまった。

「マルスラン殿下。クロエ嬢をダンスにお誘さそいしてもよろしいでしょうか」

「……クロエ嬢さえよければ私に止める権利はありませんよ」

「……」

　マルスラン殿下が氷の微び笑しようを浮うかべて答えた。どうやらダンスのお誘いだったようだ。エルネストに至っては無言のまま冷気を漏らしている。城を氷こおり漬づけにするのは流石さすがにまずい。

　ふと、レオナール殿下が私をダンスに誘う様子を遠巻きに見ている男性たちに気付いた。トリスタンとアランの二人だ。二人は特に睨みつけているわけでもなく、何とも判断のつかない複雑な表情を浮かべてこちらの様子を窺うかがっていた。

「私でよろしければ喜んで」

「……ありがとう」

　レオナール殿下が私に向ける表情は何やら複雑なものだった。憎にくんでいるにしても、ばつが悪いにしても、私の存在など無視すればいいのに。王族からのお誘いを断るのは礼れい儀ぎに反してしまうと考えて、レオナール殿下の手を取ることにした。




　ホールの真ん中にエスコートされて片手を取られて腰こしに手を回される。ステップを一歩踏ふみ出してふと思い出す。ダンスをするのは一体何年ぶりだろう。思いに耽ふける私にレオナール殿下が恐おそる恐るといったように口を開く。

「クロエ……嬢、君は私の婚こん約やく者しやだったにもかかわらず、なぜミレーヌを虐ぎやく待たいなどしたのだ」

「お言葉ですが、殿下。私がミレーヌさまを虐待したことなどただの一度もございません」

「……ではなぜあの場で申し開きをしなかったのだ」

「私は以前申し上げたはずです。証しよう拠こはあるのですかと。ミレーヌさまと公こう爵しやく家の証言を証拠と断定される皆さまのお話を聞いて、何を申し上げても無駄だと察しましたので」

「だが真実、ミレーヌを虐待などしていなければ婚約破は棄きとて言い渡わたさなかったかもしれないではないか」

　ステップを踏みながら、そう言い募つのる殿下を見て私は大きく溜息を吐いた。

「殿下。最初に婚約破棄を断言されましたのに、申し開きを受け入れてあとで破棄を覆くつがえすことなど不可能でしょう。そのようなことをされては王族としての信しん頼らいを失いかねません。それに……」

「それに……？」

　レオナール殿下は私の表情を真しん剣けんな眼まな差ざしで見つめている。この人は私からどんな言葉を引き出したいのだろう。過ぎ去ったことをどんなに語ろうとも不毛でしかないのに。

「殿下は、私のような地味な婚約者でずっと屈くつ辱じよく的で恥はずかしかったと、そう仰おつしやいました。真実がどうあれ、ミレーヌさまと添そい遂とげると心に決められていたのでしょう？」

「それは……！」

「殿下、たとえ政略のもとに結ばれた婚約とはいえ、私たちは決して良好な関係とは言えませんでした。殿下がミレーヌさまと親密になる前は、私なりに歩み寄る努力はしていたつもりです。けれどお二人の仲なか睦むつまじい様子を見て、いつかこんな日が来ることは分かっていました」

「歩み寄っていた、と君は言うが、それならばその姿は何なのだ？　それほどに美しい姿をしていながら、なぜ私にすら真実の姿を見せなかったのだ？」

　外見で現状が変わったというなら、あの夜会における殿下の主張の正当性はどこにあるというのだろう。

「おかしなことを仰いますね、殿下。まるで私の外見如何いかんによって婚約が破棄されなかったかの仰りよう。ミレーヌさまへの虐待と、私がグリモワールの正統な継承者でなかったのが、婚約破棄の理由ですよね？」

「ああ、そうだ。だが虐待の事実がなかったのなら、他ほかに選せん択たく肢しはあった」

　私は苦く笑しようしながら首を左右に振ふった。あのとき変装を解いた私の言い分ならば聞いてくれたと？　地味な私には見向きもしなかったのに？　──そんな理由で流される相手を心から信頼などできるわけがない。そんな私の顔をレオナール殿下が切なげな表情で見つめている。

「あのころの私の言葉がいかなるものであったとしても、果たして殿下に届いたでしょうか」

「……」

「私が殿下に信じてもらえなくてもある意味仕方がないと諦あきらめていました。あのときだけでなく、ずっと昔から諦めていたのですよ、殿下」

「……見限られたのはこちらということか」

「そのような恐れ多いことを申し上げているつもりはございません。無能な私がグリモワールの正統な継承者であるはずがないと……そしてミレーヌさまを正統な継承者として判断されたのでしょう？　でしたら、私の外見がどうあれ、これ以上過去の話を蒸むし返すのは無駄なことかと」

「……そんなことは分かっている」

　レオナール殿下は、少し拗すねたような諦めたような表情で溜息を吐いて切なげな表情を浮かべた。

「殿下。もしも今日、私が以前の姿で出席したらどんな対応をされたでしょう？　こうしてダンスに誘われることもなかったでしょうし、相も変わらず疎うとまれて真実を申し上げる機会もなかったことでしょう」

「それは……」

「殿下、きっかけはミレーヌさまだったかもしれません。けれど度たび々たびの判断や行動の選択をされたのは殿下ですわ」

「そう……だな。君とこんなふうにじっくりと話したのは初めてかもしれないな。その上で君に伝えたい。私は君という女性を勘かん違ちがいしていたようだ。……クロエ嬢、立場上公おおやけに謝罪をすることは許されない。だからこの機会に私の気持ちを伝えたい。君のことを信じずにあのような無体を働いて、本当に申し訳なかった」

「殿下……」

「許してくれなくとも構わない。許されるとは思っていない。あのような暴力まで看過したのだから……いや、私も加わっていたも同然か。許されないことをしたと思う。私はこの結果を甘んじて受け入れようと思う。だがミレーヌに関しては……」

　レオナール殿でん下かが苦々しそうな表情を浮かべて話を続ける。

「これから先、正直信じることができそうにない。愛いとしいと思う気持ちもよく分からなくなってきた。だが私の思いとは関係なく、グリモワールの正統な継けい承しよう者しやであるミレーヌを王太子妃とすることは決定事じ項こうだ。覆すことはできない。……そんな苦い思いを抱いだいてこれから生きていくことも含ふくめて、私が受け入れなくてはならない罰ばつなのだろうな」

　レオナール殿下が自らの心情を吐と露ろした。恐らく後こう悔かいに打ちひしがれているのだろう殿下の心の嵐あらしなど私には理解できないし、したいとも思わない。この国の行く先がどうなろうと、もはや私には関係のないことだ。それよりも……、

「……殿下、もうそろそろ」

　いつの間にかダンスを二曲も続けて踊おどっていた。婚約者を差し置いて、王太子と二曲立て続けにダンスをするなど、本来ならばあってはならないことだ。もっと早く声をかけるべきだった。

　私の言葉を聞いたレオナール殿下が、合わせていた手に一段と力を込めて私の手を握にぎる。放さないと言わんばかりだ。けれど殿下の手の熱さに反比例するように私の心は恐ろしく冷えていた。切なげな殿下の表情を見ても何の感情も湧わかない。

「もっと君と踊りたいのだが……」

　愛しい人との待ちに待った婚約披ひ露ろうパーティーだろうに、婚約者でもない私に何を言っているのだろうか。

「そのようなお言葉をいただくなど、私などには分不相応に過ぎます。どうかミレーヌさまとお幸せに」

「クロエ……」

　殿下が唇くちびるをギュッと引き結んだあとに、名残なごり惜おしそうに私の手を放した。私は一礼をしてその場を下がる。

　レオナール殿下とのことは全すべて過去に流したつもりだった。殿下に対して恋れん愛あい感情があったわけではない。ただ、こんなことになる前に一度もきちんと言葉を交かわしていなかったことに気付いたのだ。

（殿下と話したことで、私も完全に過去のこととして振り切れたみたい。割り切っていたつもりだったのに……）

　恋愛感情こそなかったけれど、穏おだやかな関係を作るためになんとか心を寄せようとしていた相手だ。それなのに、わけのわからない冤えん罪ざいをかけられて誤解をされたまま国をあとにすることになった。自分自身の言葉で終わりを告げることができたことで心の中が晴れたようだ。

　ちらりと見ると、ダンスを踊っていた間に、殿下の側近たちがミレーヌを囲んでいた。アランとトリスタンとリオネルの三人だ。両りよう腕うでを組んだまま顔を赤くして憤ふん慨がいしているミレーヌを宥なだめているようだ。

　リオネルは無表情で静観しているようだけれど、アランとトリスタンは見るからに不ふ機き嫌げんなミレーヌに向かって懸けん命めいに笑いかけている。

　皆みなのもとに戻もどった私を見て、マルスラン殿下が極ごく上じようの笑えみで私に手を差し出す。

「クロエ、よろしかったら私ともダンスをお願いできませんか？」

「……ええ、喜んで」

　そう答えた瞬しゆん間かん、足元にぶわっと冷気が漂ただよった気がした。恐おそる恐る冷気の発生源を見ると、エルネストが先ほどからの不機嫌な表情に輪をかけていた。

「……エル、なんなら君がクロエをダンスに誘さそってもいいんだよ？」

「私は殿下とクロエの護衛騎き士しですので、ダンスを踊る立場ではございません」

「はぁ……。そう言うならそんなに分かりやすく不機嫌にならないでくれ……」

　エルネストの不機嫌の理由に首を傾かしげながらもダンスの誘いに応じてマルスラン殿下の手を取ろうとしたところで、再び珍ちん客きやくが現れた。パーティーのもう一人の主役であるミレーヌだ。いつの間に近付いてきていたのだろう。全く気付かなかった。

　ミレーヌが上うわ目め遣づかいでマルスラン殿下を見つめながら声をかけてきた。しっかりと猫ねこを被かぶり直したようだ。

「マルスラン殿下、今夜は私たちのためにパーティーにお越こしくださって、ありがとうございます。それと、先ほどは失礼いたしました。淑しゆく女じよとしてあるまじき言動でしたわ」

「……謝罪をされる相手が違うのでは？」

　ミレーヌはちらりと私を見てツンと顔を逸そらしたあと、愛らしい笑顔でマルスラン殿下を見つめ直した。ミレーヌは相も変わらず平常運転だ。

「そんなことよりも、ぜひマルスラン殿下とダンスをと思っていたのです……。よろしかったら私と」

　甘えた声で懇こん願がんするようにダンスを乞こうミレーヌを見て思わず頭痛がしそうになった。婚こん約やく者は放ほうっておいてもいいのだろうか。

「ああ、申し訳ありません。今クロエにダンスを申し込んだところだったのですよ」

　貼はりつけたような笑みを浮かべながらマルスラン殿下が誘いを断った。

　するとミレーヌは横目でキッと私を睨にらみつけて、再び甘えたような表情でエルネストへと向き直った。

「ではそちらの騎士さまは如何いかがでしょう？」

　ミレーヌ……。外見がよければ誰だれでもいいのだろうか。

「私は護衛騎士ですので謹つつしんで遠えん慮りよいたします」

　エルネストが無表情のまま冷然と答える。マルスラン殿下とエルネストから望んでいたであろう返事を引き出せなかったミレーヌが、苛いら立だった様子で再び私を睨みつける。

「残念ですわ。けれどマルスラン殿下、そのような無能な平民の女とダンスなど、ご趣しゆ味みを疑われましてよ」

　いくら王太子の婚約者とはいえ、他国の皇太子殿下の趣味を批判するなんて。そんなミレーヌの指し摘てきなど気にする様子もなく、マルスラン殿下が冷たい笑みを浮かべたまま答える。

「誰にどう言われようとも、私は自分の選択が至上だと信じておりますので。ミレーヌ嬢じようもしっかり婚約者の手た綱づなを握っておかないと、愛しい人の趣味がいつ悪くなるか分かりませんよ」

「っ……！　レオさまの趣味は未み来らい永えい劫ごう最上ですわ！　お姉さまよりも私を選んだのですから！」

「ええ、そうでしょうとも。とても素す晴ばらしい趣味をしておられる」

「勿もち論ろんですわ！」

　ミレーヌが勝ち誇ほこったように頭を反らして口角を上げた。今のマルスラン殿下の皮肉をそのまま捉とらえるなんて、幸せな子だ。

「ダンスをご一いつ緒しよできずに残念ですわ。それはそうと、あとでちょっとした催もよおしがありますの。ぜひ楽しみにお待ちくださいね」

　ミレーヌは最後にとても満足げにそう言い残して、元の場所へと歩いていった。ちょっとした催しとは何だろう。なんだか嫌いやな予感しかしない。

「まったく、彼女はたいした王太子妃ひになりそうだ……。さあ、クロエ、ダンスを」

「……ええ、ぜひ」

　マルスラン殿下の手を取ってホールの中心へと向かう。エルネストのほうは見ない。不機嫌なのは分かっている。足元の冷気が漂ったままだから。




　マルスラン殿下とダンスを一曲踊ったところで音楽が止やんだ。一体何が起こるのだろうと、会場にいる貴族たちが不思議そうな顔をしている。そんな中で、ミレーヌだけが嬉うれしそうな笑みを浮かべていた。

　マルスラン殿下とのダンスを終えてしばらくしたあと、会場の灯あかりが僅わずかに落とされて、中央の辺りのみが明るく照らされた。先ほどミレーヌが言っていた『催し』とやらが始まるのだろうか。

　不安になりながらも状じよう況きようを見守っていると、照らされた場所に縄なわで縛しばられた屈くつ強きようそうな男性が三人ほど兵士に連れられてきた。身なりはある程度綺き麗れいにされているけれど、拘こう束そくされているところを見ると囚しゆう人じんのようだ。兵士が何人か周囲に立って監かん視ししている。

　連れてこられた男たちは怯おびえたように周囲を見回している。一体何が始まるのだろうか。

「おい、ミレーヌ。何をするつもりだ。私は何も聞いていないぞ！」

「大だい丈じよう夫ぶですわ、レオさま。私たちの明るい未来のために、これは必要なことなのです」

　密ひそかに身体強化の魔ま法ほうを自分に掛かけていた私の耳に、レオナール殿下とミレーヌの声が飛び込んできた。事態を知らされていなかったらしい殿下の慌あわてたような表情を見て、ますます不安が募つのる。

「んんっ、皆さま、本日の婚約披露パーティーにお越しくださり、ありがとうございます」

　ミレーヌが咳せき払ばらいとともに、勿もつ体たいをつけるように会場の貴族たちに向かって話し始めた。嬉しそうなミレーヌに貴族たち全員が注目している。レオナール殿下も含ふくめたほとんどが何が起こるのか分からないといったふうに呆ぼう然ぜんとしている中で、アランとトリスタンだけがなにやら焦しよう燥そう感かんを滲にじませている。この二人は何かを知っている？




「グリモワール」

　詠えい唱しようとともにミレーヌが胸の辺りまで上げた左の掌てのひらの上に白の書を取り出した。それを見た出席者たちが一様に「おお！」と感かん嘆たんの声を上げる。

　見慣れない光景に会場のあちこちがざわめいている。そんな貴族たちの反応に満足したのか、ミレーヌが得意げな笑みを浮かべている。

　ちなみに白の書を取り出すミレーヌを私が見たのは初めてではない。幼いころに小動物を弄もてあそんだのちに治ち癒ゆ魔法を行使する姿を何度か見たことがある。

「命あるものをわざと傷つけるのは悪いことだ」と母と私が何度か窘たしなめたことがあったけれど、その度たびにミレーヌは癇かん癪しやくを起こしてふて腐くされていた。そのあともミレーヌが陰かげでこっそり同じことをしていたのを知っている。打ち捨てられたいくつもの小さな躯むくろを目にしたことがあるから……。

　ミレーヌはそんな残ざん虐ぎやく的な一面を持っている。今目の前で得意げな表情を浮かべているミレーヌに対して、私の嫌な予感は次し第だいに確信に変わっていた。

「結界を張ります」

　ミレーヌがほんのり白く光る結界を囚人らしき男たちの周囲に張った。囚人たちの周囲にできた薄うすい壁かべは、魔力を持たない普ふ通つうの人でも視し認にんできる仄ほのかな白い光を放つ。それにしても薄すぎる……。あの薄っぺらい結界で一体何をしようとしているのだ。

「アラン、彼らに風の刃やいばを」

　魔道士のアランは眉まゆ根ねを寄せて大きな溜ため息いきを吐ついた。私は察した。これは悪趣味極きわまりない非道な見み世せ物ものだ。ミレーヌがこれほど愚おろかだとは。あの傍ぼう若じやく無ぶ人じんなアランも流石さすがにこの無意味な見世物に気が進まないのだろう。あからさまに不安げな顔をしている。

「ミレーヌ嬢、もし彼らに害が及およべば……」

　たとえ男たちが死し刑けい囚しゆうだとしても、正式な手順を踏ふまずに公開処しよ刑けいのような真ま似ねをする権限などミレーヌは持たない。これだけ多くの目もく撃げき者しやがいるのだ。もし無体にも男たちの命を奪うばうようなことになってしまえば、主導したミレーヌも手を貸したアランもただでは済まないだろう。

「大丈夫よ、アラン。そのときは私の治癒魔法があるわ！」

　ミレーヌが明るく答えているけれど、そういう問題ではない。たとえあとで治癒できたとしても、一時的に苦痛を与あたえることに変わりはないのだ。なんと愚かな。なんと無情な。

　アランは渋しぶ々しぶ男たちに向かって風の刃を放った。それほど多い数ではない。ほんの五、六個だ。それなのにミレーヌの薄い結界は用をなさなかった。最初の二個を打ち消したあとに消しよう滅めつしてしまったのだ。

「うああッ！」

「ひいぃ！」

「いてえッ！」

　男たちは口々に悲鳴を上げて、魔法の刃によって傷つけられた部分を押さえた。残った三つの風の刃が巻きつくように男たちの体を切りつけ、皮ひ膚ふの表面に無数の裂れつ傷しようを刻んだ。アランがすぐに刃を消したけれど、それでも被ひ害がいは大きかった。

　動脈を傷つけられたのか、男たちのうちの一人が特に激しい出血をしていた。拘束されている腕うでが思うように動かせないのか、傷ついた腕を押さえることもできないようだ。傷口から溢あふれる血は止まる様子がない。このままでは失血死してしまう。

　まさか命を奪うことになるとは思わなかったのだろう。アランの顔色が青くなっていく。あの夜会の夜、私に向かって平然と風の刃を放った男とは思えないほどの狼狽うろたえようだ。アランはすぐに男に駆かけ寄って傷口を手で押さえたけれど、床ゆかの血ち溜だまりが広がっていく。

　ミレーヌは一いつ瞬しゆん顔色を悪くしたけれど、まるで予定調和だったと言わんばかりに笑え顔がおで取り繕つくろった。

「ま、待ってね。全すべて予定通りよ。ち、治癒魔法を行使します」

　ミレーヌが治癒魔法を行使しようと右手を高く掲かかげた。掲げられた掌から薄うっすらと白い光が放たれ、男たちを包む。けれどこの程度の治癒魔法では男たちの出血は止まらない。

「あ、あら、おかしいわね。少し調子が悪いのかしら」

　ミレーヌが取り繕うように言い訳をしているけれど、すぐに治ち療りようを施ほどこさなければ重傷の男が失血死してしまう。いざというときのために医療班を待機させるくらいの準備はしておくべきだろうに。

「どうせ罪人なのだから、こうなっても、し、仕方ないわよね」

　ミレーヌの心ない言葉に内心激げつ昂こうする。人の命を奪いそうになっているにもかかわらず、言うにことかいて仕方ないとは何だ。罪人だろうが正式な処刑でもないのに玩具おもちやのように弄んで命を奪っていいわけがない。

　今私がグリモワールを出せば、全てが露ろ見けんしてしまう。幼いころから擬ぎ態たいしていたことも全て。けれど目の前で失われようとしている命を見て、私はぐっと歯を食いしばって決断をした。




「グリモワール」

　詠唱とともに周囲の視線が私に集まる。次の瞬間、薄明かりの中にいた私の掌の上にある黒の書が白い光を放った。薄暗い会場の中、傷ついた男たちと私の周りの二か所だけが白い光に包まれている。

　もう迷いはない。ここまでやったら後には引けない。今は意識を失いそうになっている目の前の男性の命を繋つなぎ止めなくては。

　私はすかさずミレーヌに近付いて、その手を握にぎって高く掲げ、男性たちに治癒魔法を施した。繋いだ手から溢れ出る柔やわらかな白い光が男性たちを包み、出血していた傷がみるみるうちに消えていく。特に酷ひどい傷を負った男性の出血も無事止めることができた。

　若じやつ干かん顔色が青白くなって意識が朦もう朧ろうとしているものの、命には別状がなさそうだ。男性の様子を見て一瞬安あん堵どしたけれど、出血が多かったのでまだ安心はできない。私はその場にいた兵士たちに指示を出す。

「彼らに適切な処置を。きちんと体力を回復させないと、彼の容体が危険なことには変わりありませんからね」

　兵士たちは迷うようにレオナール殿でん下かの顔を見て指示を仰あおぐ。レオナール殿下は兵士たちに傷ついた男たちを運ぶよう冷静に指示を出した。会場の貴族たちのざわめきが止まらない。何か恐おそろしいものを見せられたような怯えた様子だ。

　私は未いまだ呆然と立ち尽つくすミレーヌを尻しり目めに、レオナール殿下をちらりと見た。レオナール殿下は私のほうを見て不安げな顔をしている。

　この騒さわぎを収めるにはこうするしかない。そのためにミレーヌの手を握って治癒魔法を施したのだ。私は声を上げた。

「会場の皆みなさま、絶対的な力だと一いつ般ぱん的に信じられているグリモワールの力も、たった一人ではこれほどまでに不安定な力です。そのことをミレーヌさまは身をもって証明してくださったのです。けれど、こうして力を合わせることによって危機を乗り切ることができました。ミレーヌさまはグリモワールの力のみに頼たより切ることが、いかに危険かということをお伝えしたかったのです」

　私は先ほど繋いだミレーヌの手を、未だ放していない。ミレーヌはそのままぽかんと私の顔を眺ながめていた。一体何を言っているのだろうといった表情だ。

「グリモワールの血族はこうしてお互たがいを支え合ってこそ力を行使できるのです。これからは王太子殿下がミレーヌさまを支えられます。ミレーヌさまもまた王太子殿下を支えられるでしょう。どうかお二人が末永く幸せであられることを心よりお祈いのり申し上げます」

「おおっ」

「そういうことだったのか……」

「一時はどうなることかと思いましたわ」

　会場のあちらこちらから、感嘆の声や未だ不安の拭ぬぐえない声が聞こえてきた。釈しやく然ぜんとしない気持ちを抱かかえている貴族は案外多いかもしれない。
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　かなり無理な纏まとめ方をしてしまった自覚はある。全ての貴族に対しては無理かもしれないけれど、ある程度の体てい裁さいは整えられたのではないだろうか。

　これ以上は私の知ったことではない。これは私の力を目立たせないため──私自身を守るための手段でもあったのだから。

　私に手を握られているミレーヌの体が小さく震ふるえていることが分かった。ちらりと様子を窺うかがえば、どうやら我が慢まんならないといった様子だ。

　このままだとまた要いらぬことを口走りそうだ。こうして事態を収束させたのに再びかき回されては堪たまらない。怒いかりに震えている様子のミレーヌに、小声で囁ささやく。

「ミレーヌ、今は我慢なさい。正せい妃ひになりたいのでしょう？　あとで話しましょう」

「っ……！」

　そんな私たちの様子を見守っていたレオナール殿下が、声を上げた。

「少し時間には早いが、私たちはそろそろ会場を下がらせてもらう。我が婚約者の気分がすぐれないようだ。どうか皆はそのまま引き続きゆっくりと楽しんでくれ」

　照明が戻もどされて、会場の様子が再び明るい雰ふん囲い気きを取り戻しつつある。それを見てレオナール殿下が安堵したように溜息を吐き、ミレーヌと自らの側近たちとともに別室へと下がるので、私にも一いつ緒しよに来てほしいと伝えてきた。

　一部始終を見ていたマルスラン殿下をはじめとした帝てい国こくの仲間たちが、自分たちも同行することを告げ、皆で別室へと移動することになった。
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　応接室に案内されてテーブルの側の椅い子すに座らされたあと、レオナール殿下は立ったままミレーヌたちに向かって詰きつ問もんを始めた。ミレーヌが反省していることを願いつつ、私はその様子を黙だまって見守ることにする。帝国の仲間たちはというと、皆一様に冷然とした様子でレオナール殿下たちを眺めている。

「さて……。一体どういうことか説明してもらおうか」

　レオナール殿下の前で立ったまま項うな垂だれているのはミレーヌ、アラン、トリスタンの三人だ。リオネルは今回のこととは無関係だったらしく、私たちと同じように冷然と様子を見守っている。

　そして主導したのは明らかにミレーヌだと予想される。アランとトリスタンの二人は恐らく無む理り矢や理り付き合わされたのだろう。問い詰つめられたミレーヌがしゅんと肩かたを落としたまま口を開く。

「グリモワールの力を示さないと、王太子妃ひとして納なつ得とくしてもらえないと思ったんです……」

「グリモワールの力は言葉で説明すればいいのだ。あんな悪あく趣しゆ味みな見み世せ物ものをする必要などない！」

　レオナール殿下がミレーヌに対して声を荒あららげているのを見たのは初めてかもしれない。

「殿下、ミレーヌ嬢じようはこんなことになるとは思っていなかったんだと」

「アラン、お前には聞いていない。そもそも俺の側近であるお前たちが、俺に何の報告もせずに密ひそかにミレーヌを手伝うとはどういうことだ」

「申し訳、ございません……」

「申し訳ございません」

　アランとトリスタンは謝罪を口にしたあと、言葉を失ったように口を噤つぐんだ。

「私がお姉さまよりも王太子妃に相応ふさわしいんだって、皆に知ってもらいたかったんです！」

　レオナール殿下にそう訴うつたえたあと、こちらを向いてキッと私を睨にらみつけた。

「こんな、余計なことをして、また私を蔑さげすんでっ。どうせいい気味だとでも思ってるんでしょう！　お姉さまみたいな、人形のような冷血女、いくら綺き麗れいに着き飾かざってもつまらない女に変わりないんだから！」

　ミレーヌは激昂して私に向かって叫さけび始めた。その様子を見たレオナール殿下が驚おどろいたように目を見開いてミレーヌを咎とがめる。

「ミレーヌ！　君という子は……。クロエ嬢がいたから事なきを得たんだぞ。罪人とはいえ一歩間ま違ちがえれば私し刑けいのような形で大勢の貴族の目の前で人の命を奪うばうところだった。クロエ嬢はあの夜会の折、あんな無体をした我われ々われのために、一刻を争う危険な状じよう況きようを救ってくれたんだ。君や我々の立場もだ。君にはそれが分からないのか！」

「分かりません！　分からないわよっ！　こうして何の感情もない顔で私を見てるけど、きっと心の中では私を嘲あざ笑わらっているのよ。昔からそうだったわ」

　ミレーヌはテーブルの向かいに座っていた私のほうへ近付いてきた。エルネストとアンとハルの三人が椅子から立ち上がって感情が昂たかぶっているミレーヌの動きを警けい戒かいする。

「お姉さまはいつもそう！　お母さまに似て美人で頭がよくて冷静で、いつも私を見下してたのよ！」

「ミレーヌ……。私は貴女あなたのことを見下してなんか」

「嘘うそよ！　だから私は、お姉さまなんかより私のほうが優すぐれてるって、皆に見せたかったのよ！」

「そんなことのためにあんな酷いことをしたの……？　あの男性はひとつ間違えれば死んでいたかもしれないのよ？」

「死なせるつもりなんてなかったもの！　あとでちゃんと治ち癒ゆするつもりだったし！　それにどうせ罪人でしょう。もし仮に死んだって何の損失も」

　──パンッ！

　私は咄とつ嗟さに立ち上がって右手でミレーヌの頬ほおを叩たたいた。ミレーヌが赤く染まっていく左ひだり頬ほおを片手で押さえながら、驚いたように目を丸くして私を見た。

　ミレーヌの言葉を聞いて悲しくなった。幼いころに見た、庭に打ち捨てられた小さな躯むくろが頭をよぎる。

「命を何だと思っているの！　私のことならいくら憎にくんでも構わないわ。けれど、私の鼻を明かすために関係ない人を利用して、その命を弄もてあそぶなんて絶対に許されないことよ！」

「だって、私は、そうやって、いつも冷静に、取り乱すこともない、お姉さまに、膝ひざを、つかせたかったのだもの……」

　ミレーヌの紫し紺こんの瞳ひとみからボロボロと涙なみだが溢あふれてくる。これは泣き真ま似ねではない本物の涙だ。嗚お咽えつとともに泣きじゃくる姿は、まるで幼い子どものよう。けれど今度ばかりはレオナール殿でん下かも側近たちも、ミレーヌを庇かばおうとする様子はなかった。私はそんなミレーヌに何と返していいか分からず、ミレーヌの背中に手を回して思わずギュッと抱だきしめた。

「お、姉さま、何を……」

「ミレーヌ。私は幼いころから貴女が羨うらやましかったのよ。自由奔ほん放ぽうで、泣いたり笑ったり怒おこったり、感情豊かに振ふる舞まえる貴女が。私は感情など出せなかったもの」

　幼いころから、悲しいことがあっても、私の涙が零こぼれる前にミレーヌがボロボロと涙を零して大泣きしはじめる。そんなミレーヌを見ると出そうになっていた涙が引っ込んでしまうのだ。そして、反射的に泣いてはいけないとブレーキをかけるようになっていた。

　お母さまが亡なくなったときも一番泣いていたのはミレーヌだった。あのときばかりは私も声を殺して泣いたけれど……。

「貴女が私の代わりに怒ったり泣いたりしてくれたから、私は冷静でいられたの。感情よりも先に、考えるようになったの。別にミレーヌのことを蔑んでいるわけではなかったのよ」

　流石さすがにこの国に来てからのミレーヌの言動には辟へき易えきするものがあった。以前から蔑まないまでも呆あきれてしまったり、腫はれ物に触さわるような気持ちになったりしたことは否定できない。だから、絡からまれると面めん倒どう臭くさいとか、関かかわると喧けん嘩かになるから喋しやべりたくないとか、そういう気持ちがあった。

「だから貴女のことを憎んだりはしてないわ。私たちの性格はこれほど違うんですもの。お互たがいに苦手だと思うのは仕方がないと思うの」

　素す直なおで表情豊かなミレーヌだからこそ、レオナール殿下も惹ひかれたのだろう。そしてお父さまもきっと……。

「わ、私のこと、嫌きらいじゃ、ないの……？」

「正直に言うと苦手だと思ってはいたけれど、嫌いじゃないわ。……だけどね、ミレーヌ。命を軽かろんじることだけは絶対に許されないことよ」

「う……、ごめんなさい」

　ミレーヌは幼いころから残ざん虐ぎやく的な一面のある子だった。長年にわたって染しみついた認にん識しきを今すぐに変えろと言っても、無理な話なのかもしれない。けれど、だからといってこのままにしてはおけない。少しずつでも理解してほしい。

「あの男性も気の毒だったけれど、殿下にもたくさんご迷めい惑わくをおかけしたでしょう？　だから、ね、ミレーヌ。殿下にきちんと謝りましょう。そしてあの男性たちのことをお願いなさい」

「う、わ、分かったわ……」

　ミレーヌは私から体を離はなして、レオナール殿下のほうを向いた。そして跪ひざまずいて深々と頭こうべを垂れた。

「レオさ……殿下、ご迷惑をおかけして申し訳ございませんでした。二度とこのような勝手な真似はいたしません。……王おう妃ひ教育も真面目まじめに取り組みますので、どうかお許しください」

　レオナール殿下が驚いたように目を見開く。そんな殿下の気持ちが手に取るように分かって、私も思わず同感だと言いたくなった。このような殊しゆ勝しようなミレーヌを見るのは、生まれてこのかた初めてだからだ。ミレーヌはそのまま言葉を続ける。

「アランもトリスタンも、最後まで私に反対していたのです。それなのに私が無理矢理つきあってもらったのです。どうか彼らへのお咎めはご容よう赦しやください。そして私が傷つけたあの罪人たちにもどうか寛かん大だいな処しよ遇ぐうを、お願いします……」

「ミレーヌ……。君の言葉、信じていいんだね？」

「信じていただけなくても仕方ありませんけれど、これから信じていただけるように頑がん張ばります……」

「分かった。だがこのような勝手な真似は二度と許さない。くれぐれも肝きもに銘めいじるように」

「承知しました」

　肩かたを落として項うな垂だれたミレーヌに向けて、レオナール殿下がこの上ないほどに優やさしい笑えみを浮うかべた。そのあとに真しん剣けんな表情で私の前に近付き、スッと跪いて頭を垂れた。レオナール殿下の予想外の行動に驚いてしまう。

「クロエ嬢じよう、この度たびのこと、そしてあの日の夜会のこと、改めて謝罪させてほしい。本当に申し訳なかった」

「殿下……」

「貴女の行動を見て、自分がなんと短たん慮りよで愚おろかな思考と行動をしていたか痛感したよ。あんなに酷ひどいことをした我々に対しても、貴女は慈じ悲ひ深ぶかく手を差し伸のべてくれた。本当に助かった。感謝する」

　レオナール殿下の様子を見ていたアランとトリスタンの二人が慌あわてて殿下の横に並ぶように跪いた。殿下よりもさらに頭を低くして声を絞しぼり出す。

「クロエ嬢、貴女を傷つけるようなことをして、本当に申し訳ありませんでした」

「私も女性に対してあのような乱暴なことを……。申し訳ありませんでした」

　この二人に関しては、正直なところ一発ずつ殴なぐりたい気持ちがなくもない。

「あら、あのとき、お二人はそれが正義だと思ってらっしゃったのでしょう？」

「それはっ……！」

「っ……！」

「たとえば私が男性で、本当の悪人だとして……」

　どう説明したら理解してもらえるか、私は少し考えたあとに言葉を続ける。

「ミレーヌを虐いじめたとしても、貴方あなたたちはあのときにしたことを謝罪できますか？」

「それは……」

「……」

　やはり何が悪かったのか、根本からは理解できていないのか。

「たとえ罪人でも、公人がきちんとした手続きも踏ふまずに、衆しゆう人じん環かん視しの中、私刑のような真似をするということがどういうことかご理解できますか？」

「「……」」

「先ほどミレーヌに手をあげた私が言うのもなんですが、感情に任せて力で他人を捻ねじ伏ふせるのは暴力です。将来を担になう王の側近となられる貴方がたが、他人に暴力を振るうなどあってはならないことだと思います。たとえ相手が平民や罪人であろうと、です」

「理解、しました」

「反省します」

「そして殿下、恐おそれながら元国民として意見を申し上げます。僅わずかな証言を確たる証しよう拠こと断定なさるのは危険です。今後は専門家の立会いのもと証拠の精査を済ませたのち、然しかるベき機関において、被ひ疑ぎ者しやの罪と刑けいを確定されるのがよろしいかと存じます」

「……ああ、肝に銘じる。極きわめて浅せん慮りよな愚ぐ行こうだったと心から恥はじている。二度とこのようなことは行わないと約束しよう。クロエ嬢にはつらい思いをさせて本当に申し訳なかった」

　レオナール殿下は真しん摯しな面おも持もちで頷うなずいた。理解してもらえればそれでいい。冤えん罪ざいは多くの不幸を生み出しかねないのだから。

　私たちの会話を聞いていたリオネルが、ほっとしたように表情を緩ゆるめた。そういえば帝てい国こくに使者として訪おとずれたリオネルに、同じようなことを告げたのを思い出す。帰国してからリオネルなりにこの国の行く末を心配していたのだろう。

「ではお立ちになって」

　私の言葉で殿下とアランとトリスタンの三人が一いつ緒しよに立ち上がった。

「好きにやってくれ！」

「どうぞお好きに！」

「思い切りやってください！」

　レオナール殿下、アラン、トリスタンが立ち上がってすぐに声をあげた。何だろうこの人たちは。揃そろいも揃って目を瞑つぶって歯を食いしばっている。ミレーヌと同じように引っ叩ぱたかれたいのだろうか。

　マルスラン殿下がなにやら楽しそうに私たちの様子を眺ながめている。さらにマルスラン殿下の後ろに控ひかえていたエルネストが、嬉き々きとして一歩足を踏み出した。今日初めて見た笑顔かもしれない。

　いやいや、何をするつもりなのか。今にも拳こぶしを振ふり上げそうなエルネストを、私は静かに目で制した。私の視線を受けたエルネストがつまらなそうな表情を浮かべて一歩下がる。まったく、油断も隙すきもない。

「私はもう手をあげたりはしません！　本当はミレーヌを叩いたことも後こう悔かいしてるんですから……」

「しかしそれでは我われ々われの気が……」

「それはご自分たちの罪悪感を私で解消したいだけでしょう。迷惑なので、ご自分たちの気持ちはご自分たちで解決なさって。なんなら今後ずっとその罪悪感を抱かかえたまま生きていってください。絶対に手をあげたりはしませんからね」

「そうか……。そうだな、すまなかった」

　レオナール殿でん下かがしゅんと肩を落として答えた。

「殿下、先ほど私がグリモワールの力について会場で申し上げた言葉を覚えておいでですか？」

「ああ、覚えている。グリモワールの力のみに頼たよるのは危険だと」

　私は大きく頷いた。

「あれは真実です。国が一個人の力に依い存そんしすぎるなど、あってはならないことだというのが私個人の見解です。周囲の協力があればミレーヌの力でも十分に国に貢こう献けんできましょう」

「……しかと受け止めよう。しかしグリモワールの正統な継けい承しよう者しやというのはもしかして」

「国が決めたのならば、正統な継承者はミレーヌです、殿下。それにグリモワールの血筋をなんとしてでも入れたいという王家に、私は入りたくありません」

　この国と縁えんが切れているからこそ、はっきりと拒きよ否ひできることだ。私は誰だれにも縛しばられないし、利用されない。

「そうか……。婚こん約やくを破は棄きした私が言うのもなんだが、はっきり言われると結構衝しよう撃げきがあるものだな」

「ご期待に添そえず申し訳ありません」

「む……。もしかしてリオネルは全すべて知っていたのではないか？　ルブラン公こう爵しやく家を密ひそかに調べていたと聞いたぞ」

　いきなり話を振られたリオネルが少し驚おどろいたように目を瞠みはったあと、肩を竦すくめて答える。

「全てを存じ上げていたわけではございません。真実を究明したかっただけでございます」

　リオネルはそう言ったきり口を噤つぐむ。やはり独自に調べていたらしい。

「そうか。お前にも心労をかけたな。全ては俺の落ち度だ。すまん」

「いえ……」

　リオネルが答えてすぐに、ミレーヌが一大決心したと言わんばかりに口を開く。

「あの、殿下。お姉さまにされた虐ぎやく待たいというのは実は嘘うそでした。ごめんなさい」

「ああ、それか。それはもう把は握あくしている。だがミレーヌの口から真実を告げてくれてほっとしたよ。このままだと君のことを永久に信用できなくなりそうだったからね」

「っ……！　も、申し訳ございません！」

「本来ならば王族に虚きよ言げんなど重罪だが、ミレーヌの言葉を妄もう信しんしてクロエ嬢にあんな仕打ちをする判断をしたのは私だからな。自分が未熟だったのだと、いい勉強になったよ。頼たのむからもう二度と嘘は吐つくな」

「はい、肝きもに銘めいじます……」

　ようやく嗚お咽えつが止まって落ち着いたミレーヌが私に向かって告げる。

「謝って許してもらえるようなことじゃないけど、嘘を吐いたのは悪かったわ。許してとは言わない。どんな罰ばつでも受けるわ。……そして庇かばってくれたことは、その、ありがとう」

　ミレーヌの「ありがとう」なんて、初めて聞いた気がする。私は思わずフッと笑えみを零こぼした。

「貴女あなたはそれだけ殿下のことをお慕したいしていたんでしょう。もう過ぎたことです。それに、結果的にはこうなってよかったと思っているし……」

「えっ？」

　私の言葉の意味があまりよく分からなかったのだろう。ミレーヌが首を傾かしげたちょうどそのときだった。コンコンと応接室にノックの音が響ひびく。レオナール殿下が入室の許可を出すと、一人の騎き士しが入ってきた。

「ルブラン公爵閣かつ下かがミレーヌさまをお迎むかえにいらっしゃっています」

「分かった。通せ」

「はっ」




　しばらくして先ほどの騎士に続いてお父さまが応接室に入ってきた。私とは目も合わせないまま、殿下の前で跪ひざまずいて深々と頭こうべを垂れた。

「この度たびは私の不ふ肖しようの娘むすめが大変なご迷めい惑わくをおかけいたしましたことを、心よりお詫わび申し上げます」

「ああ、貴き殿でんは全てを察しているのだな。ミレーヌも深く反省しているようだから、今回のことは不問とすることにした。それよりもあの窮きゆう地ちを貴殿のご息女のクロエ嬢じように救われたことに感謝している。素す晴ばらしいご令嬢だ。彼女に対するこれまでの数々の無礼を許してほしい」

　殿下の言葉に対してお父さまは無表情のまま答える。

「恐れ入りますが、殿下、私の娘はミレーヌ一人のみでございます。そこの娘は勘かん当どうしておりますゆえ、私とは何の関係もございません」

　お父さまの言葉を聞いて、殿下がひゅっと息を吞のんだのが分かった。お父さまの気持ちは分かっていたけれど、こうして改めて聞くと胸が痛む。もう耳にしたくはなかった。

「其方そなたっ、それは……。いや、全ては私が悪いのだ。……だがそもそも、なぜありもしない虐待を使用人ともども証言したのだ？　一体クロエ嬢の何がそんなに……」

「殿下、クロエは我が家に置いておくべき存在ではありません。偽ぎ証しようについては謹つつしんでお咎とがめをお受けいたします。けれど全ては身内のこと。クロエの籍せきについて、どうかこれ以上の追つい及きゆうはご容よう赦しやいただけないでしょうか」

「だが……」

「殿下」

　これ以上はもう聞きたくはない。私は不敬を承知で殿下の言葉を遮さえぎった。

「どうか、それ以上は……。私は今のままで構いません。公爵家に戻もどりたいとも思いません。ルブラン公爵閣下にはミレーヌさまがいらっしゃればいいのです。今の私に親はおりません」

　私のそんな言葉を聞いてもなお、お父さまは何の感情も表さない。憎にく々にくしげに睨にらみでもしてくれれば、まだ憎ぞう悪おの対象としてでもお父さまの心に存在できているのが分かるのに。

「お姉さま、それは私も妹じゃないってこと!?」

　ミレーヌがキッと睨みながら私に詰つめ寄った。嫌きらわれていると思っていた妹の予想外の言葉に若じやつ干かん戸と惑まどう。

「ミレーヌ、戸こ籍せき上はそうなるわね。けれど絶交というわけではないんだし、貴女が望むなら別に私は……」

「駄だ目めだ」

　お父さまが私の言葉を強く遮って、ミレーヌの手を掴つかんだ。

「クロエ、二度と戻らぬようにと申し渡わたしたはずだ。公爵家の敷しき居いを跨またぐことも、ミレーヌや私に近付くことも許さない。今後一いつ切さい我が家に……グリモワールの血族に関かかわるな」

「ルブラン、それはあまりに……！」

　レオナール殿下がお父さまに向かって抗こう議ぎの言葉を紡つむごうとしたのを私は静かに遮った。

「公爵閣下。承知しました」

　再び言い渡された絶ぜつ縁えん宣言に胸が裂さけるような痛みがしたけれど、私は一礼をしてお父さまの意思を受け入れた。そしてそのときのお父さまの顔を見る勇気はなかった。

「おいっ、黙だまって聞いていればお主！　父親じゃろうが！　それではあまりにクロエが憐あわれじゃ！　クロエが何をしたというのじゃ！　なんとか言え！」

「アン、いいのよ。ありがとう。本当にもういいの……」

「クロエ……」

　アンが痛ましげな眼まな差ざしを私へと向けた。

　アンの抗議など耳に届かないといったように、お父さまは私のほうを見向きもしない。そして何も答えない。

「それでは殿でん下か、これにて失礼いたします。また後日ご挨あい拶さつに伺うかがいます」

　お父さまはそう言ったあと、一度もこちらを振ふり返ることなくミレーヌを連れて応接室を出ていった。こんな気持ちになるなら二度と会いたくはなかった。お父さまとはいつからこんな関係だっただろう。もう思い出せない。

　一度は完全に関係を絶ったつもりだった。お母さまが亡なくなってからというもの公爵家にはつらい思い出しかない。だからこそ家族に対して憎にくまないまでも関心などもう残っていないと思っていたのに。私は家族に対する情を捨てることがとうとうできなかったらしい。どう考えても惨みじめだけれど、そんな人間らしい感情が自分の中にちゃんと存在していたことに、どこか安あん堵どする気持ちもある。

　応接室を立ち去ったお父さまとミレーヌの足音が徐じよ々じよに小さくなっていく。私は記き憶おくに深く刻み込むように、遠ざかる二人の足音にじっと耳を澄すましていた。
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　私たちはそのまま王宮を出て滞たい在ざいする宿へと帰った。夜会が予定より早く終わったとはいえ、流石さすがに疲つかれた。その日のうちにアンに乗せてもらって帝てい都とへ帰るつもりだったけれど、今夜は宿に一泊ぱくすることになった。マルスラン殿下がそのほうがいいだろうと言ってくれたのだ。私は周囲に気を遣つかわせてばかりだ。

　自室で皆みなが寝ね静しずまったあともなかなか寝付けず、こっそり体を起こしてローブを羽織る。気付かれないように不可視魔ま法ほうをかけて、頭を冷やすために夜風に当たろうと一人で宿を出た。そしてひと気のない川沿いへと足を向けた。

　王都の街中を通る小さな川の側そばまで来て、ゆっくりと瞼まぶたを閉じる。頬ほおに当たる夜風が気持ちいい。川沿いにある柵さくに手を乗せて、道みち端ばたの街灯を映しながら揺ゆらめく水みな面もに視線を向ける。

『私の娘はミレーヌ一人のみでございます。そこの娘は勘当しておりますゆえ、私とは何の関係もございません』

『クロエ、二度と戻らぬようにと申し渡したはずだ。公こう爵しやく家の敷居を跨ぐことも、ミレーヌや私に近付くことも許さない。今後一切我が家に……グリモワールの血族に関わるな』

　頭の中で何度も繰くり返されるお父さまの言葉。──分かっていた。割り切っていたはずなのに、どうしようもなく心が乱れる。地味に装よそおっていたことも、家族と深く関わらないように過ごしてきたことも、全すべては自分が意図してやったことだ。それを今さらグダグダと悔くやむことに何の意味がある。

　お父さまとて、元々私を嫌っていたわけではないはずだ。それなのにお母さまが亡くなってしばらくしてから、お父さまは変わってしまった。私がお母さまを暗殺した首しゆ謀ぼう者しやを捜さがそうと躍やつ起きになっていることがばれてお父さまに強く咎められた。「余計なことをするな」と。そのころからお父さまとも使用人たちとも、徐々に距きよ離りができ始めた気がする。

「ふっ、うっ……」

　人のいる所では涙なみだを堪こらえた。たとえ心を許した仲間たちの前であっても。私が泣けば優やさしい友人たちに心配をかけてしまう。昔から私は誰だれかの前で涙を流すことができない。お母さま以外の前では誰も。

　いくら距離ができようと、私にとってお父さまは今やたった一人の親である。愛されていないことを再さい確かく認にんして、胸が引き裂かれそうな気持ちになった。お父さまの気持ちがどうあれ、結局のところ、私はお父さまを愛しているのだ。

　覚かく悟ごが足りていないのか。お母さまを殺した者を見み極きわめるために、全てを捨てると決めたではないか。捨てられたように感じたとしても、その実、他人と繋つながる糸を自ら断たち切ってきたのだ。責められるべきはお父さまじゃない、自分だ。

　頭では分かっているけれど、心がどうしようもなく軋きしむのだ。痛くて堪たまらない。こうして一人になったときに抑おさえ込んでいた気持ちを解放しないと、心がどうにかなってしまいそうだった。

　私が口を両手で覆おおったまま声を殺して涙を流していると、突とつ然ぜん背後から声をかけられた。

「クロエ」

　誰にも気付かれずに散歩に出たつもりだった。それなのに……、

「エルネスト……。どうして……」

　慌あわてて涙を拭ぬぐいつつ背後を振り向いて声の主を確かめると、そこにいたのは、いつもの氷のごとき冷ややかな雰ふん囲い気きが完全に鳴りを潜ひそめ、ふわりと温かく包み込むような眼差しを私に向けてくるエルネストの姿だった。

　戸と惑まどう私に向かって、エルネストは優しげな笑えみを浮うかべる。

「一人で外出しようとしているのに気付いて追ってきた」

「不可視魔法をかけてたのに、よく分かったわね」

「俺は鼻が利きくし……クロエの匂においは間ま違ちがえないからな」

　私の体はそんなに匂うのだろうか。少しショックだ。それはともかく、今は放ほうっておいてほしい。

「ごめんなさい、今は一人でいたいの」

「そういうわけにはいかない。俺はクロエの護衛だからな」

「私は大だい丈じよう夫ぶだから、お願い……」

　──どうか一人にしておいてほしい。そう言うつもりだった。けれどエルネストは私の言葉を遮さえぎる。

「一人きりで泣かせるなんてできるわけない」

「っ……！」

　慌てて涙を拭ったつもりだったのだけれど、ばれていたみたいだ。ばつが悪くて瞬しゆん間かん言葉を失ってしまう。

「邪じや魔ましたのは悪い……。でも放っておけなかった。きっと君は一人きりで泣くんだろうと思ってたから」

「エルネスト……」

　嬉うれしい──胸の中に生じたのは、自分でも意外な感情だった。誰かに頼たよったり、相談したりすることが、私にはできない。だから苦しくなると、いつも一人になって持て余す感情を吐はき出していた。

　誰にも気付かれないように気を付けていた。自分から隠かくれていたくせに、誰かに気付いてもらえたことがこんなに嬉しいなんて……。

「私のことで心配をかけてごめんなさい。でも、もう大丈夫だから」

「不器用だな……」

「え……」

「そんなクロエだから放っておけないんだよ」

　不器用、なのだろうか。自分では意識したことがなかった。これまで一人でもうまく立ち回ってきたつもりだし、誰にも迷めい惑わくなどかけていないつもりだ。エルネストの言っている意味がよく分からない。

「そう、かしら……」

「甘えるのが下手へたで、非情に徹てつしているつもりで実は情に脆もろくて、なんでもそつなくこなす癖くせに自分の感情の処理は下手くそで」

　随ずい分ぶんな言い様だ。とはいえ、否定はできない。きっとその通りなのだろうと思うから。

　幼いころは誰も信用できないと思っていたから、心の内を見せたくなかったというのも確かにある。けれどそれ以上に自分の目的のために、周囲を巻き込みたくはなかった。私がやろうとしていたことは、危険なことだと分かっていたから。

「本当は誰よりも優しくて、他人のために自分を摩すり減らす……。そんな子なんだよな、君は」

「そんなことない！　私は自分の目的のために、大切なものを平気で切り捨てる人間よ。そんなに優しくしてもらう価値なんてないの！」

　思わず強い口調で反論してそのまま顔を背そむけた。

　誰にも理解してほしいなんて思っていない！　この孤こ独どくも憎にくしみも、全て私だけのものだ。こんな醜みにくい感情で優しい友人たちを傷つけたくない！

（これ以上私を惑まどわせないで！　どうか私のことは放っておいて！）

　ずっと我が慢まんしていた感情が弾はじけそうになって、張り裂けんばかりの胸の苦しみに堪えきれず、エルネストにそう告げようと口を開いた。けれど心の叫さけびを口にすることは叶かなわなかった。

（えっ……？）

　次の瞬間、エルネストに抱だき寄せられていたのだ。エルネストが私の後頭部に回した手で自分の胸に私の頬を寄せる。そしてそのまま私の髪かみに口づけをするように顔を寄せながら告げる。

「クロエ。自分に価値がないなんて言うな。俺たちにとって……俺にとって、君はとても大切な人なんだ。それに平気なんかじゃないだろう？　そんなに傷ついて……」

　そう囁ささやくエルネストの声は、まるで何かを堪えるかのように苦しげだった。なぜエルネストがつらそうにしているの？　……私のせい？

　エルネストが私の代わりに悲しんでくれている。──そう感じたことで、私が心の中に築いていた堰せきは、押し寄せてくる感情にもはや耐たえきることができなかった。

「ううっ……！」

　私はエルネストの胸の中で声を殺して泣いた。エルネストが着ていた白いシャツの胸むな元もとが私の涙でぐしょぐしょに濡ぬれていく。エルネストはそんな私の頭を、黙だまって優しく撫なでてくれた。

　自分が遠ざけた人たちに冷たくされて悲しくなるなんて、なんて滑こつ稽けいなのだろう。誰かを傷つけるくらいなら、忘れられたほうがましだと思っていた。

　自じ業ごう自じ得とくなのに、それでもどうしようもなく悲しいのだ。愛している。誰も傷つけたくなかったの。こんな私をどうか許して。

　次々と溢あふれ出てくる矛む盾じゆんだらけの感情が、言葉にならず涙となって零こぼれ続けた。ただひたすらに泣いた。それでもエルネストは何も聞かず、ずっと黙って私を包んでくれていた。

　エルネストの胸はとても温かかった。母が亡なくなってからというもの、これまでこうして誰かの胸で泣いたことがあっただろうか。




　三十分ほど泣いて、ようやく涙が止まった。それでも嗚お咽えつが止まらず、目を瞑つぶったままエルネストの胸を借りて凭もたれていた。……まるで赤ん坊ぼうのように。

「ごめんなさい……」

「気にしなくていい」

「一人で大丈夫なんて偉えらそうなことを言っておきながら……呆あきれたでしょう？」

「いや、嬉しかった」

　意外な言葉に驚おどろいて、エルネストの胸に寄せた頬ほおを離はなして、私を見下ろしている優しい顔を見上げた。

「……どうしてそんなに私に優やさしくしてくれるの？」

　不思議だった。私は友人たちにすら一定の距きよ離りを置いて接していたはずだ。友人たちが私との間に壁かべを感じていても不思議ではないはずなのに、エルネストは私の心の内側にぐっと踏ふみ込んでくる。

　拒こばんでいたはずなのに、それが全く嫌いやではなかった。むしろ嬉しかった。けれど、なぜわざわざ私なんかに、そのような面めん倒どう臭くさいことをするのか分からない。

「君に名前を呼ばれるだけで嬉しい。君の笑顔を見ると胸が温かくなる。君が気持ちを押し殺していると思うと苦しくなる」

「……」

「俺にとって君は特別みたいだ。大切にしたいのに、君は放っておいたら一人だけで苦しんで、何でも自分一人で解決しようとする」

「特別……」

　エルネストの言葉がとても大切なことを伝えているような気がした。けれど今の私の心は理解することを拒んでいる。

　戸惑う私の目を見てエルネストがゆっくりと顔を近付けてきた。ああ、私はこの人を……。

　咄とつ嗟さに目を閉じた私の唇くちびるに、何か温かく柔やわらかいものが優しく触ふれる。

「好きだ、クロエ。何よりも、誰だれよりも」
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「あ……」

　エルネストは私の戸惑いを、まるで全すべて分かっていると言わんばかりに苦く笑しようする。そんなエルネストの表情を見て、ぎゅっと胸が締しめ付けられた。

「君を見ていると、まるで……」

　エルネストは一度言葉を飲み込んだあとに、話を続ける。

「まるで自分を見ているみたいだ。一人ぼっちで前を向いて真っ直すぐに立っている。遮るもの全てに抗あらがって、体が傷つくのも構わずに目的に向かって突つっ走る。躱かわすことも身を守ることもしない。ひたすら愚ぐ直ちよくに、不器用に……」

「……」

「クロエ。一人で苦しまないでほしい。……いや、苦しむのなら、君の痛みを俺に分けてくれないか。どんなに格好悪いことでも受け止めるから。もし話せなくても頼たのむから一人で泣くな。俺の胸で泣いてくれ」

「エルネスト……」

　エルネストは私の目を真っ直ぐに見て、フッと優しく微笑ほほえむ。

「君の過去を初めてちゃんと聞いたとき……」

「……私がサンドイッチを持っていったとき？」

「うん。あのときにね、決して幸せとはいえない幼少時代を送っていたのに、歪ゆがみも澱よどみもなく真っ直ぐに前を向いて立っている君が、とてつもなく眩まぶしかった」

「そんな立派なものじゃないわ……」

「そんなことはないさ。幼いのに自分の足で凜りんと立つ君を想像して、健けな気げだと思った」

　エルネストにお母さまのことを話したことはなかった。アンとハルには話しているけれど、私が祖国を離れた本当の目的を、エルネストは知らない。それでも私に口にできない事情があることを察してくれていたのだろう。これまで何も聞かないでいてくれた。

　エルネストのことを警けい戒かいしているわけじゃない。心などとうに許している。話す機会がなかっただけで。だからエルネストには聞いてほしかった。私の全てを。

「……あのね、私の母は幼いころに誰かに毒殺されたの。首しゆ謀ぼう者しやが直接手を下したのか、それとも誰かにやらせたのかは分からない。だけど私はどうしても母を殺した者を見つけ出したかった」

　幼いころに私の身の上に起こった話を、エルネストに全て打ち明けた。私の目的も。

　首謀者を見つけ出したあとにどうしたいのかは、今でも分からない。復ふく讐しゆうしたいと思ったことはある。どこかでのうのうと生きているであろう、お母さまを殺した者に対する並々ならぬ憎ぞう悪おが、私の心の奥に深く根付いている。

　どんな形であれお母さまを殺した罪を贖あがなわせたい。そうしないとお母さまの魂たましいが救われない。そんな強い思いだけで、この八年間をなりふり構わず生きてきたのだ。私の抱いだいている思いを飾かざらずそのまま告げると、エルネストは私の頭を優しく撫でた。

「そんなにきついことを、幼い君はたった一人で抱かかえ込んできたんだな。……よく頑がん張ばったね」

「っ……！　いっ、今はアンとハルがいるから一人じゃないわ。……マルスラン殿でん下かも、それに貴方あなたもいるし……」

「そうだな……。だけど君の涙なみだを見るのは俺だけでいい」

「エルネスト……」

　まるでやきもちを焼いているかのようなエルネストの言葉を聞いて顔が熱くなる。エルネストは私の苦しみまで抱え込もうとしている。

　私のことを自分みたいだと言った。もしかして……、

「エルネストも、苦しんだの？」

「まあ、そうだな……。だけど君ほどじゃないよ」

　そう言って優しく微笑んだ。私はもっとエルネストのことを知りたい。そう思って恐おそる恐る尋たずねてみた。

「ねえ。貴方の過去のこと、聞いてもいい？」

「ああ、構わないよ。君は全て話してくれたんだ。断る理由なんてないさ。全て話すよ」

「ありがとう……」

「……これは俺がこの国で殺され損そこねる前の話だ」

「黒き、魔ま女じよに？」

「……ああ」

　エルネストを殺そうとした女──エルネストはその女を黒き魔女と呼んでいる。エルネストが今でも憎にくみ続けているその魔女はグリモワールの使い手で、私とそっくりな顔をしていたという。かつて聞いたその話を思い出して、苦々しい感情が胸に広がる。

　そんな私に、エルネストはぽつりぽつりと自分の過去を話し始めた。




「俺はこのブリュノワ王国の先王の側室の息むす子ことして生まれた」

　先王の側室の息子ということはまさか……、

「王弟……殿下ってこと？」

　ブリュノワの王弟……。あまりにも予想外な告白の内容に驚いてしまう。初めて会ったときから感じていたどこか高貴な立ち居い振ふる舞まいを見て、エルネストが高位の貴族だったのではないかと予想はしていた。けれどまさか王族だったなんて……。驚く私に向かって、エルネストが苦笑しながら頷うなずく。

「第四王子だった。俺が幼いころには現王もすでに立太子を済ませていたし、俺は現王とは十五歳も年が離れていた。イベールというのは、今は没ぼつ落らくして存在していないが、母方の姓せいなんだ」

「それでエルネストは変装を……」

　今回の婚こん約やく披ひ露ろうパーティーへの参加にあたって、エルネストはブリュノワに入る前に髪かみの色を変えていた。変装用の魔道具によって黒髪を金きん髪ぱつへと変化させていたのだ。以前、ブリュノワで殺されかけた過去をマルスラン殿下から聞いていたから、それだけが理由だと思っていた。

「ああ。この国を出たのは十年も前の幼いころだ。あのころとは外見も随ずい分ぶんと変わったし、髪の色を変えただけでも俺だと分かる者はいないだろうと思ったんだ」

「そうだったの」

「うん。……あのころ、王位継けい承しよう順位が低かった俺は、特に何のしがらみもなく平和に過ごしていた。あの事件までは」

「事件？」

「現王……当時の王太子が建国祭の祭りで挨あい拶さつをするときに、過激派である反王勢力の暴漢が突とつ如じよ壇だん上じように上がって襲おそい掛かかってきたんだ。当時十歳だった俺は、あのとき王族の一人として王太子のすぐ後ろに立っていた。危機に気付いた護衛の騎き士しがすぐに動いたが間に合いそうになくて、頭で考えるより先に、俺は王太子を守るために氷魔法を発動した。その結果俺が暴漢を退ける形になったんだ」

「十歳で暴漢を……」

　純じゆん粋すいに兄を守りたかっただけなのだろう。それにしても幼い少年がたった一人で暴漢を撃げき退たいするなんて。咄嗟の判断力や大きな魔力はもとより、幼いながらも自分よりも大きな悪漢に立ち向かおうとするエルネストの勇ゆう敢かんな心に感心してしまった。

「暴漢を撃退したことで、俺の魔力の大きさが王おう侯こう貴族に知れ渡わたってしまった。王位継承争いからは完全に外れていたから、子どもだった俺にはそれが何を意味するのかすぐには分からなかった。だが立太子がすでに済んでいたとはいえ、あまり主体性のなかった当時の王太子は、周囲に優ゆう秀しゆうな男という評価をされていなかった」

　現国王が重じゆう鎮ちんたちの意のままに動く傀かい儡らいの王だということは、幼いころに母を殺した者を探さぐる過程で知り得た事実だ。私から見たブリュノワの現王は、良くも悪くも極きわめて平へい凡ぼんな人物という印象だった。

「側室の中でもおっとりした性格の母の立場は、後宮では最も弱かった。そんな母を守るために必死で学問や剣けんの練習に励はげんでいたんだ。そして生来魔力も高くて幼いころから強力な魔法を使いこなせた。だが、まさかそれが仇あだになるとは思いもしなかったよ……」

「継承争いに巻き込まれた……？」

「ああ。俺は一部の貴族に王になれと囁ささやかれはじめた。王太子は国王に相応ふさわしくないと言ってね。当然そんな言葉には全く取り合わなかった。俺は母を守れればそれでよかったから。だが今思えば、もっと要領よく立ち回っておけばよかったと後こう悔かいしているよ。王太子を傀儡の国王にしたい貴族たちにとっては、王に推おされ始めた俺が相当目め障ざわりだったらしくてね。十年前、俺が十三歳の誕生日を迎むかえてすぐに母が毒によって暗殺されたんだ」

「そんな……！」

　そういえば聞いたことがある。現王が即そく位いする前に先王の側室の妃きさきが亡なくなった話を。彼女がエルネストの母親だったなんて……。なんて惨むごい。

　殺された側妃さまとお母さまの存在が重なって、涙が出そうになる。たった一人取り残されたエルネストはどんなに孤こ独どくだっただろう。何が何でも守ろうとしていた母親が殺されたのだ。当時のエルネストの気持ちを想像すると、その憎しみも悲しみも計り知れないものがある。

「俺はすぐに先王に訴うつたえたよ。母を殺した者を捜さがしたいとね。だが余計なことをするなと咎とがめられた。今思えば、父王は俺を危険に晒さらしたくなかったんだろう。俺には甘い人だったからね……。だから俺は密ひそかに母を謀ぼう殺さつした者を探り始めた。だが動き始めて間もなく、王家の夜会を欠席した夜に俺の私室に刺し客かくが忍しのび込んだ。それが以前君に話した黒き魔女だ」

「グリモワール使いの……」

　以前お母さまに聞いたことがある。グリモワールの力を持つ者は特定の勢力に与くみすべきではないと。けれどそれはあくまでお母さまの主義の話だ。

　他のグリモワール使いがその力を使って犯罪に手を染めることがあってもなんら不思議はない。私たちの血族は、自分の力を秘ひ匿とくしてお互たがいに干かん渉しようしない。極めて繋つながりの薄うすい一族なのだ。

　私の顔によく似たグリモワール使い──黒き魔女がお母さまではないと、私には断言できる。けれど、同族の人間がエルネストを殺そうとしたかもしれない。その事実が私の肩かたに重くのしかかる。

「クロエ、君が気にすることじゃない。その女が君でないことはもう分かっている。君という人間を知った今、疑う気持ちなど欠片かけらもないよ。それにあの魔女がグリモワールの血族であっても、君には何の関係も責任もない」

「エルネスト……」

「顔の造りは君と似ているけど、纏まとう雰ふん囲い気きが全く別物だ。あの女の笑えみは、限りなく冷れい酷こくで残ざん忍にんだった。覚えているのは流れるような銀の髪に緋ひ色いろの瞳ひとみ、全身に黒いドレスを纏った姿と、死に掛けている俺に向けられた慈じ悲ひなき嘲あざけるような邪じや悪あくな笑みだ」

「黒いドレス……」

　黒の書を行使する母と自分の姿を思い出す。けれどエルネストを殺そうとした者が、黒の書持ちのはずがない。十年前、黒の書を持っていた者はお母さまと私だけだ。

「外見は見たこともないほどに美しい女だったよ。だがその本質は、人間らしい情など欠片も感じられない悪魔そのものだった。奴やつを差し向けた者は、俺が即位する可能性を万に一つも残したくなかったんだろう。母と俺の存在を消して、何の憂うれいもなく王太子の地位を盤ばん石じやくなものにしたかったんだと思う」

「なんて酷ひどい……」

「あの女は俺に向かって『彼女と同じように楽に殺してあげるから安心してね』とそう言ったんだ。俺は頭に血がのぼった。こいつが母を殺したんだと確信したからだ」

「貴方あなたのお母さまを!?」

「ああ。だからこそ俺は死ぬわけにはいかなかった。いつかこの手で復ふく讐しゆうを果たさなければいけない。そう考えたんだ。必死で抗あらがったよ。だが、いくら強い魔力を持つといっても所しよ詮せんは子どもだ。あの女の前に呆あつ気けなく膝ひざをつく羽目になった。俺も必死だった。奴の一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、三階のバルコニーから外に飛び降りたんだ」

　なんて悲ひ惨さんな出来事だろう。母親を殺した者を捜そうとしていた矢先に、自分が殺されかけたのだ。十三歳の少年にとってはあまりに過か酷こくだ。

「奴は俺を追ってきた。俺は残り少ない魔力を逃とう走そうすることのみに駆く使しして全力で走った。満まん身しん創そう痍いだったけど、ボロボロの状態でなんとか国境を越こえて帝てい国こくへ入ることができた。そして力ちから尽つきて倒たおれたところをラビヨン伯はく爵しやくに助けられたんだ。俺は数日生死の境を彷徨さまよっていたらしい。助かったのは奇き跡せきだと、目覚めたあとに伯爵が教えてくれたよ」

「そうだったの……。貴方のお母さまは本当にお気の毒だと思うけれど、それでも貴方が生きていてくれて本当によかった……」

「クロエ……」

　本当によかった。生きていてくれたからこそ、こうしてエルネストと出会うことができたのだ。今ばかりは神に感謝したいくらいだ。目の前の愛いとしい人を奪うばわないでいてくれてありがとうと。

「それにしても、貴方を殺そうとした女は、今でも貴方が死んだと思っているのかしら……」

「どうだろうな。遺体を確かく認にんできなかったわけだし、しくじったと思っているかもな」

「……もし今日の夜会に暗殺に関かかわった者が参加してたら、エルネストが王弟だと気付かれた可能性が高いんじゃ……」

「それは大だい丈じよう夫ぶだと思う。俺の容姿もだいぶ変わっているし、十年も前のことだ。それに、仮にそうだとしても、今の俺は帝国にいるわけだし、クーデターでも起こさない限り、王国が転てん覆ぷくすることはないだろう。今さら他国の要人に手を出して、過去の暗殺未み遂すいの事実が明るみに出るリスクをわざわざ冒おかすとは思えない。それに……」

「それに？」

「もし仮に再び襲われたとしても、俺はもう奴にもこの国にも屈くつすることはない。返り討うちにしてやるよ」

　そう言い放って、エルネストが不敵に笑った。確かに今のエルネストと戦って勝てる者などそうはいないだろう。

（頼たのもしくて格好いい……）

　そう思った途と端たん頬ほおが熱くなってきたので、慌あわてて不ふ埒らちな感情を振ふり払はらった。

「そうね。エルネストはとても強いもの。絶対に負けないわ。それにそのときは私も貴方と一いつ緒しよに戦うから」

「いや、それは……。もし敵がグリモワールの血族だったら、同族に対して君に刃やいばを向けさせることになる」

　心配そうな目を向けるエルネストに、私はかぶりを振って答えた。

「貴方は私にとって血族よりも大切な人なの、エルネスト。大切な人に危害が加えられるのを、黙だまって見ていることなんてできるわけないじゃない」

「クロエ……。ありがとう。君を元気づけるつもりだったのに、慰なぐさめられてしまったな」

「ううん」

　私はエルネストのサファイアブルーの瞳を真っ直すぐに見つめて告げた。

「私の心を救ってくれてありがとう、エルネスト。私にとっても貴方は特別な人よ」

　そう告げた私に、エルネストは少し驚おどろいたあと、照れたように笑った。
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「昨夜はお楽しみじゃったようじゃの」

「なっ、何っ！　子どもがなんてこと言うんですかぁっ」

　朝起きたあと、アンから開口一番に告げられた言葉に、思わず声が上ずってしまった。別に後ろめたいなんて思う必要はないのに、喋しやべり方まで変になってしまったではないか。朝からなんてことを言うのだろうか、この子は。

「儂わしはこんななりじゃが、子どもではないんじゃがのう……」

「え、なになに。クロエさま、とうとう？」

　ハルまで身を乗り出して、目をキラキラさせながら尋たずねてきた。「とうとう」何だというのだ。一体何を想像しているのだか、まったく……。

「アンもハルも何を想像しているのか知らないけど、夜風に当たりながら話していただけよ。エルネストは仲のいい友人なんだから、何もおかしくはないでしょう？」

「友人の距きよ離り感かんかぁ？　あれがぁ？」

「えっ、そんなにぃ？」

「昨夜のクロエとエル蔵といったらもう……」

「ちょっと待って！　もしかして覗のぞいてたの!?」

　瞬間顔がカッと熱くなってしまって、アンの言葉を遮さえぎって慌てて問い詰つめた。昨夜のことを思い出し、あのとき少しだけ触ふれた唇くちびるが俄にわかに熱を帯びる。そんな私にアンがニヤリと笑って答える。

「そんなわけあるか。儂はお主とエル蔵の居場所くらい感知できるわ。……そうか、うんうん。よかったな、クロエ」

「えー、マジかぁ。クロエさま、とうとう……。あのスケベ男めぇ」

「……何が……もう。朝から何を言ってるのよ」

　どうやら鎌かまをかけられたらしい。何やら納なつ得とくしたように嬉うれしそうに微笑ほほえみながら何度も頷うなずくアンと、勘かん違ちがいしたまま悪態をつくハルを見て、これ以上言葉を重ねても悪ノリを助長させるだけだと諦あきらめた。大きな溜ため息いきを吐ついて昨夜のことに思いを馳はせる。

　エルネストは一人でめそめそと泣いていた格好悪い私を見つけて、優やさしく手を差し伸のべてくれた。そして「一人で泣くな」と言ってくれた。嬉しかった。エルネストは私の卑ひ屈くつな心を救ってくれたのだ。

　エルネストの前でわんわん泣いてしまった。恥はずかしい……。だけどもう手放せない。私の大切な……特別な人。

（この気持ちは誰だれにも言えない。……大切な、宝物のような私だけの秘密）

　心に芽生えた温かな感情に名前を付けるのは躊躇ためらわれた。認めるのが怖こわかった。

　これから私は目的のために自ら危険に飛び込もうとしている。だから誰のことも縛しばりたくない。この先、自分の身に何が起こるかも分からないのだから。

　けれど今だけでいい。いつかエルネストに大切な人ができるまででいい。我が儘ままかもしれないけれど、それまではエルネストの胸を借りたい。飾かざらないありのままの自分を受け入れてほしい。
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「エル、昨夜クロエと会ってたの？」

　マルスはどうやら、夜に俺が部屋から消えたことに気付いていたようだ。なぜクロエと一緒だったことまでばれているのか分からないが、別に隠かくすことでもない。ただ、クロエの気持ちを思えば何をしていたかを言うのは憚はばかられる。

「……ああ。俺の過去を話した」

「ほお。それで、彼女は何だって？」

「驚いてたよ」

　出会ってしばらくして信しん頼らいできる友人としてのつきあいが始まったときに、マルスには俺の過去のいきさつを全すべて話してあった。

「まあ、そうだろうな。……でも、なんだって急に話す気になったんだ？」

「それは……」

　俺は言葉に詰まった。クロエが泣いていたことを言いたくなかった。クロエが知られたくないだろうと思ったから……という理由だけじゃない。俺がクロエの泣き顔をマルスに想像させたくなかったという気持ちが大きい。

「ああ、言いにくかったら無理に言わなくていいよ。むしろあんまり聞きたくないかな」

　マルスが苦く笑しようしながら告げた「聞きたくない」という言葉に、マルスのクロエへの気持ちを僅わずかに垣かい間ま見みた気がした。きっと友人としてだけではなく一人の女性として見ているのだろう。俺は焦しよう燥そう感かんとほんの少しの後ろめたい思いを抱いだきながら表情に出さないよう答える。

「……別に疚やましいことはしてない」

「そんなの分かってるよ。お前は本気になった女性には、超ちようが付くほどの奥手だろうからな」

「なんで……」

　本気の恋れん愛あい感情を持ったことのない俺のことが、どうしてマルスに分かるのだろう。今までだって恋愛経験がないわけじゃない。だがこれほどまでに相手を大切にしたいと思ったことは一度もない。これまでに経験した感情とは全く違う。俺の中でクロエは、俺が囚とらわれてきた復ふく讐しゆうよりも大切だと思える存在になってきていた。

「クロエに対するエルの態度を見てたら分かるよ」

　マルスが肩かたを竦すくめて苦笑した。

　気付いたのはきっとマルスよりも後だが、クロエは俺の唯ゆい一いつの人だ。笑え顔がおを曇くもらせる全てのことから、クロエを守りたいと思う。マルスや他ほかの男がクロエに触ふれると、ものすごく不ふ愉ゆ快かいな気持ちになる。ありのままのクロエを知る人間は俺だけでいいと考えてしまう。クロエを理解する人間は多いほうがいいに決まっているのに、俺だけがその立場でいたいという我が欲よくがある。利己的で愚おろかな思いだと分かっているが、どうにも制せい御ぎよできない。昨夜だってクロエの震ふるえる唇を見てしまったら堪たまらなくなってつい……。

（だが俺のことを特別な人だと言ってくれた）

　この狂くるおしいほどの独どく占せん欲よくをクロエにぶつけて傷つけたくはない。今はクロエの心の負担にならないように、望まれたときだけ側そばにいられればいい。望まれるのが俺だけならば、なおいい。今はそれでいい。いつか全てが片付いたら……。

　そこまで考えたとき、マルスの言葉で現実に引き戻もどされる。

「それじゃ、そろそろ準備を始めようか」

「ああ、そうだな」

　俺たちは帰国の準備を済ませたあと部屋を出て、クロエたちと落ち合った。クロエは俺の顔を見て恥ずかしそうに笑った。

（ちょっと待て。勘かん弁べんしてくれ。可愛かわいすぎる……！）

　これまでとは明らかに違う少女らしい無む垢くな微笑みに、心臓が跳はね上がった。俺は顔が緩ゆるみそうになるのを懸けん命めいに堪こらえながら、笑顔で応こたえた。

　ロクな思い出のないこの国からようやく帝てい国こくへと戻れる。俺たちはアンジェリク殿どのの背中に乗って帝国へと帰ることにした。




[image: ]




　ブリュノワ王国から帝国へ戻って一週間。皇宮の一室で十分に休養を取らせてもらった。そろそろ出発しなければ──私はそう考えてマルスラン殿でん下かに謁えつ見けんを申し出た。

　謁見に臨のぞんだ私に、マルスラン殿下が寂さびしそうな微笑みを向けて告げる。

「私としては、君にはずっとこの国にいてもらっても構わないんだけどね」

「ありがとうございます。けれど私にはやらなければいけないことがあるのです。お気持ちだけありがたく受け取らせていただきます」

「クロエ、君は悲しいくらいに誇ほこり高い。だけど前にも言った通り、君が森に帰るならエルネストを護衛につけるからね」

　婚こん約やく披ひ露ろうパーティーへの同どう伴はんが決まったときに、マルスラン殿下に言われていたことだ。けれどエルネストにはエルネストの居るべき場所があるはずだ。

「マルスラン殿下、大変ありがたいお申し出ですが、これ以上彼に迷めい惑わくをかけるわけにはいきません」

　エルネストとは一いつ緒しよにいたい。けれどこれから私が突つき進む道程の危険さを考えると、エルネストを巻き込むのは憚られた。

「俺は大だい丈じよう夫ぶだ、クロエ」

　マルスラン殿下の横に立っていたエルネストが、真しん剣けんな眼まな差ざしを真っ直すぐに私に向けて口を開いた。

「エルネスト……」

「たとえマルスが反対したとしても、俺は君についていく。俺の知らない所で君が危険な目に遭あうなんて考えたくもない。だからどうか俺が側にいることを受け入れてほしい」

「でも、私も貴方あなたを危険な目に遭わせたくはないのよ……」

「クロエ……」

　エルネストのサファイアブルーの瞳ひとみからは、何と言われようが絶対に引かないという強い熱意が感じられる。どう説得したらいいのだろう。

　エルネストに分かってもらうための言葉を探していたところで、マルスラン殿下が咳せきばらいをしながら言葉を挟はさむ。

「ン、ンンッ！　……あー、いい雰ふん囲い気きのところを悪いけど、エルネストにだって覚かく悟ごがあるんだよ、クロエ。無論、私にもだ。君が優しさから断ろうとするのは予想していたけど、こればかりは聞き入れられない」

「殿下……」

「そういうことだ、クロエ。諦あきらめてくれ」

　エルネストがニコリと笑いながらマルスラン殿下のあとに言葉を続けた。

「……承知、しました」

「ありがとう、クロエ。無理を言って悪かったね」

「そんな……」

　私が承しよう諾だくすると、マルスラン殿下が嬉うれしそうに頷うなずいた。

　悪いのはこちらなのに。エルネストという帝国にとっての大きな戦力を、危険を承知で私なんかのために差し出してくれるのだから。申し訳ない気持ちでいっぱいになっているところに、エルネストが告げる。

「クロエに負担はかけない。前にテントを張っていた森の草地を拠きよ点てんにするから、君を煩わずらわせることはない。俺のことは気にせずに普ふ通つうに過ごせばいい」

「駄だ目めよ、そんなの！」

　黄泉よみの森は元々凶きよう悪あくな数多あまたの魔ま物ものが徘はい徊かいする森だ。しかもエルネストが拠点にしていたのはアシッドエイプの縄なわ張ばりの一部だった場所だ。

　そもそもいつまで縛しばってしまうことになるか分からないのに、そんな危険な森の中で野営などさせるわけにはいかない。

「森にある私の家は部屋が余っているから、エルネストにはそこに滞たい在ざいしてもらうわ。野営なんてとんでもない」

　私がそう言うと、エルネストが慌あわてたように反論する。

「それは駄目だ！　俺のような男が未み婚こんの女性の家に滞在するなど、君の外聞に関かかわる！」

「私の外聞なんてすでに地に落ちてるから大丈夫よ。どん底だから何の心配もないわ。それにハルとアンも一緒だしエルネストのことは信用しているから」

「俺を信頼してくれるのはありがたいが、だけど、うーん……。……ありがとう。君さえよければ、お言葉に甘えさせてもらうことにするよ。とても助かる」

　エルネストは少し悩なやんだようだけれど、なんとか了りよう承しようしてくれた。私のためにわざわざ森まで来てくれるエルネストを野営させずにすんで安あん堵どした。

　さあ、いよいよ森へ帰ろう。これからもいろんな困難が待ち受けているだろう。だけど私には仲間がいる。ハル、アン、マルスラン殿下。そして……。

「クロエ、これからは俺が君を守る。君を害する全すべてのことからだ。側にいることを許してくれて、ありがとう」

「ううん、ありがとう。私も貴方を守るわ。いつまでかかるかは分からないけれどよろしくお願いします」

「こちらこそよろしく。いつか全てが片付いて落ち着いたら……」

「え……？」

「いや……君の幸せを心から願う。できることならそのとき俺もともに……」

　私にも未来を夢見ることが許されたそのとき、私も貴方と一緒にいられたらと心から願う。

　そんな気持ちを胸にそっと閉じ込めて、私はエルネストに向かって心からの笑えみを浮うかべた。







　あとがき







　読者の皆みなさま、初めまして。春はる野のこももと申します。

　この度たびは『婚こん約やく破は棄きされた公こう爵しやく令れい嬢じようは森に引き籠こもります　黒のグリモワールと呪のろわれた魔ま女じよ』を手に取ってお読みくださって、ありがとうございます。

　キュンキュンする恋れん愛あいファンタジーが読みたい！　という衝しよう動どうに突つき動かされたのが、本作を書き始めたきっかけでした。

　元々ファンタジー、恋愛、推理物など、ジャンルを問わず物語を読み漁あさるのが好きなのですが、今回はしっかりとした世界観の中で繰くり広げられる冒ぼう険けんと、切なく胸を締しめ付けるような恋愛を両立させた物語をどうしても書きたくなりました。その配分がかなり難しかったですが、作者なりに満足するバランスで書けたと感じております。

　一見冷静で完かん璧ぺきに見える主人公のクロエですが、実は感情表現が下手へたで、周囲との人間関係を築くのもあまり上手ではありません。そしてヒーローも同じく不器用な男です。そんな二人の心の動きを、読者さまにドキドキしてご覧いただけたとしたらかなり嬉しいです。

　剣けんと魔ま法ほうの世界で二人がどのように立ち回っていくのか、そしてどのように恋こい心ごころを育んでいくのか、どうか温かく見守ってください。そして好きな場面を何度も読み返してキュンキュンを満まん喫きつしてください。

　なお、素す敵てきなイラストを描かいてくださったイラストレーターのｉｙｕｔａｎｉ先生へ、この物語に素晴らしい彩いろどりを与あたえてくださったことに心から感謝いたします。

　また本作を読者の皆さまにお届けできるようご協力くださった出版社さま並びに関係者の皆さまにも厚くお礼申し上げます。

　そして最後になりましたが、この物語が読者の皆さまの心を豊かにし温かく潤うるおすことを心から祈いのりつつ、ご覧くださった方に最大級の感謝を捧ささげます。
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『己の使命』









　クロエの厚意で共に暮らすようになって一週間が経った。アン殿とハル殿とも特に摩擦が生じることもなく円満に過ごせている……はずだ。そしてクロエとも……。

「エルネスト、浴室、先に使わせてもらってありがとう。空いたからどうぞ」

　そう、浴室が共同なのだ。なんせ森の小屋だ。よくよく考えてみれば部屋付きの浴室などあるわけがなかった。

　着衣を脱いで浴室に入り、壁に片手をついてがっくりと項垂れる。

「ふぅ……」

　浴室は石鹸のいい香りが立ち込めている。

　幼いころに魔法学の師から聞いた話じゃ、どうやら俺は狼の幻獣フェンリルの加護を受けているらしい。未だフェンリルに会ったことはないが、その影響で人並み以上に嗅覚が鋭かったのかと、幼いながらに納得した記憶がある。

「俺はクロエを守るために、ここへ来たんだぞ……」

　浴室に残るクロエの気配を頭の中から振り払うように、自分がなすべき使命を呟いた。




『それにエルネストのことは信用しているから』

　住居を提供するという申し出のあとに告げられたクロエのその言葉を聞いたとき、素直に嬉しいと思った。だが……。

（信用されている……危険だと思われていない……男として意識されていない……のだろうか）

　──と、全く複雑な感情が湧き上がらなかったかといえば嘘になる。

　ブリュノワから帰国する前夜、衝動に抗えずクロエの唇を奪ってしまったが、そんな俺をクロエは受け入れてくれた。俺にとってクロエは特別な存在だ。そしてクロエにとっても……。そう思っているのは俺だけなのだろうか、と。

　だがクロエの側に居られる時間が増えるのは俺にとって喜ばしいことこの上ない。なるべく側にいたほうがいざというときにも守りやすい。邪な気持ちは隅に追いやって、俺はクロエの提案を受け入れたのだ。




　浴室に限らず小屋の中のいたる所から感じ取れるクロエの気配に安堵する。と同時に湧き上がる不埒な衝動を振り切るように、庭へ出て薪割りに勤しむ。

「へへっ、エルネストさまも大変ですねぇ」

「……」

　薪割りをする横から揶揄うようにかけられるハル殿の言葉にももはや慣れた。

　畑仕事をしているらしいハル殿とは庭でよく顔を合わせるのだが、全て分かっていると言わんばかりにいつもニヤニヤと笑われる。

　こんなふうに冗談半分な言葉をかけながらも、俺が衝動のままに動こうものならハル殿もアン殿も容赦なく俺の命を抹消しにかかってくるだろう。

「そんなにたくさん薪をこさえても、そうそう使い切らないと思いますけどぉ？」

「そう、だな……」

　ふと傍らに目をやれば、俺の側にはすでに一年分はあろうかという薪の山が積まれてしまっている。

「この深い黄泉の森も、エルネストさまの煩悩でそのうち禿げまくってしまうかもしれませんねぇ」

「そんなわけ……」

　あるかもしれない……。そう考えて俺は森の環境保全のために狩りに出ることにした。

　食い扶持が増えたことで食材の消費量も増えているはずだ。魔物でも美味しいと言われるビッグホーンディアや、鹿やウサギといった獣を狩れば、少しでも生活の助けになるだろうか。




　小屋の入口で狩りの準備をしていると、調理場で夕食の準備をしていたクロエがひょこりと顔を出した。

「エルネスト、狩りに行くなら私も一緒に行くわ！」

「え、クロエは忙しいんじゃないのか？　腕輪の解呪とか……」

「ううん、大丈夫。解呪は午前中に終わらせたの。集中する作業だからアンも私も長時間は無理なのよ。それに森の緑を眺めてたら目も休まるわ」

　狩りの同行を申し出てくれたクロエの姿を目にして、ついつい口元が綻んでしまう。なんだかんだ言っても二人きりの時間をとれるのは嬉しい。それにしても今日も可憐で可愛らしい。ハル殿の言葉を借りるなら、尊すぎてつらい、とでもいうのだろうか……。

　そんなことを考えていた俺に、クロエが頬を赤くしてはにかむように告げる。

「それにね、その、なんだかデートみたいじゃない？」

「クロエ……」

　一瞬湧き上がった衝動に押し流されそうになったが、ぐっと奥歯を噛み締め堪える。と同時に、クロエも俺を『特別』だと確かに思ってくれているのだと感じられて安堵した。

　ただこうして隣に居られるだけでなんと幸せなことか。今このとき、こうしてクロエの隣にいるのはマルスでもブリュノワの王太子でもない──俺だけなのだ。

　クロエの笑顔に誓う。この先何が起ころうとどこにあろうと、俺は己の使命を全うする。なにがなんでも大切なこの人を守り抜くのだ。

　クロエが側にいるという幸せを噛み締めながら、弓を手にしてクロエとともに深い森へと足を踏み入れた。
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